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(57)【要約】
【課題】ランシング処理の際のユーザが経験する不快感
を最小にし、偶発的な針の刺し傷を回避し、ランセット
をランシング装置に容易に挿入し、ランセットの排出の
際のユーザによる操作を最小にする。
【解決手段】ランセットとともに使用されるランシング
装置を提供し、ランシング装置は、ロック可能なスリー
ブと、ランシング装置がコッキングされるとき、ランセ
ット部材が動作可能に係合されることを妨げる手段と、
穿刺開口の有効サイズを調整するように動作するユーザ
作動アセンブリと、摺動可能なキャリッジ、および／ま
たはロック部材のうちの少なくとも１つを備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鋭い先端部で終端する針を有する細長い本体を備えた着脱可能なランセットを収容する
ように構成されたランシング装置であって、前記ランシング装置は、
　内部空間と、前記ランセットが前記ランシング装置によって前記内部空間の中に動作可
能に係合するように挿入することができる穿刺開口を画定する皮膚係合端部とを備えたハ
ウジングと、
　前記ハウジングの前記内部空間の中に摺動可能に配置され、前記ランセットを収容し、
前方の切開位置と後方の位置との間で移動可能なランセットキャリアと、
　前記ハウジングに摺動可能に取り付けられ、前記ランセットを前記ランセットキャリア
から排出するように構成された排出スライドと、を具備し、
　前記ランシング装置は、
　ａ）前端部および後端部を有し、前記細長い本体の少なくとも一部の周りに配置され、
前記前端部から前記鋭い先端部を突出させる前方位置との間で、前記細長い本体に対して
移動可能なスリーブであって、第１のロック部材が、前記前方位置と後方位置との中間位
置において前記細長い本体から延び、前記第１のロック部材は、前記第１のロック部材が
前記スリーブを係合して前記スリーブの後方移動を妨げる拡張構成と、前記第１のロック
部材が前記スリーブを係合しないで前記スリーブの後方移動を妨げる収納構成とを有し、
前記スリーブが前記第１のロック部材を移動するとき、前記スリーブの内部の少なくとも
一部が、前記収納構成にある前記第１のロック部材を含むように構成された、スリーブと
、
　ｂ）前記ランシング装置がコッキング（ｃｏｃｋｉｎｇ）されるとき、前記ランセット
が動作可能に係合されるのを選択的に妨害する手段と、
　ｃ）前記穿刺開口の中にユーザの皮膚を膨れ込ませるように構成された第１の直径と、
前記第１の直径より小さい第２の直径との間で、前記穿刺開口の有効サイズを調整するユ
ーザ作動アセンブリと、
　ｄ）前記排出スライドが前記ランセットを排出するとき、前記排出スライドと協働して
、前記ランセットキャリアとの係合を妨害するように移動するロック部材であって、前記
ロック部材は、前記排出スライドから離れて１つ以上のベアリング面上で前記ハウジング
に接触し、前記ロック部材は、前記ランセットによって生じた力のほぼ全部を、前記１つ
以上のベアリング面を介して前記ハウジングに伝達するように構成された、ロック部材と
、
　ｅ）前記ハウジングの中に摺動可能に配置されたキャリッジであって、前記ランセット
キャリアが、前記キャリッジと係合され、前記前方の切開位置と後方の位置との間で前記
キャリッジに対して移動可能であり、駆動部材が前記キャリッジに取り付けられ、前記ラ
ンセットキャリアが前記後方の位置まで移動するのに応答して、コッキングされる位置ま
で移動するように構成され、前記駆動部材は前記コッキングされる位置にあるとき、前記
ランセットキャリアを前方へ動かし、トリガーが前記キャリッジおよび前記ハウジングの
少なくとも１つに取り付けられ、前記ランセットキャリアが前記後方の位置にあるとき、
前記ランセットキャリアの前方位置を選択的に抑制するように構成され、深さ調整機構が
前記キャリッジに動作可能に連結され、前記深さ調整機構のユーザによる動きに応答して
、前記キャリッジおよび前記ランセットキャリアを一緒に前後に移動させる、キャリッジ
と、
　のうち少なくとも１つを備えたことを特徴とするランシング装置。
【請求項２】
　前記第１のロック部材が前記拡張構成にあるときに、前記第１のロック部材が、一般に
は前記細長い本体の主軸に対して角度を形成して前記細長い本体から前方方向に延びる、
請求項１のランシング装置。
【請求項３】
　前記スリーブの内部は、前記スリーブが前記第１のロック部材を移動するとき、前記収
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納位置に前記第１のロック部材を含むように配列された細長いガイド面を有する、請求項
１または２のランシング装置。
【請求項４】
　前記第１のロック部材から軸方向に間隔を置いて配置された第２のロック部材を備え、
前記第２のロック部材は、拡張構成と格納構成との間で移動可能であり、前記第２のロッ
ク部材が前記格納構成へ移動するとき、前記第２のロック部材を前記拡張構成に動かす剛
性のある可撓性材料からなり、
　前記スリーブの前記後端部は、前記第２のロック部材が前記格納構成にあるとき、前記
スリーブの内部への前記第２のロック部材の入り込みを可能にし、前記第２のロック部材
が拡張構成にあるとき、前記スリーブの内部への前記第２のロック部材の入り込みを防止
するように構成された後部開口を画定し、
　前記スリーブの内部は、前記第２のロック部材が前記内部へ入り込んだ後、前記拡張構
成に戻ることができるように構成された、請求項１～３のいずれか１項のランシング装置
。
【請求項５】
　前記ハウジング内に配置され、前記ランセットが前記ハウジングの前記前端部を通って
挿入されるとき、前記ランセットを動作可能に係合するように構成されたランセット保持
アセンブリを備え、前記ランセット保持アセンブリは、少なくともコッキングされた構成
とコッキングされていない構成との間を移動可能であり、
　前記ハウジングの中に移動可能に配置された連動装置を備え、前記連動装置は、前記連
動装置の少なくとも一部が、前記ハウジングの中への前記ランセットの完全な挿入を妨害
するために、前記ハウジングの前記前端部と前記ランセット保持アセンブリとの間に差し
込まれる係合位置を有し、
　前記ランセット保持アセンブリがコッキングされていないとき、前記ハウジングの中へ
の前記ランセットの挿入を可能にするために前記連動装置を前記係合位置から外すように
構成された配列を備えた、請求項１～４のいずれか１項のランシング装置。
【請求項６】
　前記配列は、前記ランセット保持アセンブリを係合するトリガーを備え、前記トリガー
は少なくとも、前記トリガーが前記ランセット保持アセンブリを前記コッキングされた構
成に保持する第１の位置と、前記トリガーが前記ランセット保持アセンブリが前記コッキ
ングされていない構成に移動できるよう前記ランセット保持アセンブリを開放する第２の
位置とを移動可能であり、
　前記トリガーが前記第１の位置から前記第２の位置へ移動するときに、前記トリガーは
前記連動装置と協働して前記連動装置を前記係合位置から外すように動かす、請求項５の
ランシング装置。
【請求項７】
　鋭い先端部を有する着脱可能なランセットを有し、前記ハウジング内に配置され、前記
鋭い先端部が前記ユーザの膨れた皮膚を切開可能にするように、前記穿刺開口の有効寸法
が前記第１の直径と前記第２の直径のうちの１つに調整されるとき、前記ユーザ作動アセ
ンブリで画定された前記穿刺開口を通って前記鋭い先端部を瞬間的に突出させたり引っ込
めたりするように構成されたランセットアセンブリをさらに備えた、請求項１～６のいず
れか１項のランシング装置。
【請求項８】
　他の部位の切開モードに対応する少なくとも１つの目標しるしをさらに備え、前記ユー
ザ作動アセンブリが、前記ユーザ作動アセンブリの一部が前記目標しるしと視覚的に関連
して配置されるとき、前記穿刺開口の有効寸法を前記第１の直径に調整するように作動さ
れる、請求項７のランシング装置。
【請求項９】
　前記ユーザ作動アセンブリは、前記第２の直径を定める二次的開口を有するスリーブを
さらに備え、前記スリーブは、少なくとも後方位置と前方位置との間で移動可能であり、
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前記穿刺開口の有効寸法を前記第１の直径と前記第２の直径との間でそれぞれ調整し、前
記後方位置における前記スリーブは前記ユーザの膨れた皮膚が切開の際平らにならないよ
うに構成された、請求項７または８のランシング装置。
【請求項１０】
　前記ランセットキャリアとの係合を妨害するように前記ロック部材を動かす付勢要素を
さらに備えた、請求項１～９のいずれか１項のランシング装置。
【請求項１１】
　前記１つ以上のベアリング面は、前記ロック部材が前記ハウジングに回転可能に取付け
られたピボットを有し、
　前記ランセットキャリアは、前記ハウジングの縦軸に沿って移動し、前記縦軸に対して
０と４５度の間の角度を形成する少なくとも１つの前部対向平面をさらに有し、
　前記ロック部材は、前記ランセットキャリアの前方推進力に応答して、前記ロック部材
を前記排出スライドから離して回転させるように前記前部対向平面を係合する、請求項１
～１０のいずれか１項のランシング装置。
【請求項１２】
　前記駆動部材は、少なくとも前記ハウジングに対して前方および後方に移動可能な部分
を有するばねを備え、
　前記ばねがコッキングされる位置にあるとき、前記ばねの前記部分が前記ランセットキ
ャリアを直接係合して前記ランセットを前方に動かす、請求項１～１１のいずれか１項の
ランシング装置。
【請求項１３】
　前記キャリッジに取り付けられ、前記ランセットキャリアが前方の切開位置にあるとき
、前記ランセットキャリアを後方に動かすように構成された復帰ばねをさらに備え、
　前記復帰ばねの全体は、前記深さ調整機構の移動に応答して、前記キャリッジとともに
、前方および後方に移動する、請求項１～１２のいずれか１のランシング装置。
【請求項１４】
　前記トリガーは、前記ハウジングに取り付けられた第１の部分と、前記キャリッジに取
り付けられた第２の部分とを有し、前記第２の部分は前記深さ調整機構の前記ユーザによ
る動きに応答して、前記キャリッジとともに前方および後方に移動する、請求項１～１３
のいずれか１項のランシング装置。
【請求項１５】
　前記深さ調整機構は、ユーザによって複数の深さ設定の間を移動可能であり、前記後方
の位置から前記前方の切開位置までの前記ランセットキャリアの移動の長さが、前記複数
の深さ設定の各々で一定である、請求項１～１４のいずれか１項のランシング装置。
【請求項１６】
　前記ハウジングは縦軸を有し、前記ハウジングの縦軸と平行な少なくとも１つの内部ガ
イドトラックを備え、前記キャリッジは、前記内部ガイドトラックに相補的な突起を備え
、
　前記キャリッジの前記突起は、前記キャリッジが前記ハウジング内で前方および後方に
摺動できるように前記ハウジングの内部ガイドトラックを係合する、請求項１～１５のい
ずれか１項のランシング装置。
【請求項１７】
　前記キャリッジはボスを有し、前記駆動部材は、前記ボスに取り付けられ、前記ランセ
ットキャリアを係合する第１のタインを有するねじればねを備え、前記ランセットキャリ
アの後方移動が前記ねじればねに張力をかけるようにした、請求項１～１６のいずれか１
項のランシング装置。
【請求項１８】
　前記キャリッジは、前記前方位置を決定するように前記ランセットキャリアを係合する
ストッパーを有する、請求項１～１７のいずれか１項のランシング装置。
【請求項１９】
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　前記キャリッジは、前記ランセットの前方の部分を係合するレシーバを有し、前記レシ
ーバの軸方向位置は、前記キャリッジの前記軸方向位置に対して固定されている、請求項
１～１８のいずれか１項のランシング装置。
【請求項２０】
　トリガーアセンブリをさらに備えた、請求項１～１９のいずれか１項のランシング装置
。
【請求項２１】
　鋭い先端部で終端する針を備える細長い本体と、
　前端部と後端部とを有するスリーブであって、前記スリーブは、前記細長い本体の少な
くとも一部の周りに配置され、前記鋭い先端部が前記スリーブによって保護的に囲まれる
前方位置と、前記鋭い先端部が前記スリーブの前端部から突出する後方位置との間を、前
記細長い本体に対して移動可能であるスリーブと、
　前記前方位置と前記後方位置の中間の場所で、前記細長い本体から延びる第１のロック
部材であって、前記第１のロック部材が前記スリーブを係合して前記スリーブが後方に移
動するのを妨げる拡張構成と、前記第１のロック部材が前記スリーブを係合しないで前記
スリーブが後方に移動するのを妨げる収納構成とを有する第１のロック部材と、
　を備え、前記スリーブの少なくとも一部は、前記スリーブが前記第１のロック部材を移
動するとき、前記格納構成の中に前記第１のロック部材を含むように構成された、ランセ
ット。
【請求項２２】
　前記第１のロック部材が拡張構成にあるとき、前記第１のロック部材は、前記細長い本
体の主軸に対して一般には角度を形成して前記細長い本体から前方方向に延びる、請求項
１のランセット。
【請求項２３】
　前記ロック部材が格納構成にあるとき、前記第１のロック部材は、前記細長い本体の主
軸とほぼ平行である、請求項２１または２２のランセット。
【請求項２４】
　前記細長い本体は、前記格納構成の中に前記第１のロック部材を収容するように位置付
けされたウェルを有する、請求項２１～２３のいずれか１項のランセット。
【請求項２５】
　前記スリーブの内部は、前記スリーブが前記第１のロック部材を移動するとき、前記格
納構成の中に前記第１のロック部材を含むように配列された細長いガイド面を備えた、請
求項２１～２４のいずれか１項のランセット。
【請求項２６】
　前記スリーブの前記後端部は、前記第１のロック部材が前記収納構成にあるとき、前記
スリーブの内部への前記第１のロック部材の入り込みを可能にするように、また、前記第
１のロック部材が拡張構成にあるとき、前記スリーブの内部への前記第１のロック部材の
入り込みを妨げるように構成された後部開口を画定する、請求項２１～２５のいずれか１
項のランセット
【請求項２７】
　前記スリーブの内部は、多角形、円形、卵形のうちの１つである断面を有する、請求項
２１～２６のいずれか１項のランセット。
【請求項２８】
　前記第１のロック部材は、前記第１のロック部材が前記格納構成へ移動するとき、前記
第１のロック部材を前記拡張構成に動かす剛性のある変形しやすい材料よりなる、請求項
２１～２７のいずれか１項のランセット。
【請求項２９】
　前記スリーブは、５ｍｍ未満の幅を有する、請求項２１～２８のいずれか１項のランセ
ット。
【請求項３０】
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　前記第１のロック部材は、前記細長い本体の対向する側面から半径方向に延びる一対の
ウイングを備えた、請求項２１～２９のいずれか１項のランセット。
【請求項３１】
　前記第１のロック部材から軸方向に間隔を置いて配置された第２のロック部材をさらに
備え、
　前記第２のロック部材は、拡張構成と格納構成との間を移動可能であり、前記第２のロ
ック部材が前記格納構成へ移動するとき、前記第２のロック部材を前記拡張構成に動かす
剛性のある可撓性材料よりなり、
　前記スリーブの後端部は、前記第２のロック部材が前記格納構成にあるとき、前記スリ
ーブの内部への前記第２のロック部材の入り込みを可能にするように、また、前記第２の
ロック部材が前記拡張構成にあるとき、前記スリーブの内部への前記第２のロック部材の
入り込みを妨げるように構成された後部開口を画定し、
　前記スリーブの内部は、前記第２のロック部材が前記内部への入り込みの後、前記拡張
構成に戻ることができるように構成された、請求項２１～３０のいずれか１項のランセッ
ト。
【請求項３２】
　前記第２のロック部材は、前記第１のロック部材の形状より可撓性のない形状よりなる
、請求項３１のランセット。
【請求項３３】
　前記第２のロック部材は、少なくとも１つのバーブを備えた、請求項３１または３２の
ランセット。
【請求項３４】
　前記拡張構成における前記第１のロック部材の遠位端が、前記細長い本体から第１の距
離だけ離れて間隔を置かれ、前記格納構成における前記第１のロック部材の遠位端が、第
２の距離だけ離れて間隔を置かれ、前記第２の距離は前記第１の距離より小さい、請求項
２１～３３のいずれか１項のランセット。
【請求項３５】
　請求項２１～３４のいずれか１項のランセットと、
前記ランセットを通過させて挿入するためにサイズ設定された穿刺開口を通過させて画定
するユーザ係合端部を有するハウジングと、
　前記ランセットが前記穿刺開口を通って挿入されるときに、前記ランセットのほぼ全て
が前記ハウジングによって囲まれるように前記ランセットを収容するランセット係合機構
と、
　を備えた、ランセットアセンブリ。
【請求項３６】
　鋭い先端部で終端する針をその中に有する細長い本体と、
　前端部と後端部とを有し、前記細長い本体の少なくとも一部の周りに配置されたスリー
ブであって、前記スリーブは、前記鋭い先端部が前記スリーブの中に配置されるように、
前記細長い本体に対して初期位置に配置されたスリーブと、
　前記スリーブの外側の場所で前記細長い本体から延びる第１のロック部材であって、前
記第１のロック部材が前記スリーブを係合して前記スリーブの後方移動を妨げる拡張構成
と、前記第１のロック部材が前記スリーブを係合しないで前記スリーブの後方移動を妨げ
る格納構成とを有する第１のロック部材と、
　前記第１のロック部材から軸方向に間隔を置いて配置され、前記スリーブの中の場所で
前記細長い本体から延びる第２のロック部材と、
　を備えた、ランセット。
【請求項３７】
　前記スリーブが、前記初期位置から排出位置まで前記細長い本体に対して前方へ移動可
能であり、前記第２のロック部材は、前記スリーブが前記排出位置へ移動するとき、前記
スリーブの後方移動を妨げるために前記スリーブの後端部を係合するように構成された、
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請求項３６のランセット、
【請求項３８】
　前記細長い本体に着脱自在に連結され、前記鋭い先端部を囲むように前記スリーブの前
端部まで延びるタブをさらに備えた、請求項３６または３７のランセット。
【請求項３９】
　前記スリーブの内部は、前記スリーブが前記第１のロック部材を移動するとき、前記収
納構成の中に前記第１のロック部材を含むように構成される、請求項３６または３７のラ
ンセット。
【請求項４０】
　鋭い先端部で終端する針を有する細長い本体と、前記細長い本体の少なくとも一部の周
りに配置され、前記細長い本体に対して移動可能であるスリーブと、拡張構成および収納
構成を有するロック部材と、を備えたランセットを使用する方法であって、前記方法は、
前記鋭い先端部が前記スリーブの少なくとも一部によって保護的に囲まれる前方位置に前
記スリーブを配置すること、
　前記スリーブの後方移動を妨げるために前記ロック部材を前記拡張構成に配置すること
、
　前記ランセットを、ランシング装置に装填すること、
　前記スリーブが前記ロック部材を後方に移動することを可能にするために、前記ランシ
ング装置を発射する前に、前記ロック部材を前記格納構成に移動させること、および
　前記スリーブが前記ロック部材を移動する間、前記ロック部材を前記格納構成に含むこ
と、からなるランセットを使用する方法。
【請求項４１】
　鋭い先端部を有する着脱可能なランセットとともに使用するランシング装置であって、
　内部空間と、前記ランセットが前記ランシング装置によって前記内部空間の中で動作可
能に係合するように挿入されることができる開口前端部と、を有するハウジングを備え、
　前記ランシング装置がコッキングされるときに、前記ランシング装置は前記ランセット
が動作可能に係合することを選択的に妨げるように構成された、ランシング装置。
【請求項４２】
　前記ハウジング内に配置され、前記ランセットが前記ハウジングの前端部を通って挿入
されるとき、前記ランセットを動作可能に係合するように構成され、少なくともコッキン
グ（ｃｏｃｋｉｎｇ）された構成とコッキングされていない構成との間で移動可能である
ランセット保持アセンブリと、
　前記ハウジング内に移動可能に配置され、前記ハウジングの前端部と前記ランセット保
持アセンブリとの間に少なくともその一部が配置された係合位置を有する連動装置と、
　前記ランセット保持アセンブリが前記コッキングされていない構成にあるとき、前記ラ
ンセットの前記ハウジングへの挿入を可能にするために、前記連動装置を前記係合位置か
ら外すように構成された配列と、をさらに備えた、請求項４１のランシング装置。
【請求項４３】
　前記連動装置を前記係合位置まで動かすための付勢要素をさらに備え、前記配列は前記
付勢要素にかけられた力を解消するほど十分大きな力を前記連動装置に加えるように構成
された、請求項４２のランシング装置、
【請求項４４】
　前記配列は、前記ランセット保持アセンブリを係合するトリガーを有し、
　前記トリガーは少なくとも、前記コッキングされた位置において前記トリガーが前記ラ
ンセット保持アセンブリを保持する第１の位置と、前記ランセット保持アセンブリが前記
コッキングされていない位置へ移動することを可能にするために、前記トリガーが前記ラ
ンセット保持アセンブリを開放する第２の位置とを移動可能であり、
　前記トリガーが前記第１の位置から前記第２の位置へ移動するときに、前記連動装置を
前記係合位置から外すために前記トリガーが前記連動装置と協働する、請求項４２または
４３のランシング装置。
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【請求項４５】
　前記トリガーは、カム面を有するユーザ作動トリガーボタンを有し、
　前記連動装置は、前記トリガーが前記第１の位置から前記第２の位置へ移動するとき、
前記連動装置を前記ユーザ作動トリガーボタンから離すために前記カム面を係合するよう
に構成されたカム・フォロワを有する、請求項４４のランシング装置。
【請求項４６】
　前記連動装置は、本体部分と、前記ハウジングに取付けられたピボットとを備え、前記
ピボットは、前記本体部分が前記ピボットの周りを回転して前記係合位置を往復すること
を可能にする、請求項４２～４５のいずれか１項のランシング装置。
【請求項４７】
　前記連動装置およびトリガーのうちの一方が、カム面を有し、前記連動装置およびトリ
ガーのうちの他方が、前記トリガーが前記第１の位置から前記第２の位置へ移動するとき
に、前記カム面を係合するカム・フォロワを有する、請求項４２～４６のいずれか１項の
ランシング装置。
【請求項４８】
　前記本体部分を前記係合位置まで回転させるために、前記連動装置に動作可能に連結さ
れた付勢要素をさらに有する、請求項４２～４７のいずれか１項のランシング装置。
【請求項４９】
　前記付勢要素が片持ちばね、クリップばね、および板ばねのうちの１つである、請求項
４８のランシング装置。
【請求項５０】
　鋭い先端部を有する針が配置された細長い本体を有する着脱可能なランセットとともに
使用するランシング装置であって、
　前記ランセットを通過させて挿入できるようにサイズ設定された穿刺開口を画定するユ
ーザ係合端部を有するハウジングと、
　前記ランセットが前記穿刺開口を通って挿入されるときに、前記ランセットを収容する
ために前記ハウジング内に配置されたランセットキャリアと、
　を備え、前記ランセットが前記ランセットキャリアに収容されるとき、前記針が前記ハ
ウジングに囲まれるように、前記ランセットキャリアが前記ハウジングの前記ユーザ係合
端部に対して位置付けされた、ランシング装置。
【請求項５１】
　前記ハウジングの中に移動可能に配置された連動装置であって、前記連動装置の少なく
とも一部が、前記ハウジングの中への前記ランセットの完全な挿入を妨害するために前記
穿刺開口と前記ランセットキャリアとの間に配置された係合位置を有する連動装置と、
　前記ハウジングの中への前記ランセットの挿入を可能にするために前記連動装置を前記
係合位置から外すように構成された配列と、をさらに備えた、請求項５０のランシング装
置。
【請求項５２】
　前記ランセットキャリアを前方に動かし、前記鋭い先端部を前記穿刺開口を通して突出
させるために、前記ランセットキャリアに連結された駆動部材を備え、
　前記ランセットキャリアは前記駆動部材の駆動に応答してコッキング（ｃｏｃｋｉｎｇ
）される位置まで移動可能に往復し、
　前記ランセットキャリアが前記コッキングされる位置から外れて移動するとき、前記配
列は前記連動装置を前記係合位置から外すように構成された、請求項５１のランシング装
置。
【請求項５３】
　前記配列は、前記ランセット保持アセンブリを有するトリガーをさらに有し、
　前記トリガーは少なくとも、前記トリガーが前記ランセット保持アセンブリトリガーを
コッキングされる位置に保持する第１の位置と、前記駆動部材が前記ランセット保持アセ
ンブリを前記コッキングされる位置から外して移動させることを可能にするために、前記
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トリガーアセンブリが前記ランセット保持アセンブリを開放する第２の位置とを移動可能
であり、
　前記トリガーアセンブリが前記第１の位置から前記第２の位置へ移動するときに、前記
トリガーアセンブリは前記連動装置を前記係合位置から外すために、前記連動装置と協働
する、請求項５２のランシング装置。
【請求項５４】
　前記連動装置を前記係合位置まで回転させて動かすために、前記連動装置に動作可能に
連結された付勢要素をさらに備えた、請求項５２または５３のランシング装置。
【請求項５５】
　前記ハウジングへの前記ランセットの挿入が、前記ランセットキャリアを前記コッキン
グされる位置まで移動させる、請求項５２～５４のいずれか１項のランシング装置。
【請求項５６】
　前記ランセットキャリアの挿入によって、前記ランセットキャリアが前記コッキングさ
れる位置まで移動するとき、前記ランセットを係合するように前記連動装置が前記ハウジ
ング内に配置される、請求項５２～５５のいずれか１項のランシング装置。
【請求項５７】
　鋭い先端部を有する着脱可能なランセットとともに使用するランシング装置であって、
　前記ランセットが経路に沿って通過して挿入されることができる開口前端部を有するハ
ウジングと、
　前記ハウジングの中に移動可能に配置された連動装置であって、前記連動装置は、前記
ハウジングへの前記ランセットの完全な挿入を妨害するために、前記連動装置の少なくと
も一部が前記経路上に差し込まれた係合位置を有する連動装置と、
　を備え、前記ランシング装置がコッキング（ｃｏｃｋｉｎｇ）されるときの第１の位置
を有する配列と、前記ランシング装置がコッキングされていないときの第２の位置とを有
し、前記配列が前記第２の位置にあるときに、前記配列が前記連動装置を前記係合位置か
ら外して動かすように構成された、ランシング装置。
【請求項５８】
　穿刺開口を通過させて画定する皮膚係合面を有するハウジングと、前記ハウジング内に
配置されたコッキング可能なランセット保持アセンブリとを備えたランシング装置を使用
する方法であって、
　鋭い先端部で終端する針と、前記針の前記鋭い先端部の少なくとも一部を囲む着脱可能
なタブとを有するランセットを提供すること、
　前記ランセットのほぼ全てが前記着脱可能なタブから離れて前記ハウジングによって囲
まれるように、前記ランセットを前記穿刺開口を通して挿入すること、および
　前記ランセットから前記着脱可能なタブを取り除くこと、からなる方法。
【請求項５９】
　前記ランセットの挿入前に前記ランセット保持アセンブリがコッキングされる位置にあ
るとき、前記ランセット保持アセンブリによって前記ランセットの係合を妨げること、
　をさらに含む、請求項５８の方法。
【請求項６０】
　前記ランセットの挿入前に前記ランセット保持アセンブリがコッキングされる位置にあ
るとき、前記穿刺開口と前記ランセット保持アセンブリとの間に連動装置を差し込むこと
により、前記ランセットの係合を妨げること、をさらに含む、請求項５８または５９の方
法。
【請求項６１】
　前記ランセット保持アセンブリがコッキングされていないとき、前記連動装置を、前記
穿刺開口と前記コッキング可能なランセット保持アセンブリとの間から離すこと、をさら
に含む、請求項６０の方法。
【請求項６２】
　穿刺開口を画定する皮膚係合端部を有するハウジングと、
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　前記穿刺開口の有効寸法を、前記穿刺開口にユーザの皮膚を膨らませることができるよ
うに構成された第１の直径と、前記第１の直径より小さい第２の直径との間で動作可能に
調整するユーザ作動アセンブリと、
　鋭い先端部を有する着脱可能なランセットを有し、前記鋭い先端部が前記ユーザの膨ら
んだ皮膚を切開できるように、前記穿刺開口の有効寸法を前記第１の直径と前記第２の直
径とのうちの１つに調整するとき、前記鋭い先端部を前記穿刺開口を通って瞬間的に突出
させたり引っ込めたりするように構成されたランセットアセンブリと、
　を備えたランシング装置。
【請求項６３】
　他の部位の切開モードに対応する少なくとも１つの目標しるしをさらに備え、前記ユー
ザ作動アセンブリの一部が前記目標しるしと視覚的に関連して配置されるとき、前記ユー
ザ作動アセンブリが前記穿刺開口の有効寸法を前記第１の直径に調整するよう動作する、
請求項６２のランシング装置。
【請求項６４】
　前記ユーザ作動アセンブリは、前記第２の直径を画定する第２の開口を有するスリーブ
をさらに有し、前記スリーブは、前記穿刺開口の有効寸法を前記第１の直径と前記第２の
直径との間でそれぞれ調整するために少なくとも後方位置と前方位置との間を移動可能で
あり、前記スリーブは前記後方位置にあるとき、切開の際に前記ユーザの膨れた皮膚が平
らにならないように構成された、請求項６２または６３のランシング装置。
【請求項６５】
　前記スリーブは、その後方位置では、ランシングの際にユーザの皮膚が前記穿刺開口を
通って膨れ込むことができるように、前記穿刺開口から離れて十分に間隔を置かれている
、請求項６４のランシング装置。
【請求項６６】
　前記スリーブは、その前方位置では、ランシングの際に前記穿刺開口の有効寸法を前記
第２の直径に調整するために、前記穿刺開口内に差し込まれ、前記ユーザ作動アセンブリ
は、前記鋭い先端部が前記穿刺開口を通って引っ込められるとき、前記スリーブを前記ラ
ンシングアセンブリから独立して動かし、前記スリーブを前記前方位置で保持するように
構成される、請求項６４または６５のランシング装置。
【請求項６７】
　前記着脱可能なランセットは、
　前記鋭い先端部が配置された細長い本体をさらに備え、前記スリーブは前記細長い本体
に摺動可能かつ同軸に取り付けられ、前記ユーザ作動アセンブリは、前記スリーブを前記
細長い本体から独立して前記前方位置および前記後方位置に移動するように構成された、
請求項６４～６５のいずれか１項のランシング装置。
【請求項６８】
　前記鋭い先端部が突出したり引っ込められたりするとき、前記スリーブは、前記ハウジ
ングに対して静止したままである、請求項６７のランシング装置。
【請求項６９】
　前記ランセットを前記ランセットアセンブリから取り除く排出装置をさらに備え、前記
ランセットが取り除かれるとき、前記スリーブは、前記ランセットアセンブリに取り付け
られたままである、請求項６４～６８のいずれか１項のランシング装置。
【請求項７０】
　穿刺開口を通過させて画定するユーザ係合端部を有するハウジングと、
　前記ハウジング内に配置され、鋭い先端部で終端する針と、前記針の少なくとも一部の
周りに配置され前記ハウジングおよび前記針に対して移動可能なスリーブとを備えたラン
セットと、
　少なくとも前記スリーブが前記穿刺開口の一部を妨げる前方位置と、前記スリーブが前
記穿刺開口から引っ込められる後方位置との間で、前記針から独立して前記スリーブを選
択的に移動させるように動作し、前記後方位置が、切開の際にユーザの皮膚が前記穿刺開
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口を通って延びることができるように構成されたユーザ制御アクチュエータと、
　を備えた、ランシング装置、
【請求項７１】
　他の部位の切開モードに対応する少なくとも１つの目標しるしをさらに備え、前記ユー
ザ制御アクチュエータの一部が前記目標しるしと視覚的に関連して配置されるとき、前記
ユーザ制御アクチュエータは前記スリーブを前記後方位置へ移動させるように動作する、
請求項７０のランシング装置。
【請求項７２】
　前記スリーブは、前記後方位置において、前記スリーブが前記ユーザの皮膚を平らにし
ないように、前記穿刺開口から離れて十分に間隔を置かれている、請求項７０または７１
のランシング装置。
【請求項７３】
　前記スリーブは、前記鋭い先端部が通過して突出する第２の開口を画定する、請求項７
０～７２のいずれか１項のランシング装置。
【請求項７４】
　前記ユーザの皮膚を切開するために、前記穿刺開口を通って前記鋭い先端部を突出させ
たり引っ込めたりするように構成された駆動機構をさらに備え、前記ユーザ制御アクチュ
エータは、前記鋭い先端部が引っ込められるとき、前記スリーブが皮膚係合面に対して静
止しているままにするように構成された、請求項７０～７３のいずれか１項のランシング
装置。
【請求項７５】
　前記ユーザ制御アクチュエータが前記スリーブを動かすとき、前記針は、前記ハウジン
グに対して固定されている、請求項７０～７４のいずれか１項のランシング装置。
【請求項７６】
　前記穿刺開口を通って前記鋭い先端部を突出させたり引っ込めたりするように構成され
た駆動機構をさらに備え、前記スリーブが前記前方位置にあるとき、切開の際に前記ユー
ザ制御アクチュエータが、前記スリーブを前記ユーザの皮膚と係合するさせるように構成
され、前記鋭い先端部が引っ込められるとき、前記スリーブが前記穿刺開口の皮膚係合面
に対して静止しているままである、請求項７０～７５のいずれか１項のランシング装置。
【請求項７７】
　前記穿刺開口は、前記皮膚係合面に圧縮リングを画定し、前記ユーザ制御アクチュエー
タが前記スリーブを前記前方位置へ動かすとき、前記スリーブの前端部は、前記圧縮リン
グに対してほぼ平らである、請求項７０～７６のいずれか１項のランシング装置。
【請求項７８】
　前記穿刺開口は、直径約５～約１５ｍｍの間にある、請求項７０～７７のいずれか１項
のランシング装置。
【請求項７９】
　前記ユーザ制御アクチュエータは、
　前記穿刺開口に対して軸方向に移動するように前記ハウジング内に配置され、前記スリ
ーブを係合するレシーバと、
　前記レシーバに連結され、ユーザによって少なくとも第１の方向と第２の方向に選択的
に移動可能なスイッチと、
　をさらに備え、前記レシーバは、前記ユーザによって前記第１の方向に移動される前記
スイッチに応答して、前記スリーブを前記前方位置に移動させ、前記ユーザによって前記
第２の方向に移動される前記スイッチに応答して、前記スリーブを前記後方位置に移動さ
せる、請求項７０～７８のいずれか１項のランシング装置。
【請求項８０】
　前記スイッチは、前記ハウジング内の溝を通って延びているフィンガを有し、前記フィ
ンガは、前記フィンガへのユーザの変換動作に応答して、前記レシーバを軸方向に移動さ
せるように前記レシーバを係合する、請求項７９のランシング装置。
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【請求項８１】
　前記スイッチは、前記ハウジングに回転可能に取り付けられたカムを有し、前記カムお
よび前記レシーバのうちの一方は、ボスを有し、前記カムおよび前記レシーバのうちの他
方は、前記ボスが係合されるカムトレールをさらに有し、前記第１の方向および前記第２
の方向への前記ユーザによる前記カムの回転が、前記レシーバを軸方向移動に対応して駆
動する、請求項７９または８０のランシング装置。
【請求項８２】
　前記レシーバは、前端部と後端部とを有するレシーバ本体と、前記前端部と前記後端部
との間で広がる孔とを有し、前記ランセットの少なくとも一部が前記孔内に配置される、
請求項７９～８１のいずれか１項のランシング装置。
【請求項８３】
　前記レシーバは、前記スリーブを前記レシーバに固定するために、少なくとも前記スリ
ーブに配置された対応する第２の係合部と整合する第１の係合部をさらに有する、請求項
７９～８２のいずれか１項のランシング装置。
【請求項８４】
　前記第１および第２の係合部は、留め金を形成する、請求項８３のランシング装置。
【請求項８５】
　前記レシーバは、前記前端部と前記後端部とを有するレシーバ本体と、前記前端部と前
記後端部との間に広がる孔とを有し、前記スリーブの少なくとも一部は、前記孔内に配置
され、前記孔の直径は摩擦嵌合によって前記スリーブをその中で保持するようにサイズ設
定をされる、請求項７９～８２のいずれか１項のランシング装置。　
【請求項８６】
　前記ユーザ制御アクチュエータは、前記ハウジングの前記ユーザ係合端部と前記ランセ
ットの後端部との中間に配置される、請求項８０のランシング装置。
【請求項８７】
　ユーザの皮膚内を切開する鋭い先端部で終端する針と、前記針の少なくとも一部の回り
に配置され前記針に対して移動可能なスリーブとを有するランセットとともに使用される
ランシング装置であって、
　前記穿刺開口を通して画定するユーザ係合端部を有するハウジングと、
　前記ハウジングの外側でユーザによって利用できる制御部材と、前記制御部材に動作可
能に連結され、前記ハウジング内に配置されたスリーブ係合部とを有するアクチュエータ
であって、前記スリーブ係合部は、前記ランセットが前記ハウジング内に挿入されるとき
、前記制御部材に応答し、前方位置と後方位置のうちの１つで前記スリーブを係合し、前
記前方位置は、切開の際に前記スリーブが前記開口内に配置されるように、前記穿刺開口
に十分近接しており、前記後方位置は、切開の際に前記穿刺開口から離れて十分間隔を置
いて配置され、前記穿刺開口を通って皮膚を膨れ込むことができるように構成されたアク
チュエータと、
　前記ハウジング内で、前記スリーブ係合部が前記スリーブを係合する位置から独立した
位置で前記ランセットの針を係合するランセット係合機構と、
　を備えた、ランシング装置。
【請求項８８】
　前記制御部材は、他の部位の切開に対応する第１の位置と、指の切開に対応する第２の
位置との間でユーザによって移動可能であり、前記制御部材が前記第１の位置へ移動する
とき、前記アクチュエータが前記スリーブ係合部を後方位置の方へ移動させるように構成
された、請求項８７のランシング装置。
【請求項８９】
　前記アクチュエータは、前記ランセット係合機構から独立して前記スリーブ係合部を移
動するように構成された、請求項８７または８８のランシング装置。
【請求項９０】
　前記ランセット係合機構は、切開の際に前方および後方に移動し、前記ランセット係合
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機構が切開の際に前方および後方に移動するとき、前記アクチュエータは、前記ハウジン
グの前記ユーザ係合端部に対して静止しているままであるように構成される、請求項８７
～８９のいずれか１項のランシング装置。
【請求項９１】
　穿刺開口を通過させて画定する皮膚係合面を有するランシング装置を使用する方法であ
って、
　鋭い先端部で終端する針を有するランセットを前記ランシング装置の内側に配置するこ
と、
　前記穿刺開口の有効寸法を、ユーザの皮膚が前記穿刺開口内に膨れ込むことができるよ
うに構成された第１の直径と、前記第１の直径よりも小さい第２の直径のうちの１つに設
定すること、および
　前記穿刺開口の有効寸法が前記第１の直径および前記第２の直径のうちの１つに設定さ
れている間、前記ランセットで前記ユーザの皮膚を切開すること、
からなる方法。
【請求項９２】
　前記穿刺開口の有効寸法を設定することは、前記制御部材が前記穿刺開口に対して前方
位置および後方位置のうちの１つにあるように前記制御部材を前記穿刺開口に対して動か
すことを含み、
　前記制御部材は、切開の際に前記穿刺開口を通って前記ユーザの皮膚が膨れ込むことが
できるように、前記穿刺開口から離れて十分に間隔を置かれた、請求項９１の方法。
【請求項９３】
　前記制御部材は、前記後方位置において、切開の際に前記ユーザの皮膚を平らにしない
ように、前記穿刺開口から離れて十分に間隔を置かれた、請求項９２の方法。
【請求項９４】
　前記制御部材は、前記針に摺動係合して同軸に取り付けられたスリーブであり、前記穿
刺開口の有効寸法を設定することは、前記スリーブを移動する間、前記針を前記穿刺開口
に対して静止して保持することからなる、請求項９２または９３の方法。
【請求項９５】
　前記ユーザの皮膚を切開することは、前記制御部材を前記穿刺開口に対して静止して保
持する間、前記針の前記鋭い先端部を前記穿刺開口を通って延びたり引っ込めたりするこ
とをさらに含む、請求項９２～９４のいずれか１項の方法。
【請求項９６】
　前記ランシング装置のハウジングの外側でユーザが利用できる制御部材を設けることを
さらに含み、前記制御部材は、少なくとも、他の部位の切開と関連した少なくとも第１の
ユーザ選択可能位置を有し、前記制御部材が前記第１のユーザ選択可能位置にあるとき、
前記穿刺開口の有効寸法を設定することは、前記第１の有効寸法を前記第１の直径に設定
するユーザの動きに応答し、他の部位の切開の際、前記穿刺開口内に前記ユーザの皮膚が
膨れ込むことができるように構成された、請求項９１の方法。
【請求項９７】
　着脱可能なランセットとともに使用されるランシング装置は、
　前記ハウジング内に配置され、前記ランセットを収容するランセットキャリアと、
　前記ハウジングに取り付けられ、前記ランセットを前記ランセットキャリアから排出す
るように構成された排出スライドと、
　前記排出スライドが前記ランセットを排出するとき、前記排出スライドと協働して、前
記ランセットキャリアとの係合を妨害するように移動するロック部材と、
　を備え、前記ロック部材は、前記排出スライドから離れた１つ以上のベアリング面の上
で前記ハウジングと接触し、前記ロック部材は、前記ランセットキャリアによって働く力
のほぼ全部が前記１つ以上のベアリング面を介して前記ハウジングに伝達される、ランシ
ング装置。
【請求項９８】
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　前記ランセットキャリアとの係合を妨害するように前記ロック部材を動かす付勢要素を
さらに備えた、請求項９７のランシング装置。
【請求項９９】
　前記ロック部材が前記ランセットキャリアとの係合を妨害しているとき、前記ランセッ
トキャリアは、前記ロック部材を前記排出スライドから離す、請求項９７または９８のラ
ンシング装置。
【請求項１００】
　前記１つ以上のベアリング面は、前記ロック部材が前記ハウジングに回転可能に取付け
られるピボットを有し、
　前記ランセットキャリアは、前記ハウジングの縦軸に沿って移動し、前記縦軸に対して
０と４５度の間の角度を形成する少なくとも１つの前部対向平面をさらに有し、
　前記ロック部材は、前記ランセットキャリアの前方推進力に応答して前記排出スライド
から離して回転させるように前記ロック部材を動かすように前記前部対向平面を係合する
、請求項９７～９９のいずれか１項のランシング装置。
【請求項１０１】
　前記１つ以上のベアリング面は、前記ロック部材が前記ハウジングに回転可能に取り付
けられたピボットを有する、請求項９７～１００のいずれか１項のランシング装置。
【請求項１０２】
　前記排出スライドが前記ランセットを排出するとき、前記排出スライドは、前記ランセ
ットキャリアとの係合を妨害するまで前記ロック部材を回転させる、請求項１００または
１０１のランシング装置。
【請求項１０３】
　前記排出スライドが、前記ランセットを排出するとき、休止位置から前方へ移動し、前
記ランセットを排出後、前記休止位置まで後方に移動するように構成され、
　前記排出スライドが前記ランセットを排出するために後方へ移動するとき、前記排出ス
ライドは、前記ランセットキャリアとの係合を妨害するまで前記ロック部材を前記ピボッ
トの周りに回転させ、
　前記排出スライドが前記休止位置まで後方に移動するとき、前記ランセットキャリアと
の係合の妨害を外すまで前記ロック部材を前記ピボットの周りに回転させる、請求項１０
０または１０１のランシング装置。
【請求項１０４】
　前記排出スライドが前記休止位置にあるとき、前記ロック部材の一部を収容するための
凹部をその間で画定する前部対向面と後部対向面とを有する、請求項１０３のランシング
装置。
【請求項１０５】
　前記排出スライドが前記休止位置から前方へ移動するとき、前記前部対向面は前記ロッ
ク部材を係合し、前記ランセットキャリアとの係合を妨害するまで前記ロック部材を回転
させる請求項１０４のランシング装置。
【請求項１０６】
　前記前部対向面は、凸面である、請求項１０４または１０５のランシング装置。
【請求項１０７】
　前記ユーザ作動排出スライドがその休止位置まで後方に移動するとき、前記後部対向面
は、前記ロック部材を係合し、前記ランセットキャリアとの係合の妨害を外すまで前記ロ
ック部材を回転させるように構成された、請求項１０４～１０６のいずれか１項のランシ
ング装置。
【請求項１０８】
　前記ロック部材は、前記ベアリング面のうちの少なくとも１つの上で前記ハウジングに
摺動可能に取り付けられ、前記排出スライドが前記ランセットを排出するとき、前記排出
スライドは、前記ランセットキャリアとの係合を妨害するまで前記ロック部材を摺動させ
るように構成された、請求項９７～１０１のいずれか１項のランシング装置。
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【請求項１０９】
　前記排出スライドおよび前記ロック部材のうちの一方がカム面を有し、前記排出スライ
ドおよび前記ロック部材のうちの他方がカム・フォロワを有し、前記カム面および前記カ
ム・フォロワは協働して、前記排出スライドが前記ランセットを排出するとき、前記ロッ
ク部材を摺動させる、請求項１０８のランシング装置。
【請求項１１０】
　着脱可能なランセットとともに使用されるランシング装置であって、
ハウジングと、
　前記ハウジングの中に摺動可能に配置され、前記ランセットを収容するランセットキャ
リアと、
　前記ハウジングに取り付けられ、前記ランセットを前記ランセットキャリアから排出す
るように構成された排出スライドと、
　前記排出スライドが前記ランセットを排出するとき、前記排出スライドと協働して前記
ランセットキャリアとの係合を妨害するように移動するロック部材と、
　を備え、前記ロック部材および前記ランセットキャリアは、前記排出スライドが前記ラ
ンセットを排出するとき、前記ランセットキャリアの前方推進力が前記ロック部材の前記
ランセットキャリアとの係合を妨害したままにするように構成された、ランシング装置、
【請求項１１１】
　前記ランセットキャリアとの係合を妨害するまで前記ロック部材を動かすための付勢部
材をさらに備えた、請求項１１０のランシング装置。
【請求項１１２】
　前記ロック部材は、前記排出スライドから離れた１つ以上のベアリング面上で前記ハウ
ジングと接触し、前記ロック部材は、前記ランセットキャリアによってそれに働く力のほ
ぼ全てが、前記１つ以上のベアリング面を介して前記ハウジングに伝達されるように構成
された、請求項１１０または１１１のランシング装置。
【請求項１１３】
　前記ハウジング内に摺動可能に配置され、その上に取り付けられたランセットキャリア
と駆動部材とを有するキャリッジアセンブリをさらに備え、前記ロック部材は、前記排出
スライドから離れた１つ以上のベアリング面上のキャリッジと接触し、前記ロック部材は
、前記ランセットキャリアによってそれに働く力のほぼ全てが、前記１つ以上のベアリン
グ面を介して前記キャリッジに伝達されるように構成された、請求項１１０～１１２のい
ずれか１項のランシング装置。
【請求項１１４】
　前記ロック部材は、前記ランセットキャリアとの係合を妨害するように前記ロック部材
を移動する第１の方向に、および前記ランセットキャリアとの係合の妨害を外すように前
記ロック部材を移動する第２の方向に、軸の周りに回転させるように前記ハウジングに取
り付けられ、
　前記排出スライドが前記ランセットを排出するとき、前記排出スライドは、前記ロック
部材を前記第１の方向に回転させ、
　前記ロック部材および前記ランセットキャリアは、前記ランセットキャリアの前方推進
力が前記ロック部材を前記第１の方向に回転させるように構成された、請求項１１０～１
１３のいずれか１項のランシング装置。
【請求項１１５】
　鋭い先端部で終端する針と、前記針の少なくとも一部の周りに配置されたスリーブとを
備えた着脱可能なランセットとともに使用されるランシング装置であって、前記スリーブ
は、前記鋭い先端部が前記スリーブによって保護的に囲まれた前方位置と、前記鋭い先端
部が前記スリーブから突出する後方位置との間で摺動移動するように前記スリーブが前記
針の少なくとも一部の周りに配置され、
　ハウジングと、
　前記ハウジングの中に摺動可能に配置され、前記ランセットを収容するランセットキャ
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リアと、
　前記ハウジングに取り付けられ、前記ランセットを前記ランセットキャリアから排出す
るように構成されたユーザ作動排出スライドと、
少なくとも、第１の端部と前記ハウジングに取付けられたピボットとを有するロック部材
であって、前記ユーザ作動排出スライドが前記ランセットを排出するとき、前記ロック部
材が前記ピボットの周りで前記第１の端部を動かし、前記ランセットキャリアとの係合を
妨害するように、前記ユーザ作動排出スライドを係合するロック部材と、
前記スリーブを前記針に対して静止して保持し、前記第２の部材（ロック部材）を収容す
るための細長い軸スロットを有するレシーバと、
　を備え、前記ロック部材は、前記ランセットキャリアによってそれに働く力のほぼ全て
が前記ピボットを介して前記ハウジングに伝達されるように構成された、ランシング装置
。
【請求項１１６】
　前記ユーザ作動排出スライドが、前記ランセットを排出するとき、休止位置から前方に
移動し、前記ランセットを排出した後、前記休止位置まで後方に移動するように構成され
、
　前記ユーザ作動排出スライドおよび前記ロック部材は協働して、前記ユーザ作動排出ス
ライドが前記ランセットを排出するために前方に移動するとき、前記ランセットキャリア
との係合を妨害するまで前記第１の端部を前記ピボットの周りに動かし、前記ユーザ作動
排出スライドがその休止位置まで後方に移動するとき、前記ランセットキャリアとの係合
の妨害を外すように前記第１の端部を前記ピボットの周りに動かす、請求項１１５のラン
シング装置。
【請求項１１７】
　前記ロック部材は、前記ユーザ作動排出スライドと係合する第２の端部をさらに有し、
前記ユーザ作動排出スライドは、前記ユーザ作動排出スライドがその休止位置にあるとき
、前記ロック部材の前記第２の端部を受ける凹部をその間で画定する前部対向面と後部対
向面とを有する、請求項１１５または１１６のランシング装置
【請求項１１８】
　前記ユーザ作動排出スライドがその休止位置から前方に移動するとき、前記ランセット
キャリアとの係合を妨害するように前記第１の端部を回転させるために、前記前部対向面
が前記第２の端部を係合する、請求項１１７のランシング装置。
【請求項１１９】
　前記ユーザ作動排出スライドがその休止位置まで後方に移動するとき、前記ランセット
キャリアとの係合の妨害を外すように前記第２の端部を回転させるために、前記後部対向
面が前記第２の端部を係合する、請求項１１７または１１８のランシング装置。
【請求項１２０】
　ランセットとともに使用されるランシング装置であって、
　ハウジングと、
　前記ハウジング内に摺動可能に配置されたキャリッジと、
　前記キャリッジと係合し、前方の切開位置と後方の位置との間で前記キャリッジに対し
て移動可能なランセットキャリアと、
　前記キャリッジに取り付けられ、前記ランセットが前記後方の位置まで移動することに
応答して、コッキングされる位置まで移動するように構成され、前記コッキング（ｃｏｃ
ｋｉｎｇ）される位置にあるとき、前記ランセットキャリアを前方に動かす駆動部材と、
　前記キャリッジと前記ハウジングのうちの少なくとも１つに取り付けられ、前記ランセ
ットキャリアが前記後方の位置にあるとき、前記ランセットキャリアの前方移動を選択的
に抑制するように構成されたトリガーと、
　前記キャリッジに動作可能に連結された深さ調整機構であって、前記深さ調整機構のユ
ーザによる動きに応答して、前記キャリッジと前記ランセットキャリアとが一緒に前方方
向および後方方向に移動する深さ調整機構と、
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　を備えたランシング装置。
【請求項１２１】
　前記駆動部材は、少なくとも前記ハウジングに対して前方および後方に移動可能な部分
を有するばねを備え、前記ばねの前記部分は、前記ばねがコッキングされる位置にあると
き、前記ランセットキャリアを直接係合して前記ランセットを前方に動かす、請求項１２
０のランシング装置。
【請求項１２２】
　前記キャリッジに取り付けられ、前記ランセットキャリアが前記前方の切開位置にある
とき、前記ランセットキャリアを後方に動かすように構成された復帰ばねをさらに備え、
前記復帰ばね全体は、前記深さ調整機構の移動に応答して、前記キャリッジとともに前方
および後方に移動する、請求項１２０または１２１のランシング装置。
【請求項１２３】
　前記トリガーは、前記ハウジングに取り付けられた第１の部分と、前記キャリッジに取
り付けられた第２の部分とを有し、前記第２の部分は前記深さ調整機構の前記ユーザによ
る動きに応答して、　前記キャリッジとともに前方および後方に移動する、請求項１２０
～１２２のいずれか１項のランシング装置。
【請求項１２４】
　前記深さ調整機構は、ユーザによって複数の深さ設定の間を移動可能であり、前記後方
の位置から前記前方の切開位置への前記ランセットキャリアの移動の長さは、前記複数の
深さ設定の各々で一定である、請求項１２０～１２３のいずれか１項のランシング装置。
【請求項１２５】
　前記ハウジングは縦軸を有し、前記ハウジングの前記縦軸に平行な少なくとも１つの内
部ガイドトラックを備え、前記キャリッジは、前記内部ガイドトラックに相補的な突起を
備え、前記キャリッジの前記突起は、前記キャリッジが前記ハウジングの中で前方および
後方に摺動できるように前記ハウジングの前記内部ガイドトラックを係合する、請求項１
２０～１２４のいずれか１項のランシング装置。
【請求項１２６】
　前記キャリッジは、ボスを備え、前記駆動部材は、前記ボスに取り付けられたねじれば
ねを備え、前記ねじればねは、前記ランセットキャリアの後方移動が前記ねじればねに張
力をかけるように前記ランセットキャリアを係合する第１のタインを有する、請求項１２
０～１２５のいずれか１項のランシング装置。
【請求項１２７】
　前記キャリッジは、前記前方位置を決定するように前記ランセットキャリアを係合する
ストッパーを備えた、請求項１２０～１２６のいずれか１項のランシング装置。
【請求項１２８】
　前記キャリッジは、前記ランセットの前方部分を係合するレシーバを備え、前記レシー
バの軸方向位置は、前記キャリッジの前記軸方向位置に対して固定されている、請求項１
２０～１２７のいずれか１項のランシング装置。
【請求項１２９】
　ランセットとともに使用するランシング装置であって、
　ハウジングと、
　前記ハウジング内に配置されたキャリッジアセンブリと、
　を備え、前記キャリッジアセンブリは、
　前記ハウジングに対して前方および後方に移動可能なキャリッジと、
　前記ランセットを収容し、前記キャリッジに取り付けられ、前方の切開位置と後方のコ
ッキング（ｃｏｃｋｉｎｇ）される位置との間で、前記キャリッジに対して移動可能なラ
ンセットホルダと、
　前記キャリッジに取り付けられ、前記ランセットキャリアが前記後方のコッキングされ
る位置まで移動されるとき、前記ランセットキャリアを前記前方の切開位置まで動かす駆
動部材と、
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　前記ハウジングに取り付けられ、前記キャリッジおよび前記ランセットホルダを前後に
動かすために前記キャリッジと連結された調整機構と、を備え、
　前記ランシング装置は、少なくとも第１の部分と第２の部分とを有するトリガーアセン
ブリを備え、前記トリガーアセンブリは、少なくとも、前記トリガーアセンブリの前記第
１の部分がコッキングされる位置で前記ランセットホルダを係合する第１の位置と、前記
駆動部材が前記ランセットホルダを前方へ移動させることができるように前記トリガーア
センブリの前記第１の部分が前記ランセットホルダを開放する第２の位置との間で移動可
能であり、
　前記第２の部分に対する前記第１の部分の配置は、前記ハウジング内の前記キャリッジ
アセンブリの移動に応答して調整可能である、ランシング装置。
【請求項１３０】
　前記トリガーアセンブリは、前記キャリッジに旋回可能に取り付けられている、請求項
１２９のランシング装置。
【請求項１３１】
　前記第２の部分に対する前記第１の部分の移動を可能にするために、前記第１の部分が
前記トリガーアセンブリに調整可能に取り付けられ、前記第２の部分が前記ハウジングに
固定されている、請求項１２９または１３０のランシング装置。
【請求項１３２】
　前記ハウジングは、前記トリガーアセンブリの前記第２の部分がユーザとの係合のため
に通過して延びるトリガー開口を有し、前記キャリッジアセンブリが移動するとき、前記
第２の部分の前記ハウジングに対する前方移動および後方移動を妨げるために、前記第２
の部分が前記トリガー開口内に捕捉される、請求項１２９～１３１のいずれか１項のラン
シング装置。
【請求項１３３】
　前記第１の部分および前記第２の部分の少なくとも一方は凹部を画定し、前記第１の部
分および前記第２の部分の他方は、前記トリガーアセンブリの長さを調整するために摺動
係合して前記凹部内に延びる凹部を画定する、請求項１２９～１３２のいずれか１項のラ
ンシング装置。
【請求項１３４】
　前記ハウジングは、前記トリガーアセンブリの前記第２の部分がユーザによる係合のた
めに通過して延びるトリガー開口を有し、前記第２の部分は目標しるしを有し、前記目標
しるしの少なくとも一部は、前記トリガーアセンブリが前記第１の部分にあるとき前記ハ
ウジングの外側にあり、　前記トリガーアセンブリが前記第２の部分にあるとき前記ハウ
ジングの内側にある、請求項１２９～１３３のいずれか１項のランシング装置。
【請求項１３５】
　前記キャリアアセンブリ上に配置されたストッパーと、
　前記ハウジングに取り付けられ、前記ランセットキャリアを前記駆動部材と反対に後方
に移動するように構成されたコッキングハンドルと、を備え、前記コッキングハンドルは
、前記コッキングハンドルによる前記ランセットキャリアの後方移動を制限するために、
前記ストッパーに当接する係合面を有する、請求項１２９～１３４のいずれか１項のラン
シング装置。
【請求項１３６】
　開口端部を有するハウジングと、
　前記ハウジング内に摺動可能に配置され、ストッパーを有するキャリッジと、
　前記キャリッジに摺動可能に取り付けられ、ランセットが前記ハウジングの前記開口端
部を通って挿入されるとき、前記ランセットを収容するランセットキャリアと、
前記キャリッジに取り付けられ、前記ランセットキャリアを前方に動かすように構成され
たばねと、
　前記ハウジングに摺動可能に取り付けられ、前記ランセットキャリアを前記ばねと反対
に後方に移動するように構成されたコッキング部材であって、前記コッキング（ｃｏｃｋ
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ｉｎｇ）部材による前記ランセットキャリアの後方移動を制限するために、前記ストッパ
ーと接触する係合面を有するコッキング部材と、
　前記ハウジングに取り付けられた深さ調整機構であって、前記深さ調整機構のユーザの
動きに応答して、前記キャリッジと前記ランセットと前記ランセットキャリアとを前方お
よび後方に一緒に移動させるために前記キャリッジに連結された深さ調整機構と、
　を備えたランシング装置。
【請求項１３７】
　前記ハウジングと前記キャリッジの少なくとも一方に取り付けられ、前記ランセットキ
ャリアを後方の位置で選択的に保持するように構成され、前記深さ調整機構による前記キ
ャリッジの前記ハウジング内での動きに応答して調整可能な長さを有するトリガーをさら
に備えた、請求項１３６のランシング装置。
【請求項１３８】
　少なくとも第１の部分と第２の部分とを有するトリガーをさらに備え、前記トリガーは
少なくとも、前記ランセットキャリアが前記コッキング部材によって後方へ移動されてい
るとき、前記トリガーの前記第１の部分が前記ランセットキャリアの前方移動を抑制する
第１の位置と、前記ばねが前記ランセットキャリアを前方へ移動させることができるよう
に、前記トリガーの前記第１の部分が前記ランセットホルダを開放する第２の位置との間
で移動可能であり、
　前記第１の部分と前記第２の部分との間の距離は、前記ハウジング内の前記キャリッジ
の移動に応答して調整可能である、請求項１３６または１３７のランシング装置。
【請求項１３９】
　前記ハウジングは、前記第２の部分が通って延びるトリガー開口をさらに有し、前記第
２の部分は目標しるしを有し、前記目標しるしの少なくとも一部は、前記トリガーが第１
の位置にあるとき、前記ハウジングの外側にあるように配置され、前記第２の前記トリガ
ーが前記第２の位置にあるとき、前記ハウジングの内側にあるように配置された、請求項
１３８のランシング装置。
【請求項１４０】
　前記第１の部分は前記キャリッジに固定され、前記第２の部分は前記ハウジングに固定
された、請求項１３８または１３９のランシング装置。
【請求項１４１】
　前記トリガーは、前記深さ調整機構が前記キャリッジを移動するとき、前記第１の部分
および前記第２の部分が互いに対して移動できるように構成された、請求項１４０のラン
シング装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願の引用）
　本出願は、全ての内容が本明細書中に参考として援用される米国特許仮出願番号６０／
８１３，９０４（２００６年６月１５日出願）、および全ての内容が本明細書中に参考と
して援用される米国特許仮出願番号６０／８７７，２１５（２００６年１２月２６日出願
）の優先日の利益を主張する。本願はまた、２００７年５月３０日に米国特許庁に共に出
願され、その開示が本明細書中に参考として援用される米国出願番号１１／７５５，６７
３“LANCETS AND METHODS OF USE”（Ａｔｔｙ．　Ｄｏｃｋｅｔ　Ｎｏ．ＡＢＢ－１１３
－Ａ）、米国特許出願番号１１／７５５，４２０“LANCING DEVICES AND METHODS”（Ａ
ｔｔｙ．Ｄｏｃｋｅｔ　Ｎｏ．ＡＢＢ－１１４－Ａ）、米国特許出願番号１１／７５５，
６７５“ADJUSTABLE LANCING DEVICES AND METHODS”（Ａｔｔｙ．Ｄｏｃｋｅｔ　Ｎｏ．
ＡＢＢ－１１５－Ａ）、米国特許出願番号１１／７５５，３２２“LANCINGDEVICES HAVIN
G LANCET EJECTION ASSEMBLY”（Ａｔｔｙ．Ｄｏｃｋｅｔ　Ｎｏ．ＡＢＢ－１１６－Ａ）
、および米国特許出願番号１１／７５５，６４８“LANCING DEVICE HAVING DEPTH ADJUST
MENT ASSEMBLY”（Ａｔｔｙ．Ｄｏｃｋｅｔ　Ｎｏ．ＡＢＢ－１１７－Ａ）の利益を主張
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する。
【背景技術】
【０００２】
　ランシング装置は、一般に、検査および診断の目的のためにユーザに採血させることが
できる手持ち式の装置（ｈａｎｄｈｅｌｄ　ｕｎｉｔ）である。これらの装置は、穿刺開
口を有するハウジングと、１つ以上の針を含むランセットと、発射機構とを備える。発射
機構は、一般に、例えば、ランセットを挿入するか、あるいはコッキングハンドルを引く
かのいずれかによってコッキング（ｃｏｃｋｉｎｇ）されるばねまたは他の付勢手段を有
する。一旦、ランシング装置がコッキングされると、ランシング装置は、ユーザの皮膚、
あるいは指先に対向して配置される。
　次に、ユーザは、トリガーを押して発射（ｆｉｒｉｎｇ）機構を作動させることができ
る。発射機構は、穿刺開口を通って針の鋭い先端を瞬間的に駆動させ、ユーザの皮膚を穿
刺して採血する。
　ランシング動作が終了すると、ユーザは第２のアクチュエータを押して、ランセットを
除去および廃棄するため排出することができる。
【０００３】
　ランセットの設計において考慮すべきことは、ランシング処理の際のユーザが経験する
不快感を最小にすることである。この目的のため、幾つかのランシング装置は、針の鋭い
先端が穿刺開口を通って突出する距離を調整する機構を有し、これにより、針がユーザの
皮膚を侵入する深さを調整することができる。場合によっては、これら深さ調整機構は、
発射の際にランセットの前方移動を制限する調節可能なストップを有する。他の場合には
、深さ調整機構は、ランシング装置の先端を調整して、針の鋭い先端がランシング装置か
ら突出する距離を減少させたりあるいは増加させたりする。
　深さ調整のための１つの方法は、米国特許第５，９８４，９４０号に例示される。ラン
セットホルダは、ランシング装置のハウジング内を軸方向に移動し、針を穿刺開口の近く
かあるいはかなり離して移動させ、これにより、浸入深さを調整する。
【０００４】
　ランシング装置の設計の他の考慮すべきことは、ランセットをランシング装置に挿入し
て取り外すときの偶発的な針の刺し傷（痛み）を回避することである。この目的のため、
ランセットは、ランシング装置内への挿入前に針の鋭い先端をカバーする脆弱なタブ（ｔ
ａｂ）のような安全な構造を有する。一旦、ランセットが挿入されると、ユーザは脆弱な
タブを折って取り除くことができる。
　また、幾つかのランセットは、ランセットの本体部に同軸上に取り付けられたスリーブ
を有する。スリーブは、針の鋭い先端を保護的に囲むように配置されることができる。ラ
ンシング動作の際、ランセットの本体部は、スリーブを通って摺動し、ランセットの鋭い
先端を露出させる。
　しかしながら、ランセットの除去後は、スリーブをその保護位置に固定し、使用中のラ
ンセットを扱っている人が自分自身を刺す可能性を減らすことができる。
【０００５】
　ランシング装置は、ユーザの指先または他の身体の一部から採血することができる。指
先は、多数の血管を含むので、良好な検査部位である。従って、指先から適量の血液を抜
くことは容易である。しかしながら、指先はまた感度が高く、血液試料をしばしば採血し
なければならないユーザは、指先の繰り返しサンプリングによって不快感を経験する。
　従って、一部のユーザはまた、身体の一部にランシング動作を行うこともあり、これは
、他の部位の検査または他の部位の切開として公知であり、また、ＡＳＴとしても公知で
ある。
【０００６】
　他の部位から効果的に採血するためには、針を皮膚により深く侵入させることが有効で
ある。比較的広い穿刺開口を有することも有効である。より広い穿刺開口は、皮膚を穿刺
開口の開口部に膨れ込ませるためである。また、皮膚のより広い領域を切開周辺で圧縮す
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るための圧搾リング（expression ring）として作用する。皮膚が開口を通ってハウジン
グ内に突出すると、皮膚はランセットによってより深く侵入される。
【０００７】
　ＡＳＴランシングに適切な広さの穿刺開口は、指検査では十分広くすることができる。
従って、幾つかのランシング装置は、異なるサイズの穿刺開口を有する着脱可能なエンド
キャップ（endcap）を設ける。ランシング装置がＡＳＴランシング用に用いられると、ユ
ーザは１つのエンドキャップ（より広い穿刺開口を有する）を取り付け、ランシング装置
が指先ランシングに用いられると、異なるエンドキャップ（より狭い穿刺開口を有する）
を取り付ける。
【０００８】
　米国特許出願第２００４／０２３６２５１号明細書にて図示されたように、穿刺開口の
サイズが調整可能な他の方法が提案されている。より小さいサイズは、指先でも他の部位
でも切開の際に用いられる。一旦切開が行われると、穿刺開口は、他の部位から所望の量
の血液を絞り出すために用いることができるより大きな開口部を設けるために拡大される
。穿刺開口のサイズは、開口部を効率よく閉塞する参照部材を穿刺開口に動かすことによ
って、また、ユーザの皮膚（指先または他の部位）がランシングのために圧迫される平面
を設けることによって調整することができる。切開が行われた後に、参照部材は回収され
、閉塞されていない比較的広い絞り出し開口を設ける。
【０００９】
　参照部材がランセット自体に取り付けられることも提案されている。切開の際、ランセ
ットおよび参照部材は穿刺開口の方に一緒に移動して、事実上穿刺開口を狭くする。切開
の後、参照部材およびランセットは、穿刺開口を閉塞させないように回収される。ランシ
ング装置へのランセットの挿入の前に、針の浸入深さを調整するために、参照部材をラン
セットに対して調整することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】米国特許出願第２００４／０２３６２５１号明細書
【特許文献２】米国特許第６，１９７，０４０号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　ランシングシステムの設計における他の考慮すべきことは、ランセットがランシング装
置に挿入されることができる容易性である。ランセットがランシング装置に挿入されると
きの挿入力が装置をコッキングするために用いられることは公知である。しかしながら、
装置がすでに発射準備されているときに、ランセットが挿入されると、挿入処理の際、装
置が排出し、ユーザが偶発的に刺傷されるという多少の危険性がある。
　また、ランセットの挿入を可能にするために、ハウジング上に着脱可能なキャップを設
けることも公知である。しかしながら、これは、その過程で（すなわち、キャップを取り
外すこと）追加のステップを必要とする。キャップを取り外さないで負荷をかけることが
でき、かつ、コッキングされるときに負荷がかからないランシング装置を提供することが
望ましい。
【００１２】
　ランセットの設計における他の考慮すべきことは、ランシング装置からのランセットの
排出の際、ユーザによるランセットの操作を最小にすることである。
　この目的のため、ランシング装置からそれを押し出すためにランセットを係合する摺動
部材を有する排出機構を提供することは公知である。このような場合、ランセットキャリ
アの前方運動を抑制することは、有効である。例えば、米国特許第６，１９７，０４０号
明細書に示されるように、これを達成するための既知の機構は、ランセットキャリアを係
合するために解放可能なコネクタを作動させ、その前方運動を妨げるために摺動部材を使
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用する。解放可能なコネクタは、排出スライドの方に、かつ、ランセットキャリアから離
れて付勢され、ランセットキャリアが前方に動かされると、力ベクトルがコネクタを介し
て排出スライドに伝達されるように構成される。これは、摺動および排出がある程度の力
によって互いに対してこすれ合い、ユーザに認識できる摩擦が生じることを意味する。摩
耗を減らすために、移動部分にかかる摩擦および力を最小にする排出機構を設けるのが望
ましい。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　ランセットおよびその使用方法を提供する。本発明の幾つかの形態によれば、ランセッ
トは、鋭い先端部で終端する針を有する細長い本体と、前端部および後端部を有するスリ
ーブとを備える。上記スリーブは、上記細長い本体の周りに配置され、上記鋭い先端部が
上記スリーブによって保護的に囲まれる前方位置と、上記鋭い先端部が上記スリーブの前
端部から突出する後方位置との間で、上記細長い本体に対して移動可能である。前方位置
と後方位置との間の場所には、第１のロック部材が延びている。上記第１のロック部材は
、上記第１のロック部材が上記スリーブを係合して前記スリーブの後方移動を妨げる拡張
構成を有する。上記第１のロック部材はまた、上記ロック部材が上記スリーブを係合しな
いで上記スリーブの後方移動を妨げる収納構成を有する。上記スリーブが上記第１のロッ
ク部材を移動するとき、上記スリーブの内部の少なくとも一部はその収納構成にある上記
ロック部材を含めるように構成される。
【００１４】
　本発明の他の形態によれば、鋭い先端部で終端する針を有する細長い本体と、前端部と
後端部とを有するスリーブとを備えたランセットが提供される。上記スリーブは、上記細
長い本体の少なくとも一部に配置され、上記鋭い先端部が上記スリーブ内に配置されるよ
うに、上記細長い本体に対して初期位置に配置される。上記スリーブの外側の場所で上記
細長い本体から第１のロック部材が延び、上記第１のロック部材は、前記スリーブを係合
して前記スリーブの後方移動を妨げるように拡張構成と、前記第１のロック部材が前記ス
リーブを係合しないで前記スリーブの後方移動を妨げる格納構成とを有する。第２のロッ
ク部材も設けられる。上記第２のロック部材は、上記第１のロック部材から軸方向に間隔
を置いて配置され、前記スリーブの中の場所で上記細長い本体から延びている。
【００１５】
　本発明の他の形態によれば、鋭い先端部を終端とする針を有する細長い本体と、上記細
長い本体の少なくとも一部の周りに配置され、上記細長い本体に対して移動可能であるス
リーブと、拡張構成および収納構成を有するロック部材とを備えたランセットを使用する
方法を提供する。上記方法は、上記鋭い先端部が前記スリーブの少なくとも一部によって
保護的に囲まれる前方位置に上記スリーブを配置すること、上記スリーブの後方移動を妨
げるように上記ロック部材を上記拡張構成に配置すること、上記ランセットを、ランシン
グ装置に装填すること、上記スリーブが上記ロック部材にわたって後方に移動することが
できるように、上記ランシング装置を発射する前に、上記ロック部材を上記格納構成に移
動させること、および上記スリーブが上記ロック部材にわたって移動する間、上記ロック
部材を上記格納構成に含むことからなる。
　以下、添付図面を参照して詳細に説明する。添付図面では、幾つかの図面を通して同様
の参照番号は同様の部品を示す。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態によるランシング装置の斜視図であり、ランシング装置に挿
入される取外し可能なランセットを含む。
【図２】図１のランシング装置の左側面図である。
【図３】図１のランシング装置の平面図である。
【図４】図１のランシング装置の底面図である。
【図５】図１のランシング装置とともに使用するランセットの斜視図であり、ランセット
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の針を保護的に囲むための拡張位置で取外し可能なタブおよびスリーブを有する。
【図６】針の鋭い先端を露出させるために後方位置へ移動するスリーブを示す、図５のラ
ンセットの斜視図である。
【図７】図７Ａ～７Ｄは、図１～６のランシング装置およびランセットの一般的な動作を
示す一連の図である。
【図８】図５のランセットのランセット本体の平面図である。
【図９】図８のランセット本体の左側面図である。
【図１０】図５のランセットのスリーブの斜視図である。
【図１１】図１０のスリーブの左側面図である。
【図１２】図１０のスリーブの平面図のである。
【図１３】図５のランセットの詳細を示す個別の斜視図であり、ランセット本体に対する
スリーブの後方移動を防止するランセット本体上にスリーブの後端部およびウイングを有
する。
【図１４】図１０のランセットスリーブの正面図である。
【図１５】図１０のランセットスリーブの背面図である。
【図１６】図１０のランセットスリーブの図１４の線１６－１６に沿った横断面図である
。
【図１７】図１のランシング装置の分解斜視図である。
【図１８】ランシング装置に挿入された、図５のランセットを有するランシング装置の、
図３の線１８―１８に沿った横断面図である。
【図１９】図１のランシング装置の内部構成部品の部分斜視図であり、ランシング装置に
挿入された、図５の駆動ばねおよびランセットの一部を示す。
【図２０】図１のランシング装置のハウジングの左半分の斜視図である。
【図２１】図１のランシング装置のハウジングの右半分の斜視図である。
【図２２】図１７のランセットキャリアの左正面斜視図である。
【図２３】図１７のランセットキャリアの右正面斜視図である。
【図２４】図１７のコッキングハンドルの斜視図である。
【図２５】図１７の深さ調整リングおよび深さアクチュエータの正面斜視図である。
【図２６】図１７の深さ調整リングの背面斜視図である。
【図２７】図１７のトリガーの斜視図である。
【図２８】図２７のトリガーの平面図である。
【図２９】図２９Ａは、図２６のトリガーと図２２（かくれ線で示される）のランセット
キャリアとの関係を示す右側面図であり、ランシング装置がコッキングされるときに、ラ
ンシング装置のハウジングに対するトリガーの位置を示す。図２９Ｂは、図２６のトリガ
ーと図２２（かくれ線で示される）のランセットキャリアとの関係を示す右側面図であり
、ランシング装置がコッキングされていないときに、ランシング装置のハウジングに対す
るトリガーの位置を示す。
【図３０】図３０Ａ～図３０Ｄは、図１のランシング装置の一連の切欠右側斜視図であり
、そのコッキング動作および発射動作を例示する。
【図３１】図１のランシング装置のキャップの個別の斜視図であり、ランシング装置が指
モードであるときのランセットスリーブの位置を示す。
【図３２】図１のランシング装置のキャップの個別の斜視図であり、ランシング装置がＡ
ＳＴモードであるときのランセットスリーブの位置を示す。
【図３３】ランシング動作に備えてユーザの皮膚に配置されるキャップを有するＡＳＴモ
ードのランシング装置の左側面図（内部機構を明らかにするためにハウジングを切り欠い
ている）である。
【図３４】ランシング動作に備えてユーザの指の上に配置されるキャップを有する指モー
ドのランシング装置の左側面図（内部機構を明らかにするためにハウジングを切り欠いて
いる）である。
【図３５】図１７のＡＳＴモード・アクチュエータ・リングの正面斜視図である。
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【図３６】図３５のＡＳＴモード・アクチュエータ・リングおよび図１７（かくれ線で示
される）のレシーバとの関係を示す正面図である。
【図３７】図３５のＡＳＴモード・アクチュエータの背面斜視図である。
【図３８】図１７のレシーバおよびＡＳＴモード・アクチュエータ・リングとの関係を示
す正面斜視図である。
【図３９】図３８のレシーバの図３３の線３９―３９に沿った正面斜視断面図である。
【図４０】図３８のレシーバをそこに挿入されるランセットとともに示す背面斜視図であ
る。
【図４１】図４０のレシーバおよびランセットの背面図である。
【図４２】図４０のレシーバおよびランセット（かくれ線で示される）の正面図である。
【図４３】図３８のレシーバの左側面図である。
【図４４】図３８のレシーバの平面図である。
【図４５】図１７の排出スライド、排出アクチュエータおよびロック部材の分解斜視図で
ある。
【図４６】図４６Ａ～４６Ｄは、図１のランシング装置の一連の切欠右側斜視図であり、
排出スライドおよび排出アクチュエータの動作を例示する。
【図４７】図４７Ａは、更なる実施形態によるランシング装置の部分斜視図である。図４
７Ｂは、図４７Ａに示されるランシング装置のキャップの側面図である。
【図４８】更なる実施形態によるランシング装置の平面図である。
【図４９】更なる実施形態によるランシング装置の図４８の線４９―４９に沿った部分断
面図である。
【図５０】図５０Ａは、図１のランシング装置の個別の斜視図であり、鋭い針の浸入度を
調整するために穿刺開口を越えて突出しているランセットスリーブの位置を示す。図５０
Ｂは、図５０Ａに示すランシング装置の左側面図（内部機構を明らかにするためにハウジ
ングを切り欠いている）である。
【図５１】本発明の第２実施形態によるランシング装置の分解斜視図である。
【図５２】図５２Ａは、図５１のランシング装置の斜視図（内部機構を明らかにするため
にハウジングをかくれ線で示す）であり、開位置におけるストップを示す。図５２Ｂは、
図５２Ａのランシング装置の斜視図（内部機構を明らかにするためにハウジングを像線で
示す）であり、閉位置におけるストップを示す。
【図５３】図５３Ａは、図５２Ａに示すランシング装置を開位置におけるストップととも
に示す平面図（内部機構を明らかにするためにハウジングをかくれ線で示す）である。図
５３Ｂは、図５２Ｂで示すランシング装置を閉位置におけるストップとともに示す平面図
（内部機構を明らかにするためにハウジングをかくれ線で示す）である。
【図５４】図５２Ａおよび５２Ｂのストップの斜視図である。
【図５５】図５４のストップの平面図である。
【図５６】図５４のストップの底面図である。
【図５７】図５４のストップの正面図である。
【図５８】図５４のストップの左側面図である。
【図５９】図５４のストップの背面図である。図５９Ａは、図５１のランシング装置の他
の実施形態の部分斜視図であり、開位置におけるストップを係合している排出スライドを
示す。図５９Ｂは、図５９Ａの係合スライド、スライド、およびストップを示す底面図で
ある。図５９Ｃは、本発明の他の実施形態における係合スライドおよびストップの平面図
であり、開位置におけるストップを示す。図５９Ｄは、図５９Ｃの係合スライドおよびス
トップの平面図であり、閉位置におけるストップを示す。
【図６０】図６０Ａは、図５１のランシング装置の斜視図（内部機構を明らかにするため
にハウジングをかくれ線で示す）であり、非係合位置におけるトリガーおよびロック部材
を示す。図６０Ｂは、図６０Ａのランシング装置の斜視図（内部機構を明らかにするため
にハウジングをかくれ線で示す）であり、係合位置におけるロック部材を示す。
【図６１】図６１Ａは、図６０Ａに示すランシング装置の平面図（内部機構を明らかにす
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るためにハウジングをかくれ線で示す）であり、非係合位置におけるロック部材とともに
示す。図６１Ｂは、図６０Ｂに示すランシング装置の平面図（内部機構を明らかにするた
めにハウジングをかくれ線で示す）であり、係合位置におけるロック部材とともに示す。
図６１Ｃは、図６０Ｂに示すランシング装置の平面図（内部機構を明らかにするためにハ
ウジングをかくれ線で示す）であり、ランシング装置に挿入されるランセットとともに示
す。
【図６２】図６０Ａおよび６０Ｂのロック部材の正面斜視図である。
【図６３】図６２のロック部材の背面斜視図である。
【図６４】図６２のロック部材の正面図である。
【図６５】図６２のロック部材の背面図である。
【図６６】図６２のロック部材の右側面図である。
【図６７】図６２のロック部材の左側面図である。
【図６８】図６２のロック部材の平面図である。
【図６９】図６２のロック部材の底面図である。
【図７０】図６０Ａのトリガーおよびロック部材の個別の斜視図である：
【図７１】図７０のトリガーおよびロック部材の線７１―７１に沿った断面図である。
【図７２】図５１のランシング装置のキャリッジアセンブリの斜視図である。
【図７３】図７２のキャリッジアセンブリの部分分解図である。
【図７４】図７２のキャリッジアセンブリのキャリッジの正面斜視図である。
【図７５】図７２のキャリッジアセンブリのキャリッジの背面斜視図である。
【図７６】図５１に示すハウジングの右半分の側面図である。
【図７７】図７２のキャリッジアセンブリのキャリッジカバーの正面斜視図である。
【図７８】図７８Ａは、図５１に示すランシング装置の深さ調整装置の拡大斜視図であり
、図７２のキャリッジアセンブリとの交互作用を例示する。図７８Ｂは、図７８Ａの深さ
調整装置の背面斜視図である。
【図７９】図７９Ａは、図７２のキャリッジアセンブリの他の実施形態の部分斜視図であ
り、コッキングアセンブリのキャリッジアセンブリとの係合を示す。図７９Ｂは、図７９
Ａに示すキャリッジアセンブリの断面図である。
【図８０】図５１のランシング装置のトリガーアセンブリの正面斜視図である。
【図８１】図８０のトリガーアセンブリの分解背面斜視図である。
【図８２】本発明の他の実施形態によるランセットであり、その完全に拡張されロックさ
れた位置にあるランセットスリーブを（断面図で）示す。
【図８３】収納位置にあるランセットスリーブの側面図である。
【図８４】図８２のランセットの拡大側面図である。
【図８５】本発明の他の実施形態によるランセットの斜視図である。
【図８６】図８５のランセットの背面斜視図であり、その内部構造を明らかにするために
スリーブの一部を切り欠いて示す。
【図８７】図８５のランセットの正面斜視図であり、その内部構造を明らかにするために
スリーブの一部を切り欠いて示す。
【図８８】図５１のランシング装置の他の実施形態による排出ロック部材である。
【図８９】図８８の排出ロック部材を個別の斜視図であり、ランセットキャリアおよび排
出アクチュエータに関連して示す。
【図９０】図５１のキャリッジアセンブリの部分平面図であり、図８８の排出ロック部材
が装着されている。
【図９１】図９０のキャリッジアセンブリおよび排出ロック部材の個別の斜視図であり、
図８９の排出アクチュエータによってその開位置に入れられた排出ロック部材を示す。
【図９２】図９０のキャリッジアセンブリおよび排出ロック部材の個別の斜視図であり、
図８９の排出アクチュエータが前方に摺動された後のその閉位置における排出ロック部材
を示す。
【図９３】図９３Ａ～９３Ｃは、卵形、円形、および多角形のうちの１つである断面積を



(26) JP 2009-539570 A 2009.11.19

10

20

30

40

50

有するスリーブの正面斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
（概要）
　図１～４を参照して、ランシング装置１０２および着脱可能なランセット１０４を有す
る本発明の一実施形態によるランシングシステム１００について説明する。
　後述するように、ランシングシステム１００は、ユーザによって操作され、診断目的等
のために、身体部分から血液または他の体液の試料を採取する。ランシング装置１０２は
、穿刺開口１１０を持つ皮膚係合キャップ１０８を有するハウジング１０６と、内部発射
機構（図３０Ａ～３０Ｄを参照して後述する）をコッキング（cocking:発射準備）するた
めに用いられるコッキングハンドル１１２と、内部発射機構を発射させるためのトリガー
１１４と、使用後、ランセット１０４をランシング装置１０２から排出するための排出ス
ライド１１５とを備える。
【００１８】
　ランシング装置１０２は、指先以外の部位の検査（「ＡＳＴ（ａｌｔｅｒｎａｔｉｖｅ
　ｓｉｔｅ　ｔｅｓｔｉｎｇ）」）モードのアクチュエータ・リング１１６と、ランシン
グ装置１０２を指モード（ランシング装置１０２がユーザの指先から採血するのに非常に
適している）からＡＳＴモード（ランシング装置１０２が指先以外のユーザの身体の一部
から採血するのに非常に適している）に切り替えるために、ユーザが回転させることがで
きるユーザ作動アセンブリまたはユーザ制御アクチュエータとを備える。
【００１９】
　ランシング装置１０２は、ユーザが、キャップ１０８の皮膚係合面に対するランセット
１０４の前方軸方向移動を制限するように回転させることができる深さ調整器１１７を備
え、これにより、ランセット１０４がユーザの皮膚を侵入する深さを制限する。
【００２０】
　本明細書において、特に示されていない限り、用語「前方に」および「前」は、ランシ
ング装置１０２の皮膚係合長手方向端部の前方を意味し、「後」および「後方」は、皮膚
係合長手方向端部に対向するランシング装置１０２の長手方向端部を意味し、用語「左」
は、ランシング装置１０２の左側Ｌを意味し、用語「右」はランシング総理１０２の右側
Ｒを意味する（図３に示すように）。
【００２１】
　図５および図６に示すように、ランセット１０４は、全長（鋭い先端部１２０を除外す
る）が細長いランセット本体１２２に収容される針１１８を備える。着脱可能なタブ１２
４は、フランジ１２６と、針１１８の鋭い先端部１２０を収容する細長いステム１２８と
を備える。ステム１２８は、ランセット本体１２２の前端部に脆弱に取り付けられる。ス
リーブ１３０は、それが針１１８の鋭い先端部１２０を保護的に囲む前方位置（図５に示
す）と、鋭い先端部１２０の一部がスリーブ１３０の前端部を越えて突出する後方位置（
図６に示す）との間をランセット本体１２２の一部にわたって軸方向に摺動する。
【００２２】
　ランシングシステム１００の一般的動作を図７Ａ～７Ｄに例示する。
　まず、図７Ａでは、ユーザは、穿刺開口１１０を通してランセット１０４をランシング
装置１０２に挿入する。着脱可能なタブ１２４（図７Ａにユーザの親指を通して見えるか
くれ線で示す）は、便利な指グリップを提供するとともに、鋭い先端部１２０が露出する
ことからユーザを保護し、鋭い先端部１２０の無菌状態を維持する。
【００２３】
　ランセット１０４の堅固な挿入により、ランシング装置１０２（例えば、ＡＳＴモード
における）をコッキングすることができる。最初の使用後、ランシング装置１０２はまた
、コッキングハンドル１１２（図１を参照）を引っ張ることによってコッキングされるこ
とができる。
　ランシング装置１０２をコッキングする機構を、以下に説明する。
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【００２４】
　一旦、ランセット１０４が完全に挿入されると、着脱可能なタブ１２４が穿刺開口１１
０から延びる。図７Ｂを参照すると、次に、ユーザは、着脱可能なタブ１２４をねじって
、脆弱な接続部に沿ってそれをランセット本体１２２から切り離し、鋭い先端部１２０か
ら着脱可能なタブ１２４を引っ張る。この時、鋭い先端部１２０は、キャップ１０８内に
入れられる。一旦、着脱可能なタブ１２４が取り除かれると、ランセット１０４のほぼ全
てが、ハウジング１０６のキャップ１０８に入れられる。その結果、ランセット１０４の
部分で、ユーザの皮膚をキャップ１０８の皮膚係合面から移動するほど大きく穿刺開口１
１０を越えて突出する部分はない。
【００２５】
　ランセット１０４をランシング装置１０２に挿入し、ランシング装置１０２をコッキン
グするとともに、ユーザは、皮膚係合キャップ１０８のスリーブ１３０の前面を自分の指
または他の身体部分に配置して、トリガー１１４を押す。トリガー１１４の押下は、ハウ
ジング１０６（後述する）内の発射機構を作動させて、針１１８を穿刺開口１１０を通し
て前方に瞬間的に押し出す。
【００２６】
　図７Ｃを参照すると、ランシング装置１０２が発射された後、ユーザは、キャップ１０
８の穿刺開口１１０を通して、ランセット１０４を部分的に排出するために、ハウジング
１０６の下側の排出スライド１１５を矢印方向Ａに摺動させる。排出機構は、図４５およ
び図４６を参照して後述する。
　ユーザが排出スライド１１５を矢印方向Ａに摺動させるにつれて、排出スライドは、ハ
ウジングの内側の排出アクチュエータ１２１を係合し（図７Ｃにかくれ線で示す。図４５
および図４６も参照のこと）、ランセットスリーブ１３０をランセット本体１２２に対し
てその前方位置に押し込む。その結果、ランセットスリーブ１３０は、保護閉鎖部内で鋭
い先端部１２０を囲み（図５に示す）、ユーザの指先による係合を外すために、ランセッ
トスリーブ１３０の最前部が穿刺開口１１０から突出する。ランセット１０４はまた、排
出スライド１１５の動作後、ユーザにランセット１０４を触らせることなく、重力によっ
てランセット装置１０２から排出されることもできる。
【００２７】
　図７Ｄに示すように、ランセットスリーブ１３０を把持して、ユーザはランセット１０
４をランシング装置１０２から取り外すことができる。排出する際、ランセットスリーブ
１３０は、ランセット本体１２２からロック部材すなわちウイング１３２ａ、１３２ｂの
拡張部によってその保護位置にロックされる（図５に示すように）。このようにして、ユ
ーザは、鋭い先端部で自分自身を偶発的に突き刺す可能性を減らす。
【００２８】
　ランシングシステム１００はまた、試験片および解析器を含む道具一式の中で使用され
ることもできる。ランシングシステム１００が採血させるために操作された後、ユーザは
血滴を試験片に落とし、試験片を血糖値等の血液組成の評価のための解析器に挿入する。
ランセット
【００２９】
　図８～１６を参照して、ランセット１０４の構造をランセット本体１２２から説明する
。
　ガイダンスリブ１３４は、ランセット１２２の前端部の近傍のランセット本体１２２の
上側および底側に形成される。ガイダンスリブ１３４は、ランセット本体１２２から半径
方向に延び、ガイダンスリブ１３４の細長い延長部はランセット本体１２２の主軸に平行
に延びる。
　ランセット本体１２２の直径は、円錐後端部１３６およびネック１３８を形成するため
に先細りになっており、それらの間で取付バルブ１４０を画定する。
【００３０】
　ウイングウェル１４２ａおよび１４２ｂは、ランセット本体１２２の中央部近傍でそれ
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ぞれランセット本体１２２の左右の側面に形成される。各ウイングウェル１４２ａおよび
１４２ｂから延びているのは、ロック部材、すなわちウイング１３２ａ、１３２ｂのうち
の１つである。ウイング１３２ａおよび１３２ｂの各々は、ランセット本体１２２から半
径方向に延びている短く固いベース部１４４と、一般には前方方向であるが鋭角に延びて
いるウイング先端部１４８を有する平面屈曲部材１４６とを有する。その鋭角は、この場
合、拡張構成（ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）のときランセット本体
１２２の主軸から約４５°離れているものとして説明する。ウイング１３２ａ、１３２ｂ
は、ランセット本体１２２の一部として成型できる。
【００３１】
　ウイング１３２ａ、１３２ｂは、平面屈曲部材１４６を図８に示す拡張位置から平面屈
曲部材１４６が約４５°前方に折り畳まれた収納位置まで折り畳むことによって収納構成
（ｒｅｔｒａｃｔｅｄ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）にすることができる。その結果、
平面屈曲部材１４６はウイングウェル１４２ａ、１４２ｂのうちの対応するものの中にほ
ぼ配置される。平面屈曲部材１４６は、横方向の力の影響を受けてウイングウェル１４２
ａ、１４２ｂに折り畳むことができるが、その力が除去されると外向きの拡張構成に戻る
という点で、可撓性および剛性がある。
【００３２】
　ウイング１３２ａ、１３２ｂの代替として、他の適切なロック部材を用いることができ
る。これら他の適切なロック部材は、限定はされないが、ウイングウェル内に折り畳まれ
るというよりは旋回するピボット部材、およびランセット本体のウェル内への収納位置に
押し込まれ得るようにランセット本体から外へ延びるスタッド（ｓｔｕｄ）、またはバー
ブ（ｂａｒｂ）を有する。
【００３３】
　図１０～１６に、ランセットスリーブ１３０をより詳細に例示する。
　スリーブ１３０は、一般には管状であり、前端部１５０および後端部１５２で構成され
、それらの間で細長い内室１５４を画定する。スリーブ１３０は、前部１５６および後部
１５８に分割される。４本の外側ガイダンスリブ１６０ａ～１６０ｄは、スリーブ１３０
の前部１５６から９０°間隔で半径方向に突出し、前部１５６の長手方向延長部に沿って
延びる。ガイダンスリブ１６０ａ～１６０ｄの前端部１６２ａ～１６２ｄは、わずかな傾
斜を有する。スリーブ１３０は管状であるが、スリーブ１３０は異なる断面形状またはス
ロットで製造できる（スリーブ１３０の製造に用いられる材料を減らすために）。
追加の実施形態においては、スリーブ１３０は、図９３Ａ～９３Ｃに示すように、多角形
、円形、および卵形のうちの１つである断面積を有する。
【００３４】
　環状フランジ１６４は、その前部１５６と後部１５８との間でスリーブ１３０を取り囲
む。環状フランジ１６４の前面は取付ショルダ１６６を画定し、環状フランジ１６４の後
面は排出ショルダ１６８を画定する。以下にさらに説明するように、取付ショルダ１６６
は、ハウジング１０６の内部にあるレシーバ１７０（図１７を参照）がスリーブ１３０を
係合できる面を有し、排出ショルダ１６８は、排出アクチュエータ１２１（これもハウジ
ング１０６の内部にある。図１７および１８を参照）がスリーブ１３０を係合するための
面を有する。
【００３５】
　後部１５８において、スリーブ１３０は、一般は、断面積が六角形（後述するように、
その後端部１５２を除く）で、下方の平面部１７２ａおよび１７２ｆ、上方の平面部１７
２ｃおよび１７２ｄ、および横方向の平面部１７２ｂおよび１７２ｅを画定する。横方向
の平面部１７２ｂおよび１７２ｅは、製造の際、ランセット本体上への装着のための位置
スリーブに用いることができる。また、後述するように、ランセット１０４がレシーバ１
７０に挿入されるとき、下方の平面部１７２ａおよび１７２ｆと、上方の平面部１７２ｃ
および１７２ｄとは、図４２に示すように、ランセット１０４をランシング装置１０２内
で方向付けするために、レシーバ１７０の内部の対応する面と整合している。
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【００３６】
　図１３に最もよく示すように、スリーブ１３０の後端部１５２における外側形状は、平
面部１７６ａおよび１７６ｂを形成するために、その上面および底面をせん断されたシリ
ンダ１７４の形状である。平面部１７６ａおよび１７６ｂは、それぞれ横方向の平面部１
７２ｂおよび１７２ｅに隣接している。下方の平面部１７２ａおよび１７２ｆは、シリン
ダ１７４の左側の傾斜コーナー１７８ａで終端し、上方の平面部１７２ｃおよび１７２ｄ
は、シリンダ１７４の右側の傾斜コーナー１７８ｂで終端する。傾斜コーナー１７８ａ，
１７８ｂは、レシーバ１７０に挿入されるとき、ランセットスリーブ１３０を適切な方向
に回転させるためのガイド面として働く。
【００３７】
　スリーブ１３０の内室１５４は、サイズ設定され、ランセット本体１２２がスリーブ１
３０内にぴったりと同軸で配置されることができるように構成される。スリーブ１３０は
、５ｍｍ未満の幅を有する。
　図１４～１６に最もよく示すように、内室１５４は、一般には、それぞれ、内室１５４
の上部および底部にスリーブを通って長手方向に延びている上下の溝１８０を有する円筒
形状である。溝１８０は、各々サイズ設定され、摺動係合の際、ランセット本体１２２の
ガイダンスリブ１３４を受けるように配置される。
　図１６の断面図に最もよく示すように、溝１８０の各々は、スリーブ１３０の前端部１
５０から、スリーブ１３０の後端部１５２と離れて配置されているバックストップ１８２
のうちの１つまで延びている。
【００３８】
　ランセット本体１２２のガイダンスリブ１３４の各々は、溝１８０のうちの１つに適合
し、スリーブ１３０は、拡張保護位置（図５に示すように、スリーブ１３０の前部１５６
が鋭い先端部１２０を囲んでいる）までランセット本体１２２を前方に軸方向に摺動する
ことができ、スリーブ１３０は、収納位置（図６に示すように、鋭い先端部１２０は、ス
リーブ１３０の前端部１５０を過ぎて延びている）までランセット本体１２２を後方に軸
方向に摺動することができる。バックストップ１８２は、スリーブ１３０がランセット本
体１２２の前部から離れて摺動するのを防止するために、ガイダンスリブ１３４の最後端
部のうちの１つを係合する。
　内室１５４の円筒状輪郭は、ウイング係合面１８４である細長いガイド面に、スリーブ
１３０の長さを延長するスリーブ１３０の対向する横方向の側面上の一対の広く浅い横方
向の溝を包含させることによって、更に修正される。
【００３９】
　ウイング係合面１８４の機能を以下に説明する。
　ウイング１３２ａ，１３２ｂが拡張構成である場合、それらのウイング先端部１４８は
、内室１５４の直径より大きい距離に広がる。スリーブ１３０がその保護拡張構成（図５
および１３に示す）からランセット本体１２２に対して後方に移動すると、ウイング先端
部１４８は拡張されている場合、ランセットスリーブ１３０の後端部１５２を係合し、ス
リーブ１３０のさらなる後部移動を妨害し、その結果、図５に示すように、スリーブ１３
０をその保護拡張位置に固定する。
【００４０】
　しかしながら、ウイング１３２ａ，１３２ｂがそれらの格納構成（すなわち、図６に示
すように、ウイングウェル１４２ａ，１４２ｂに折り畳まれている）である場合、ウイン
グ１３２ａ，１３２ｂは内室１５４の直径を越えて延びることはなく、その結果、スリー
ブ１３０がウイング１３２ａ，１３２ｂを摺動するとき、ウイングの各々（現在、ウイン
グウェル１４２ａ，１４２ｂに折り畳まれている）は、図６に示すように、ウイング係合
面１８４または細長いガイド面の長手方向延長部に沿ってすれ合う。これらの面は、スリ
ーブ１３０がウイングを移動するとき、その収納構成内にロック部材すなわちウイング１
３２ａ，１３２ｂを有する。
【００４１】
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　スリーブ１３０およびウイング１３２ａ，１３２ｂは、上記に示すように、別々の構成
部品とすることができる。その結果、スリーブ１３０は、ウイング１３２ａ，１３２ｂに
対して間隔を置いた離れた関係にすることもできる。これにより、スリーブが、ランセッ
ト本体１２２をより広い範囲にわたって移動することができ、後述するように、ＡＳＴモ
ードおよび指モードにおけるランシング装置１０２の動作に適応することができる。
【００４２】
　説明を簡単にするため、スリーブ１３０およびランセット本体１２２の相対的な軸方向
移動は、ランセット本体１２２を移動するスリーブ１３０についてのみ説明している点に
注意すること。
　ランシング装置１０２の動作において、ランセット１０４の発射の際、最も注意すべき
ことは、この同じ相対的運動は、スリーブ１３０が静止しているままランセット本体１２
２を動かすことによって達成されるということである。しかしながら、この場合、スリー
ブ１３０とランセット本体１２２との間の機械的交互作用は、上述した通りである。
ランシング装置の内部構造
【００４３】
　図１７および１８に、ランシング装置１０２の内部製造を示す。
　レシーバ１７０は、ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６に連結され、ランセ
ットスリーブ１３０を係合して、ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６の運動に
応答してランセットスリーブを動かす。摺動可能なランセットキャリア２０８は、ランセ
ット本体１２２を係合する。駆動ばね２１０は、ランセットキャリア２０８を穿刺開口１
１０の方へ推進させ、ランセット針１１８を駆動させて、ユーザの皮膚または他の身体組
織を突き刺す。復帰ばね２１２は、ランセットキャリア２０８を推進させ、突き刺した後
に、針の鋭い先端部１２０をユーザの皮膚から取り除く。ランセットキャリア２０８と少
なくとも駆動ばね２１０との組合せは、ランセットを保持して動かすランセット保持アセ
ンブリとして働く。排出アクチュエータ１２１は、排出スライド１１５に連結され、ユー
ザによる排出スライド１１５の動きに応答して、ランセット１０４をランシング装置１０
２から排出する。また、ハウジング内に配置されるものは、後述するように、コッキング
ハンドル１１２のおよび深さ調整装置１１７の部分である。
【００４４】
　次に、ランシング装置１０２のこれら構成要素について説明する。
ハウジング
　図２０および２１は、ハウジング１０６の構造を例示する。
　ハウジング１０６は、前部開口２００、後部開口２０１、ＡＳＴモード・アクチュエー
タ開口２０２（ここを介して、ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６の一部が延
びる）、およびトリガー開口２０３（ここを介して、トリガー１１４の一部が延びる）を
有する細長い中空のバレル（barrel）を画定する。製造を容易にするために、ハウジング
１０６は、それぞれ図２０および２１に示すように、結合された左半分２０６および右半
分２０４で形成することができることに注意すること。
【００４５】
　図２０を参照すると、ハウジング１０６の左半分２０６は、一対の細長い間隔を置いた
ガイド２１４を含み、それらの間でランセットキャリア左側ガイドトラック２１６を画定
する。
左半分２０６はまた、その前端部近傍に一対の半環状フランジ２１８ａを有する。フラン
ジ２１８ａは、ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６の幅よりわずかに離れて間
隔を置かれているショルダ２２０の左半分を画定する。その結果、図１８に示すように、
ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６は、ハウジング１０６のショルダ２２０の
間に回転用に取り付けられることができる。フランジ２１８ａの最前部も、ハウジング１
０６の前部開口２００の左半分を画定する。
【００４６】
　細長いスロット２２２は、左半分２０６の下方の前端部近傍に形成される。
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　後述するように、細長いスロット２２２は、それがランセット１０４をランシング装置
１０２から排出するために軸方向に摺動するときの排出アクチュエータ１２１用のガイド
トラックを与え、また、排出スライド１１５および排出アクチュエータ１２１がハウジン
グ１０６を通って相互連結できるようにする。細長いスロット２２２に隣接しておよびそ
の真上には、排出アクチュエータ１２１の運動のための追加ガイドとして機能する細長い
部材２２４がある。
【００４７】
　左半分２０６の後方部分は、遠位取付部分２２８の左半分を延長する半環状後部フラン
ジ２２６ａを画定するための小径部分を有する。図１に最もよく示すように、コッキング
ハンドル１１２および深さ調整リング１１７は、遠位取付部分２２８に取り付けられる。
遠位取付部分２２８の後端部の近傍には、左半分の後部開口２０１を画定する半環状フラ
ンジ２３０ａがあり、半環状フランジ２３０ａは、遠位取付部分２２８の残りの部分より
小さい径を有し、コッキングハンドル１１２用の環状ガイドリングを与える。
【００４８】
　図２１を参照すると、ハウジング１０６の右半分２０４は、一対の細長い間隔を置いた
ガイド２３４を有し、ガイド２３４は、右半分２０４の上方長手方向延長部の一部に沿っ
て延びる。間隔を置いたガイド２３４は、その間でランセットキャリア右側ガイドトラッ
ク２３６を画定する。
　右半分２０４もまた、その前端部近傍に、左半分２０６のフランジ２１８ａと整合され
た一対の半環状フランジ２１８ｂを有する。左半分２０６について前述したように、フラ
ンジ２１８ｂは、ショルダ２２０の右半分を画定する。フランジ２１８ｂの最前部も、ハ
ウジング１０６の前部開口２００の右半分を画定する。
【００４９】
　排出スライド１１５および排出アクチュエータ１２１のための細長いスロット２４０は
、右半分２０４の下方の前端部近傍に形成される。スロット２４０は、左半分２０６のそ
の対向部のスロット２２２と整合され、同じ機能を行う。
ランセットキャリア右側ガイドトラック２３６の下には、駆動ばね２１０が取り付けられ
た駆動ばねボス２４４（図１９に最もよく示す）、および復帰ばね２１２が取り付けられ
た復帰ばねボス２４６（図１９に最もよく示す）が配置されている。ボス２４４および２
４６の各々は空洞で、それぞれ支持ボス２４８および２４９のうち対応するものとの係合
に整合させるために開口して終端し、左半分から突出している（図２０を参照）。
【００５０】
　駆動ばねボス２４４の前方および少し上部に配置されるものは、指形の駆動ばねストッ
プ２５０である。復帰ばねボス２４６の前方および少し上部に配置されるものはまた、指
形の復帰ばねストップ２５２である。駆動ばねストップ２５０および復帰ばねストップ２
５２の動作は、図３０Ａ～３０Ｄを参照して後述する。
　右半分２０４の上端部近傍で、トリガー開口２０３のすぐ後方に配置されるものは、図
２７～２９を参照して後述するように、その上でトリガー１１４が旋回可能に取り付けら
れる、開口終端された円筒形状のトリガーピボットウェル２５３である。
　右半分２０４の後方部分は、遠位取付部分２２８の右半分を延長する半環状後部フラン
ジ２２６ｂを画定するための小径部を有する。遠位取付部分２２８の後端部の近傍には、
ハウジング１０６の後部開口２０１の右半分を画定する半環状フランジ２３０ｂがある。
キャップ
【００５１】
　図１～３を参照すると、ハウジング１０６の前端部にキャップ１０８が取り付けられて
いる。キャップ１０８は、不透明でもよい（ユーザが鋭い先端部１２０を見ないように）
。キャップ１０８は、ランセット１０４がランシング装置１０２に挿入されるときに、鋭
い先端部１２０周辺に保護閉鎖部を与える。
　図３１を参照すると、キャップ１０８はまた、穿刺開口１１０の周囲に圧縮リング２５
６を形成する環状の皮膚係合近位面２５４を有する。キャップ１０８は、様々なサイズお
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よび構造で製造できるが、特定の実施形態では、穿刺開口１１０は直径約５ｍｍ～約１５
ｍｍとすることができ、また、皮膚圧縮リング２５６は約１ｍｍ～約３ｍｍの幅を有する
ことができる。皮膚圧縮リング２５６および穿刺開口１１０の動作を、ＡＳＴモード・ア
クチュエータ・リング１１６に関連して以下に説明する。皮膚圧縮リング２５６は、円形
とすることができ、あるいは他の形状を有してもよく、連続的あるいは完全に環状とする
必要はない。
【００５２】
　キャップ１０８は、ランシング装置１０２の内部のクリーニングができるように、ハウ
ジング１０６の前端部から取外し可能にすることができる。その取り外しを可能にするた
めに、キャップ１０８は、ハウジング１０６に螺合可能に接続され、あるいは、例えばス
ナップフィットを介して接続されることができる。しかしながら、ランシング装置１０２
の動作の間、キャップ１０８を取り外す必要はない。また、キャップ１０８は、永久的に
取り付けられるか、あるいはハウジング１０６と一体的に成型されることができる。ラン
セット１０４は、キャップ１０８がハウジング１０６に取り付けられたまま、穿刺開口１
１０を通ってランシング装置へ装填されることができる。後述するように、ランシング装
置１０２が指モードおよびＡＳＴモードの両方で操作される場合には、同じキャップ１０
８を用いることができる。換言すれば、キャップ１０８は、指モードおよびＡＳＴモード
でも、ランシング装置の使用に適応するために交換される必要がない。
ランセットキャリア
【００５３】
　図２２および２３を参照して、ランセットキャリア２０８をより詳細に説明する。
　ランセットキャリア２０８は、ランセット１０４がランシング装置１０２に挿入され、
発射され、排出されるとき、ランセット１０４を保護する重要な機能を有する。ランセッ
トキャリア２０８は、上顎２６２および下顎２６４より構成されるマウス２６０をその前
端部で画定する本体２５８を有する。上下の収容顎２６２および２６４は、ランセットキ
ャリア２０８の本体２５８から前方へ延びる可撓性の細長い平面部材より形成される。上
下の顎２６２および２６４の各々の先端部は、２つの対向する内側に突出しているスナッ
プ２６８のうちの１つを有する。顎２６２および２６４を動かすための力が加えられない
と、顎２６２および２６４は、図２２および２３に示される近接位置に留まる傾向がある
。顎２６２および２６４が近接位置にあるとき、スナップ２６８間の距離ｄは、ランセッ
ト本体１２２の取付バルブ１４０の直径より小さい。
　ランセットキャリア２０８がレシーバ１７０の位置から独立した位置で、ランセット針
を係合するランセット保持アセンブリの一部として動作することはいうまでもない。
【００５４】
　図１８および１９を参照すると、ランセット１０４がランシング装置１０２に挿入され
るにつれて、ランセット本体１２２は、その円錐後端部１３６がマウス２６０に当接する
まで、レシーバ１７０を通って延びる。円錐後端部１３６の遠位先端部は、上下の顎２６
２，２６４のスナップ２６８間を容易に摺動するほど十分に狭い。しかしながら、円錐後
端部１３６がマウス２６０内にさらに押し込まれるにつれて、広い直径を有する円錐後端
部１３６の部分は、本体の取付バルブ１４０が顎２６２、２６４を通過するまで、マウス
２６０に入り、上下の顎２６２、２６４を強制的に離す。一旦、取付バルブ１４０が通過
すると、顎は、その小径部がスナップ２６８を係合する凹部を形成しているネック１３８
の周囲でパチンと閉じられる。このように、ランセットキャリア２０８は、ランセット本
体をマウス２６０から排出するのに充分な前方の力が加えられるまで、ランセット本体１
２２を保持する。
【００５５】
　プッシュプレート２７０はマウス２６０の後部近傍で本体２５８から延び、ランセット
本体１２２がマウス２６０に完全に挿入されると、プッシュプレート２７０がランセット
本体１２２の円錐後端部１３６の先端部に当接する。
　図２２を参照すると、ランセットキャリア２０８の上面２７２は、後壁２７６を画定す



(33) JP 2009-539570 A 2009.11.19

10

20

30

40

50

る、中間に配置された凹部２７４を有する。上面２７２は、凹部２７４の後部にプラット
ホーム２７８を与える。凹部２７４およびプラットホーム２７８は、後述するように、ト
リガー１１４がランセットキャリア２０８を係合する面を与える。
【００５６】
　図２３を参照すると、キャリア駆動ばね係合ボス２８０およびキャリア復帰ばね係合ボ
ス２８２は、ランセットキャリア２０８の左側から延びる。キャリア駆動ばね係合ボス２
８０は、プッシュプレート２７０から外へ延びることができる。図３０Ａ～３０Ｄについ
て後述するように、ボス２８０および２８２は、ランシング装置１０２の発射の際、駆動
ばね２１０および復帰ばね２１２をそれぞれ係合する。駆動ばね係合ボス２８０は、その
後方対向側に丸い輪郭を有する。復帰ばね係合ボス２８２は、その前方対向側に丸い輪郭
を有する。
【００５７】
　細長い水平スロット２８４は、プラットホーム２７８の下で、ランセットキャリア２０
８の後半部分に設けられる。スロット２８４は、水平な側壁２８６および２８８と、後壁
２９０と、前壁２９２とを画定する。図３０Ａ～３０Ｄについて後述するように、スロッ
ト２８４は、コッキングハンドル１１２および深さ調整リング１１７の係合部材を受ける
。
【００５８】
　キャリア駆動ばね係合ボスおよび復帰ばね係合ボス２８０および２８２は、ハウジング
１０６内のランセットキャリア右側ガイドトラック２３６内に配置され（図２１参照）、
ランセットキャリア２０８がガイドトラック２３６に沿って、ハウジング１０６内で軸方
向に摺動することができる。ガイド・ボス２９４は、凹部２７４（図２０）の真下で、ラ
ンセットキャリア２０８の左側の側面から延びる。ガイド・ボス２９４は、ハウジング１
０６内でランセットキャリア右側ガイドトラック２１６を係合し（図２０参照）、ランセ
ットキャリア２０８はガイドトラック２１６に沿ってハウジング１０６内で軸方向に摺動
することができる。ハウジング１０６内のランセットキャリア２０８の軸方向摺動移動に
よって、ランセットキャリア（従って、ランセット）は駆動ばね２１０の動作によって動
かされ、後述するように、ランシング装置１０２のコッキング、発射、および皮膚穿刺動
作を実施する。
コッキング（cocking:発射準備）および発射（fire)
【００５９】
　図１９および２１を参照すると、駆動部材は、ハウジング１０６の駆動ばねボス２４４
の周りに取り付けられた駆動ばね２１０（ねじればね）を有する。駆動ばね２１０の第１
の終点は、駆動ばね係合ボス２８０の丸い輪郭を係合するタイン（tine）３００を形成す
る。駆動ばね２１０反対の終点は、ハウジング１０６の復帰ばねボス２４６上の駆動ばね
保持ノッチ３０４によって受け取られるタイン３０２を形成する（図１９）。駆動ばね２
１０がコッキングされる（後述するように）と、駆動ばね２１０は、ランセットキャリア
２０８を穿刺開口１１０の方に動かし、ユーザの皮膚まで鋭い先端部１２０を延ばす。
【００６０】
　図１９および２３を参照すると、復帰ばね２１２は、ハウジング１０６から延びている
復帰ばねボス２４６の周囲に取り付けられたねじればねである。
　復帰ばね２１２の第１の終点は、ランセットキャリア２０８上の復帰ばね係合ボス２８
２の丸い輪郭を係合するタイン３０６である。復帰ばね２１２の反対の終点は、ハウジン
グ１０６から延びて係合されている復帰ばねストップ２５２であるアンカー・タイン３０
８である。復帰ばね２１２が張力をかけられると（後述するように）、復帰ばね２１２は
、ランセットキャリア２０８を穿刺開口１１０から離し、ユーザの皮膚から鋭い先端部１
２０を引っ込める。
【００６１】
　図２４を参照すると、コッキングハンドル１１２は、一般には、ハウジング１０６の後
部開口２０１に適合するようにサイズ設定された円筒形のハンドル部分３１２と、ハンド
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ル部分３１２から延びている細長いロッド３１４とを備える。ロッド３１４の前方先端部
は、図３０Ａに示すように、ランセットキャリア２０８のスロット２８４内に配置された
Ｌ字型の係合フック３１６で終端する。図３０Ａ～３０Ｄに最もよく示すように、コッキ
ングハンドル１１２は、ハウジング１０６の後端部に配置され、細長いロッド３１４は、
後部開口２０１を通ってハウジング１０６の内部を通過する。後部開口２０１の締めつけ
られた直径は、細長いロッド３１４をハウジング１０６内での軸方向運動に制限する。
【００６２】
　圧縮ばね（図示せず）は、ハウジング１０６の後部開口２０１に配置され、ばねの一端
をハウジング１０６に固定し、他端をハンドル部分３１２に固定し、ハンドル部分３１２
をハウジング１０６の方に付勢する。
　図２７～２９に示すように、トリガー１１４は、横方向に延びるピボット３２０に対向
する細長い本体３１８を備える。ユーザ作動トリガーボタン３２２は、細長い本体３１８
の前端部に配置される。歯３２４は、細長い本体３１８の後端部から垂れ下がり、図２９
Ｂに示すようにランセットキャリア２０８の上部を係合する。
　トリガー１１４は、ハウジング１０６に取り付けられ、トリガーボタン３２２をハウジ
ング１０６内のトリガー開口２０３を通って延ばし（図２９Ａ参照）、ピボット３２０の
各々をハウジング１０６の内部に形成されたウェル２５３の１つに取付ける。
【００６３】
　トリガーボタン３２２は、トリガーボタン３２２の底部に外接している着色バンド３２
５を含み、トリガーボタン３２２の残りの色と対照的な色を有することができる。例えば
、トリガーボタン３２２を黒くし、着色バンド３２５を赤くすることができる。着色バン
ド３２５は、トリガーボタン３２２がトリガー開口２０３を通って完全に延びているとき
は、ユーザの目に見える。
　着色バンド３２５は、図２９に示すように、トリガーボタン３２２がトリガー開口２０
３を通って完全には延びていないときは、ハウジング１０６によってユーザの視界から少
なくとも部分的には見えない。必要に応じて、着色バンドの代わりに、例えば、トリガー
ボタン３２２の底部に沿って配置されるグラフィクスまたは英数字シンボルを含む他の目
標しるし（ｉｎｄｉｃｉａ）を用いることができる。
【００６４】
　付勢板エレメント３２６は、トリガー１１４の後端部から延び、歯３２４をランセット
キャリア２０８の方へ動かすために、細長い本体３１８の後端部を下方に動かし、交互に
上下動する方法でトリガーボタン３２２を上方に動かす。
　トリガーボタン３２２を押下することによってコッキングされると、ユーザは、付勢板
エレメント３２６の力を開放し、ランシング装置１０４を発射するために、歯３２４をラ
ンセットキャリア２０８から離して上方へ揺動させることができる。
【００６５】
　図２９Ａおよび２９Ｂには、ハウジング１０６に対するトリガー１１４の位置は、ラン
シング装置１０２がコッキングされた位置およびコッキングされない位置のそれぞれの場
合が例示される。図２９Ａに示すように、ランシング装置がコッキングされた場合、トリ
ガーボタン３２２はハウジング１０６のトリガー開口２０３を通って延び、その結果、着
色バンド３２５がユーザの目に見え、ランシング装置１０２がコッキングされたという触
覚的および視覚的なフィードバックの両方をユーザに提供する。
　図２９Ｂに示すように、ランシング装置１０２がコッキングされていない場合、トリガ
ーボタン３２２は、トリガー開口２０３を通って延びないように引っ込められ、トリガー
ボタン２０３の上面はハウジング１０６の面と同一平面になっている。この位置では、着
色バンド３２５は、目に見えない。トリガーボタン３２２が引っ込められ、着色バンド３
２５が見えない場合、ユーザはランシング装置１０２がコッキングされていないという触
覚的および視覚的なフィードバックの両方を有する。
【００６６】
　図３０Ａ～３０Ｄを参照して、ランシング装置１０２のコッキング方法および発射方法
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をより詳細に説明する。
　ランセットキャリア２０８は、駆動ばね２１０および復帰ばね２１２に対して３つの主
要な位置を有することができる。すなわち、中立位置（図３０Ａ）、コッキングされた位
置（図３０Ｃ）、および拡張発射位置（図３０Ｄ）である。
　図３０Ａを参照すると、その中立位置では、ランセットキャリア２０８は、駆動ばね２
１０および復帰ばね２１２が共に開放された状態にあるように配置される。中立位置は、
ランシング装置１０２が発射されたあと復帰する位置である。
【００６７】
　中立位置においては、トリガー１１４の歯３２４は、ランセットキャリア２０８のプラ
ットホーム２７８上に載置されている（図２９Ｂにも示される）。これにより、トリガー
ボタン３２２を、交互に上下動する方法で強制的に動かして、ハウジング１０６内のトリ
ガー開口２０３から引っ込める。その結果、トリガーボタン３２２は、ハウジング１０６
の外部と同一平面上になるか、あるいは、ハウジング１０６の外側に部分的にだけ延びる
ことができる。いずれの場合でも、図２９Ｂにも示されるように、トリガーボタン３２２
上の着色バンド３２５はユーザの目に見えない。
【００６８】
　中立位置では、コッキングハンドル１１２は、ハウジング１０６の後端部に載置されて
おり、コッキングロッド３１４は、ハウジング１０６内に完全に延び、コッキングフック
３１６は、後壁２９０から所定距離離れたスロット２８４内に配置される。
　図３０Ｂを参照すると、ユーザは、ハウジング１０６からコッキングハンドル１１２を
引き離すことによって、ランシング装置１０２をコッキングする。コッキングハンドル１
１２を引っ張るにつれて、コッキングロッド３１４は、後部開口２０１を通って後方方向
に引き出され、コッキングフック３１６は、スロット２８４を通ってコッキングフック３
１６が後壁２９０に当接するまで後方に摺動する。コッキングフック３１６を後壁２９０
に当接しながら、コッキングハンドル１１２を継続して引っ張ると、ランセットキャリア
２０８をその中立位置に対して後方に引っ張ることになり、その結果、駆動ばね係合ボス
２８０ｈａ，駆動ばね２１０のタイン３００に張力がかけられる位置かコッキングされる
位置まで押し込む。
【００６９】
　図３０Ｃを参照すると、ランセットキャリア２０８が完全にコッキングされている状態
にあると、ランセットキャリア２０８は後方に移動し、その結果、その凹部２７４がトリ
ガー１１４の歯３２４の下に配置される。付勢板３２６を動かすと、歯３２４は凹部２７
４まで延び、後壁２７６を係合し、ランセットキャリア２０８をその完全にコッキングさ
れる位置まで保持する。凹部２７４への歯３２４の係合のより詳細な図は、図２９Ａに示
される。
【００７０】
　付勢板３２６が歯３２４をランセットキャリアの凹部２７４に押し込むにつれて、それ
はトリガーボタン３２２を矢印Ａの方向に上方へ動かし、トリガー開口２０３を通って完
全に延びる。この位置では、トリガーボタン３２２の基部の周りの着色バンド３２５は、
エンドユーザーには見え、図２９ａにも示されるように、ランシング装置１０２がコッキ
ングされていることを示す。
【００７１】
　ユーザがトリガーボタン３２２を押下すると（矢印Ｂの方向に）、付勢板３２６の力は
開放され、歯３２４はランセットキャリア２０８の凹部２７４から上方へ揺動する（矢印
Ｃの方向に）。一旦、歯３２４が凹部２７４から取り除かれると、コッキングされたラン
セットキャリア２０８はもはや抑制されず、図３０Ｃに示すように、駆動ばね２１０の力
によってその拡張穿刺位置の方に前方へ加速する。
　図３０Ｄを参照すると、ランセットキャリア２０８は、ユーザによるトリガー１１４の
作動によって発射された（すなわち、そのコッキングされた位置から開放される）後に、
その拡張穿刺位置にあることが示される。この拡張穿刺位置において、駆動ばね２１０（
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駆動ばね係合ボス２８０（図示せず）のタインの作用によって）は、ランセットキャリア
２０８をキャップ１０８の穿刺開口１１０の方へ推進させる。その結果、鋭い先端部１２
０は、瞬間的にキャップ１０８の穿刺開口１１０から突出し、ユーザの皮膚を突き刺す。
【００７２】
　拡張穿刺位置においては、ランセットキャリア２０８は中立位置の前方に配置される。
その結果、復帰ばね係合ボス２８２は復帰ばね２１２のタイン３０６を張力がかかった位
置に押し込む。この張力がかかった位置において、復帰ばねのタイン３０６はランセット
キャリア２０８を後方に、ユーザの皮膚から離れて、図３０Ａに示す中立位置の方に動か
し、これにより、鋭い先端部１２０を皮膚から引き抜く。
【００７３】
　上記のコッキングおよび発射の動作の際、ランセットスリーブ１３０は静止しているま
まにすることができる点に注意すること。
前述したように、ランシング装置１０２がＡＳＴモードにある一方、ランセットキャリア
２０８もランセット１０４の挿入によってコッキングされることができる。ランセット１
０４が挿入されるとき、ランセット本体１２２の円錐後端部１３６は、ランセットキャリ
ア２０８を後方にそのコッキングされた位置まで押す。ここで、トリガー１１４の歯３２
４は、ランセットキャリア２０８の凹部２７４まで延び、ランセットキャリアをそのコッ
キングされた位置で保持する。
【００７４】
　ばね２１０および２１２、およびトリガー１１４は、ユーザ作動の駆動機構から成るこ
とはいうまでもない。例えば、コイルばね、電磁駆動または衝撃ハンマー構造を含む他の
いかなる適切な駆動機構を使用することができる。使用されるトリガー機構が、例えば、
ランセット装置を回転するか引くことによって作動するプーリ運動、あるいは摺動機構を
含む、他のいかなる適切なトリガー手段でもあってもよいことは更にいうまでもない。
深さ調整
【００７５】
　図２５および２６を参照すると、深さ調整装置１１７の機能は、キャップ１０８の皮膚
係合面２５４に対して鋭い先端部１２０の前方軸方向移動を制限し、これにより、鋭い先
端部１２０がユーザの皮膚に進入する深さを制限する。
　深さ調整装置１１７は、図１～４に示すように、ハウジング１０６の遠位取付部分２２
８の周りの回転のために取り付けられた深さ調整リング３３０を有する。深さ調整リング
３３０の前方の内側部分は、ねじ山３３２を有し、深さ調整リング３３０の後方の内側部
分は、円周方向に配置されたへこみ３３４を有する。ハウジング１０６の部分２２８上の
突起（図示せず）はへこみ３３４を係合し、それが遠位取付部分２２８の周りを回転する
とき、調整リング３３０に任意の設定を与える。
【００７６】
　深さ調整リング３３０の外側は、ユーザに回転のため利用可能で、ユーザによる操作を
容易にするために目標しるし３３８およびノブ３３９を有する。深さ調整リング３３０が
回転するとき、目標しるし３３８は、結果として生じる深さ設定を示すためにユーザの目
に見える。
　深さ調整装置１１７もまた、一般にＺ形シャーシ３４２を有する深さ調整装置アクチュ
エータ３４０を有する。フィンガ３４４は、Ｚ形シャーシ３４２の後端部から突出し、ね
じ山３３２に適合するようサイズ設定される。ガイド面３４６は、Ｚ形シャーシ３４２の
中間部から延びる。深さストップ３４８は、Ｚ形シャーシ３４２の前端部から突出する。
【００７７】
　図３０Ｄに最もよく示すように、フィンガ３４４がねじ山３３２に対して配置され、ガ
イド面３４６がハウジングのガイド面３５０、３５２に対して隣接かつ平行であり、深さ
ストップ３４８がランセットキャリア２０８のスロット２８４内に配置されるように、深
さ調整装置アクチュエータ３４０がハウジング１０６の中に装着される。
　深さ調整リング３３０が回転するにつれて、フィンガ３４４はねじ山３３２に追従して
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、深さ調整アクチュエータ３４０を軸方向前方および後方に移動させる（深さ調整リング
３３０が回転する方向に依存して）。この運動は、順次、深さストップ３４８をスロット
２８４に対して前方および後方に摺動させる（深さ調整リング３３０が回転する方向に依
存して）。深さ調整装置アクチュエータ３４０の運動は、スロット２８４の長さによって
、あるいはまた、ねじ山３３２の長さによって制限される。ここでは、リング３３０の回
転を制限する一対のストップがある。
【００７８】
　ガイド面３４６および深さストップ３４８は、隣接する平面で平行なガイド面３５０お
よび３５２のそれぞれに沿って摺動し、ハウジング１０６から延び（図２０を参照）、深
さアクチュエータ３４０の運動を軸方向（横方向に対して）運動に制限するために相互作
用する。
　ランシング装置がそのコッキングされた状態にあるときに、ユーザがトリガー１１４を
押下させると、駆動ばね２１０はランセットキャリア２０８を前方に推進し、鋭い先端部
１２０を穿刺開口１１０を通ってユーザの皮膚まで延ばす。
ランセットキャリア２０８の前進運動の間、深さストップ３４８は静止したままであり、
図３０Ｄに示すように、最終的にはスロット２８４の後壁２９０が深さストップ３４８に
衝撃を与える。この衝撃は、ハウジング１０６に対してランセットキャリア２０８の更な
る前方移動を防止し、従って、鋭い先端部１２０の進入を制限する。深さ調整リング３３
０を回転させることによって、ユーザは、ランセットキャリア２０８に対して深さストッ
プ３４８を選択的に配置することができ（目標しるし３３８で示すように）、従って、鋭
い先端部１２０の浸入を制御することができる。
ＡＳＴモード調整
【００７９】
　ランシング装置１０２は、ＡＳＴモードおよび指モードで作動する。ＡＳＴモードでは
、ランシング装置１０２は、大腿または前腕のような身体の肉質部分で用いられるように
構成されている。指モードでは、ランシング装置１０２は、指先で用いられるように構成
されている。
　図３１および３３に、ＡＳＴモードでのランシング装置１０２の動作を示す。
ＡＳＴモードにおいては、キャップ１０８は、身体の肉質部分に対して配置される。圧縮
リング２５６は、ユーザの皮膚を係合し、比較的広い穿刺開口１１０の内部に皮膚を膨れ
込ませる。膨れた肉は、図３３に示すように、鋭い先端部１２０によって穿刺され、ラン
シングの前、その間、および後に、ユーザは採血を補助するために圧力を加えることがで
きる。間隙は、血滴のウィッキング（wicking）を防止し、ユーザはいつ充分な血液が得
られたかを知ることができる。
【００８０】
　図３２および３４に、指モードでのランシング装置１０２の動作を示す。
　指モードにおいては、スリーブ１３０は、キャップ１０８の前端部の方へ摺動する（後
述するように、ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６およびレシーバ１７０によ
って）。その結果、スリーブ１３０の前端部１５０は穿刺開口１１０の中に入り込むか、
または一部をふさぎ、圧縮リング２５６と連動して、指に対向して配置するのに適した皮
膚係合輪郭を与える。スリーブ１３０によって影響される穿刺開口１１０の閉塞は完全で
ある必要はない。むしろ、スリーブ１３０は穿刺開口１１０に近接して配置され、ランシ
ング装置１０２を発射する前に、キャップ１０８がユーザの身体部分に対向して配置され
るときにユーザの皮膚がスリーブ１３０に接触することができる。その結果、ユーザの皮
膚は、穿刺開口１１０を通して、キャップ１０８内で皮膚が膨れることはできず、少なく
とも、スリーブ１３０が穿刺開口１１０を閉塞していないときに皮膚が膨らむのと同じ程
度まで膨れることはできない。スリーブ１３０が穿刺開口１１０を閉塞するとき、スリー
ブ１３０の前面部１５０は、圧縮リング２５６とほぼ同一平面上にすることができる。
【００８１】
　図３３および３４を参照すると、スリーブ１３０はレシーバ１７０によって保持される
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。レシーバ１７０は、ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６によってカムのよう
な方法で順次制御される。ＡＳＴと指モードとの間を移行するためには、ユーザはＡＳＴ
モード・アクチュエータ・リング１１６を回転させる。ＡＳＴモード・アクチュエータ・
リング１１６は、キャップ１０８の皮膚係合面２５４の軸方向前方または離隔して、レシ
ーバ１７０（従って、ランセットスリーブ１３０）を駆動する（ユーザがどの方向にＡＳ
Ｔモード・アクチュエータ・リング１１６を回転させるかに依存する）。ＡＳＴモード・
アクチュエータ・リング１１６は、ユーザ作動アセンブリまたはユーザ制御アクチュエー
タとして作動し、スリーブ１３０を、穿刺開口１１０を閉塞する第１のすなわち前方位置
に、および、スリーブ１３０が穿刺開口１１０から引っ込められる第２のすなわち後方位
置に動かすことによって、ランシング装置を指モードとＡＳＴモードとの間を移行させ、
その結果、ランシング装置１０２を発射する前に、キャップ１０８がユーザと接触するよ
うに配置されると、スリーブ１３０は、もはやユーザの皮膚に影響を与えないことが知ら
れている。また、スリーブ１３０は、キャップ１０８の皮膚接触面を過ぎて前方へ突出す
ることができる。スリーブ１３０が、その第２のすなわち後方位置にあるとき、ＡＳＴモ
ードでは、スリーブ１３０は穿刺開口１１０から離れて十分に間隔を置かれ、その結果、
図３３に示すように、切開の際、ユーザの膨れた皮膚を平らにすることはない。
【００８２】
　換言すれば、ランセットスリーブ１３０が穿刺開口１１０内に入り込むとき、スリーブ
１３０は、穿刺開口１１０の有効寸法をスリーブ１５０の前端部の第２の径に調整する。
ランセットスリーブ１３０が穿刺開口１１０から引っ込められるとき、スリーブ１３０は
、穿刺開口１１０の有効寸法をより大きい第１の径、本実施形態においては、閉塞されて
いない穿刺開口１１０の径に調整する。
　図３３に示すように、このより大きい第１の径は、ユーザの皮膚が穿刺開口１１０内に
膨れ込むことができるほど十分に大きい。穿刺開口１１０の有効寸法を変える他の機構を
、同様に用いることができる。例えば、ランセット１０４に対向するようにスリーブ１３
０をハウジング１０６に取り付けることができる。あるいは、皮膚係合キャップ１０８を
変形することができる。
【００８３】
　ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６を、図３５～３７に更に詳細に示す。
　ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６は、ショルダ２２０（図２０）の間にハ
ウジング１０６内に回転可能に取り付けられた半円形本体である。ＡＳＴモード・アクチ
ュエータ・リング１１６は、それぞれ、端部３６０および３６２を把持する際に各々が終
端する左右の半円形部分３５６および３５８を有する。左右の半円形部分３５６および３
５８がレシーバ１７０の周囲の長さによって少し外側に撓曲していると、ＡＳＴモード・
アクチュエータ・リング１１６の直径はサイズ設定され、図３６に示すように（レシーバ
１７０の断面図によって）、レシーバ１７０の周りに固定されることができる。
【００８４】
　ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６は、左右の半円形部分３５６および３５
８の各々に、２つの対向するボス３６４および３６６を有する。各ボス３６４および３６
６は、レシーバ１７０上の対応するカムトレール３６８および３７０を係合するようにサ
イズ設定される（図３８および４４を参照）。その結果、ＡＳＴモード・アクチュエータ
・リング１１６がどの方向に回転するかに依存して、ＡＳＴモード・アクチュエータ・リ
ング１１６の回転により、レシーバ１７０（従って、ランセットスリーブ）を軸方向前方
におよび軸方向後方に選択的に位置付ける。レシーバ１７０は、軸方向（しかし、回転で
ない）の操作を可能にするため、ハウジング１０６内に配置される。
【００８５】
　図３、１８、および３６に最もよく示すように、ユーザ作動部材は制御部材３７２の形
態で、ハウジング１０６内のＡＳＴモード・アクチュエータ開口２０２を通ってＡＳＴモ
ード・アクチュエータ・リング１１６から延び、ユーザによるＡＳＴモード・アクチュエ
ータ・リング１１６の操作のためのユーザー・インターフェースを提供する。
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　ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６の一部が、目標しるしによって視覚的に
関連して位置付けられるとき、ユーザは、穿刺開口１１０の有効寸法を選択された径に調
整する。制御部材３７２はＡＳＴモード・アクチュエータ開口２０２内に捕捉されるので
、ＡＳＴモード・アクチュエータ開口２０２のサイズは、ユーザがＡＳＴモード・アクチ
ュエータ・リング１１６を回転させることができる範囲を定める。ざらついた把持面を含
む他のユーザー・インターフェースを用いることができる。ＡＳＴモード・アクチュエー
タ開口２０２は、その間で制御部材３７２の移動経路を定める横方向端部を有するスロッ
トを形成する。開口２０２の形状は、卵形、方形、または他の適切な形状に変えることが
できる。
【００８６】
　ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６がランシング装置１０２をＡＳＴモード
に切り替えるように回転するとき、ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６の外周
の表面上の目標しるし３７６は、ＡＳＴモード・アクチュエータ開口２０２を通してユー
ザの目に見える。この場合、目標しるし３７６は人体の線図であり、ＡＳＴモードではラ
ンシング装置１０２を、指以外の組織から体液を採取するために用いることができるとい
う事実をユーザに伝える。他のシンボルまたはアイコンを用いることができる。また、目
標しるし３７６は、ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６上に配置することがで
き、その結果、ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６がランシング装置１０２を
指モードに切り替えるように回転するとき、目標しるし３７６はＡＳＴモード・アクチュ
エータ開口２０２を通して目に見える。また、一方はＡＳＴモードを示し、他方は指モー
ドを示す２つの目標しるしを用いることができる。また、２つの目標しるしを、ハウジン
グ上に配置することができる。
【００８７】
　図３８～４４を参照して、レシーバ１７０を説明する。
　後述するように、レシーバ１７０は、ランセットスリーブ１３０を取り外し可能に係合
するスリーブ係合部として働く。レシーバ１７０は、ＡＳＴモード・アクチュエータ・リ
ング１１６に連結され、ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６の運動に応答して
スリーブ１３０を動かすように構成される。レシーバ１７０は、一般には、管状であり、
図４０に示すように、ランセット１０４を受けるようにサイズ設定され構成された細長い
内室３８１を画定する円筒状レシーバ本体３８０を有する構造である。細長いスロット２
２２は、レシーバ１７０の下側の長手方向の範囲を延びる。
【００８８】
　図３８を参照すると、カムトレール３６８および３７０は、レシーバ本体３８０の左右
の外側まで切断されている。レシーバ本体３８０の左側のカムトレール３６８は、レシー
バ本体３８０の左の外側の前方上方の部分から、レシーバ本体３８０の左の外側の下方後
方の部分まで、垂直から４５度の角度で延びる。この角度は、線形変換に対する角回転の
比率を決定し、異なる移動量を達成するために変更可能である。
　カムトレール３７０は、カムトレール３６８と相補的で、レシーバ本体３８０の右の外
側の前方下方の部分から、レシーバ本体３８０の右の外側の上方後方の部分まで、垂直か
ら４５度の角度で延びる。
【００８９】
　ＡＳＴモード・アクチュエータは、図３６に示すように、ボス３６４および３６６が、
それぞれカムトレール３６８および３７０に挿入されるように、レシーバ１７０のレシー
バ本体３８０の周囲で把持される。ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６が右方
に回転する（すなわち、ランシング装置１０２の後部からＡＳＴモード・アクチュエータ
・リングを見たとき、時計回りに）につれて、ボス３６４および３６６は、レシーバ１７
０（従って、ランセットスリーブ１３０）をＡＳＴモード位置（図３３）まで軸方向後方
に駆動する。ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６が左方に回転する（すなわち
、ランシング装置１０２の後部からＡＳＴモード・アクチュエータ・リングを見たとき、
反時計回りに）につれて、ボス３６４および３６６は、レシーバ１７０（従って、ランセ
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ットスリーブ１３０）を指モード位置（図３４参照）まで軸方向後方に駆動する。ランセ
ット本体１２２は、レシーバ１７０がランセットスリーブ１３０を軸方向に摺動させると
き、ランセット本体１２２が動かないようにランセットキャリア２０８に係合される。
【００９０】
　レシーバ本体３８０の前方端部から延びているものは、一対の上下ガイドフィン３８２
および３８４、および一対の横方向フィン３８６および３８８である。下ガイドフィン３
８４は、スロット２２２によって長手方向に二つに分けられる。図４２の正面図に最も分
かりやすく示すように、フィン３８２～３８８はそれぞれの縦軸の周りでカーブし、レシ
ーバ本体３８０の主軸の周りの円周の一部を画定する。
【００９１】
　ランセット１０４がレシーバ１７０に完全に挿入されると、スリーブ１３０は、上下ガ
イドフィン３８２、３８４および横方向フィン３８６、３８８によって画定される閉鎖部
に配置され、スリーブ１３０の後端部１５２は、図１８の断面図内のレシーバ１７０の細
長い内室３８１内に形成されたバックストップ３８９（図３９）に当接する。この構成で
は、ランセット本体１２２は、細長い内室３８１を通って完全に延び、ランセット本体１
２２の円錐後端部１３６がレシーバ１７０の後端部から延びて、ランセットキャリア２０
８によって係合される。
【００９２】
　上下ガイドフィン３８２および３８４の後端部の補強具３９０は、フィン３８２および
３８４をガイドし、ハウジング内にレシーバを整列配置するために剛性を与える。横方向
フィン３８６および３８８は、補強具を持たず、横方向の力に応答して柔軟性を有するよ
うに十分に薄い。
【００９３】
　横方向フィン３８６および３８８の前部先端部は、対向して内部に突出したスナップ３
９２を有する。横方向フィン３８６および３８８がリラックスした状態（すなわち、外側
に撓曲されていない）にあるとき、スナップ３９２間の距離は、スリーブ１３０の環状フ
ランジ１６４の直径よりわずかに小さい。ランセット１０４がレシーバ１７０に挿入され
ると、環状フランジ１６４はスナップ３９２に当接する。スナップ３９２に対向する環状
フランジ１６４の継続的な挿入は、横方向フィン３８６および３８８をわずかに離して撓
曲させ、細長い内室３８１内への環状フランジ１６４の通過が可能になる。
【００９４】
　一旦、環状フランジ１６４がスナップ３９２の隙間に入ると、図１８で最も分かるよう
に、横方向フィン３８６および３８８（離れて押されている）は、スナップ３９２を環状
フランジ１６４の前側の取付ショルダ１６６と把持係合させる。レシーバ１７０およびラ
ンセットスリーブ１３０を連結する他の適切な手段を用いることができる。
　細長い内室３８１は、ランセットスリーブ１３０およびランセット本体１２２の外部輪
郭との係合に適合するように構成される。図３９の切欠斜視図に示すように、レシーバ本
体３８０は、前方内部部分４００および後方内部部分４０２を有する。
【００９５】
　レシーバ本体３８０の前方内部部分４００は、スリーブ１３０の後部１５８を収容する
ために十分に広い径を有する。前方内部部分４００は、垂直平面を有する横ガイド壁４０
４ａと、水平平面を有する上ガイド壁４０４ｂとを有し、上ガイド壁４０４ｂは、細長い
内室３８１の上方右側部分でガイド壁４０４ａと９０°の交差部４０５を形成する。
図４２は、レシーバ１７０の正面図であり、ランセットスリーブ１３０の断面図をかくれ
線で示す。ランセットスリーブ１３０がレシーバ１７０に挿入されるとき（ランシング装
置１０２に挿入されるときのユーザの手の中のランセット１０４のランダムな方向に依存
して）、平面１７２ｃまたは１７２ｆ（図１５を参照）のうちのいずれか１つは、ガイド
壁４０４ａに対向して同一平面にある。また、隣接する平面１７２ｄまたは１７２ａは（
また、ランシング装置１０２を挿入するときのランセット１０４の方向に依存して）、ガ
イド壁４０４ｂに対向して同一平面にある。その結果、図４２に示すように、平面１７２
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ｃおよび１７２ｄ（または場合によっては、１７２ｆおよび１７２ａ）の交差部は、交差
部４０５との係合に適合するように整列配置される。
【００９６】
　一対のガイド壁４０４ｃおよび４０４ｄは、一対の平面１７２（ガイド壁４０４ａおよ
び４０４ｂによって係合される対向する一対の平面である）を係合するために、細長い内
室３８１の下部の左側部分に設けることができる。図４２では、平面１７２の１つの壁４
０４との係合は、ランセット全体を垂直方向から４５度に回転させることが分かる。
　図３９および４１で分かるように、レシーバ本体３８０の後方内部部分４０２は、ラン
セット本体１２２を収容するためにサイズ設定されたダイヤモンド形の断面積を有し、後
部ガイド壁４０８を有する。後方内部部分４０２は、前方内部部分４００より狭い。
【００９７】
　ランセット１０４がユーザによって最初にレシーバ１７０に挿入されるとき、スリーブ
１３０はその拡張保護位置にあり、ロック部材のウイング１３２ａ、１３２ｂは、スリー
ブ１３０を係合するために拡張構成であり、スリーブ１３０がランセット本体１２２の後
端部の方へ摺動するのを防止する（図５に示すように）。
【００９８】
　ランセット１０４のレシーバ１７０への挿入の際、ランセット本体の後半分は、レシー
バの後方内部部分４０２を通って容易に摺動する。ウイング１３２ａ、１３２ｂが後方内
部部分４０２に入るにつれて、図４１に最もよく示すように、ウイング１３２ａ、１３２
ｂは、ガイド壁４０８間の幅を制限することによってウイングウェル１４２ａ、１４２ｂ
にすなわち格納構成に折り畳まれる。
【００９９】
　ランセット１０４がランシング装置１０２に完全に挿入されるとき、スリーブ１３０は
スナップ３９２（スリーブの前端部１５０で）およびバックストップ３８９（スリーブの
後端部１５２で）によってレシーバ１７０に固定される。このように、レシーバ１７０の
軸方向移動は、スリーブ１３０を、指モード位置（図３１および３３に示す）からＡＳＴ
モード位置（図３２および３４に示す）まで、穿刺開口１１０に対して軸方向に摺動させ
、その一方で、ランセット本体１２２（および、そこに埋め込まれた針１１８）は、穿刺
開口１１０に対して同じ位置のままである。同時に、ランセット本体１２２は、ランセッ
トキャリア２０８のマウス２６０内に係合される。その結果、図３３および３４でランセ
ット本体１２２の位置を比較すると分かるように、レシーバがスリーブ１３０を前方およ
び後方に摺動させるにつれてランセット本体１２２が軸方向に移動することはない。
【０１００】
　ランセットスリーブ１３０がレシーバ１７０に完全に挿入されるとき、スリーブ１３０
の後端部１５２は、ランセットスリーブ１３０（従ってランセット本体１２２）がそれ以
上挿入されることができないようにレシーバ１７０のバックストップ３８９に影響を与え
る。このように、ランシング装置１０２がＡＳＴモードであるときのランセット１０４の
堅固な挿入は、ランセット本体１２２の円錐後端部１３６に、ランセットキャリア２０８
を図３０Ｃに示すコッキング位置まで後方に駆動させる。最初の発射の後、ランシング装
置は、図３０Ｂについて上述したように、コッキングハンドルを引くことによって再コッ
キング可能になる。
【０１０１】
　ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６およびレシーバ１７０が共に、スリーブ
１３０を取り外し可能に係合するアクチュエータとして機能し、ユーザがハウジング１０
６およびランセット針１１８に対してスリーブ１３０を選択的に動かすことを可能にする
ことが分かる。この機能を達成するために、本発明の範囲内で他の機構を使用することが
できる。
　例えば、図４８および４９を参照すると、回転可能なＡＳＴモード・アクチュエータ・
リング１１６の代わりに、キャップ１０８内のスロット４８０を通って延びるフィンガ４
７０を有する線形スイッチ４６０を設けることができる。スロット４８０はハウジング１



(42) JP 2009-539570 A 2009.11.19

10

20

30

40

50

０６の縦軸に平行とすることができ、フィンガ４７０は、ユーザによるフィンガ４７０の
軸方向運動がスリーブ１３０の対応する軸方向運動を駆動するようにレシーバに連結され
ることができる。また、レシーバ１７０の代わりに、スリーブ１３０を取り外し可能に把
持するための異なる構造を用いることができる。例えば、フィンガ４７０の端部は、環状
フランジ１６４の周囲でスリーブ１３０を把持する一対のタイン４９０を有することがで
きる。これにより、フィンガ４７０の軸方向運動をスリーブ１３０の対応する軸方向移動
に変換することができる。また、レシーバ１７０の内室３８１は、摩擦に適合したスリー
ブ１３０を保持するようにサイズ設定されることができる。
【０１０２】
　また、ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６およびレシーバが一緒に直接連結
されると共に、それらがまた、本発明の目的のために、一つ以上の中間部品によって効果
的に連結することができることに注意すべきである。
排出スライドおよび排出アクチュエータ
【０１０３】
　図４５および４６Ａ～４６Ｄを参照して、排出スライド１１５および排出アクチュエー
タ１２１の構造および動作を説明する。
　排出スライド１１５は、ハウジング１０６の外部のユーザ作動機構である。排出スライ
ド１１５の機能（排出アクチュエータ１２１と連動して）は、例えば使用後に、ランセッ
ト１０４をランシング装置１０２から排出することである。
【０１０４】
　排出アクチュエータ１２１は、ハウジング１０６の中に摺動可能に取り付けられ、上面
４２２を有する細長い主本体部４２０を備える。フィンガ４２４は、主本体部４２０の前
端部近傍の上面４２２から、細長いスロット２２２を通ってレシーバ１７０の下側まで延
びる。ここで、フィンガ４２４は、図１８に最もよく示すように、排出ショルダ１６８の
後部にあり、排出ショルダ１６８の最下部と同じ高さである。また、フィンガ４２４は、
スリーブ１３０の他の部分、例えばその後端部１５２を係合することができる。後述する
ように、フィンガ４２４は、ランセット１０４をランシング装置１０２から排出するラン
セットスリーブを係合する。２つの舌４２６は横方向に、および主本体部４２０の下側か
ら反対の方向に延びる。
　舌４２６の各々は、ハウジング１０６の横壁に形成された細長いスロット２４０の隣接
するものを通って延び、排出アクチュエータ１２１が細長いスロット２４０に沿って軸方
向に前後に摺動することを可能にするが、さもなければ排出アクチュエータ１２１の横方
向運動または垂直運動を妨げる。
【０１０５】
　舌４２６は、スロット２４０を通って突出し、排出スライド１１５の内部側に形成され
たウェル４３０に受けられる。舌４２６は、接着剤、スナップ係合、または他の適切な手
段によって、ウェル４３０内に取り付けることができる。このように、排出スライド１１
５は、一方の運動が他方の運動を引き起こすように、排出アクチュエータ１２１に連結さ
れる。
【０１０６】
　ランシング動作の間、排出スライド１１５および排出アクチュエータ１１２１は、それ
らの最後尾の休止位置にある。ランセット１０４を排出するために、ユーザは排出スライ
ド１１５を、その休止位置から穿刺開口１１０の方へ前方に摺動させる。これは、順次、
排出アクチュエータ１２１をハウジング内で摺動させ、後述するようにランセット１０４
を係合して排出させる。ランセット１０４の予想外の排出を回避するために、それらの最
後方の位置で排出スライド１１５および排出アクチュエータ１２１を付勢するばねまたは
他の付勢装置（図示せず）を設けることができる。
【０１０７】
　排出アクチュエータ１２１は、主本体部４２０の上面とランセットキャリア２０８の下
顎２６４との間に配置されるロック部材４３２と連動して動作する。ロック部材４３２の
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機能は、ランセットスリーブ１３０が排出アクチュエータ１２１によって完全に延びるま
で、ランセットキャリア２０８の上下の顎２６２、２６４からのランセット本体１２２の
解放を抑制することである。
【０１０８】
　ロック部材４３２は、上面４３６および下面４３８を有する細長い本体４３４を有する
。その前端部４４０近傍では、細長い本体４３４は、上方対向バー４４２と、下方対向凸
面４４４とを形成する。その後端部では、細長い本体４３４が、ピボット４４６によって
ランセットキャリア２０８に旋回可能に取り付けられて細長い本体４３４がこのピボット
の周りを回転し、その前端部４４０は、ランセットキャリア２０８の下顎２６４に対して
上下動する。
【０１０９】
　ロック部材４３２が排出アクチュエータ１２１の上面４２２で休止するように、ロック
部材４３２は排出アクチュエータ１２１と平行に重ね合せで整列配置される。上面４２２
は、ロック部材４３２の下方対向凸面４４４を保持するように、サイズ設定されて成型さ
れた上方対向凹部４５０を有する。排出アクチュエータ１２１が、その最後方位置にある
とき、凸面４４４は凹部４５０内で整列配置され休止する。この位置では、バー４４２は
、下顎２６４から外れている。
【０１１０】
　図４６Ａ～４６Ｄに、排出スライド１１５および排出アクチュエータ１２１の動作を例
示する。
　ランセット１０４の挿入およびランシング装置１０２の動作の後、排出スライド１１５
および排出アクチュエータ１２１は、図４６Ａに示すように、最後尾の休止位置にある。
ランセット１０４を排出するために、ユーザは、排出スライド１１５を穿刺開口１１０の
方へ前方に摺動させる。結果として生じた排出アクチュエータ１２１の摺動動作は、フィ
ンガ４２４をレシーバ１７０のスロット２２２を通って前方に移動させる。
【０１１１】
　図４６Ｂを参照すると、排出アクチュエータスライド１１５が前方に摺動するにつれて
、ロック部材４３２の凸面４４４は、凹部４５０の外側で排出アクチュエータ１２１の上
面４２２上を摺動する。その結果、バー４４２は、上方に押されて下顎２６４の下側と係
合し、ランセット本体１２２のネック１３８の周りで固定されたままである下顎２６４を
動かす。いうまでもなく、スリーブ１３０を所望の拡張位置まで摺動させるために（これ
により、鋭い先端部１２０を保護する）、ランセット本体１２２およびランセットキャリ
ア２０８が静止したままにすることは有用である。
【０１１２】
　しかしながら、ランセットスリーブ１３０が前進するにつれて、スリーブ１３０がラン
セット本体１２２を軸方向に摺動するときの摩擦によりスリーブ１３０がランセット本体
１２２上に力を作用させることができる。この力は、ランセットキャリア２０８から、ス
リーブ１３０と一緒にランセット本体１２２を引っ張る傾向があり、これにより、スリー
ブ１３０がランセット本体１２２に対して完全に延びることを防止する。ランセット本体
１２２がランセットキャリア２０８によって係合されたままの場合であっても、ランセッ
ト１０４上の前方推進力は、ランセットキャリア２０８を前方に動かすことができる。ロ
ック部材４３２は、ランセット本体１２２の上下顎２６２、２６４からの解放を抑制する
。このように、ランセットスリーブがフィンガ４２４によって前方に押されながらランセ
ット本体を静止した状態に保つ。同時に、ロック部材４３２は、ランセットキャリア２０
８の前方運動を妨害する。
【０１１３】
　ユーザが排出スライド１１５を前に摺動させ続けるにつれて、フィンガ４２４はレシー
バ１７０内をスロット２２２を通って移動し、最終的には、フィンガ４２４は、ランセッ
トスリーブ１３０の環状フランジ１６４に形成された排出ショルダ１６８を係合する（排
出ショルダ１６８のより詳細な図についても、図１０を参照）。排出アクチュエータ１２
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１の継続的な前方移動は、フィンガ４２４にランセットスリーブ１３０をランセット本体
１２２にわたって軸方向に摺動させ、最終的には、スリーブ１３０は、拡張保護位置内で
鋭い先端部１２０を囲む。
【０１１４】
　図４６Ｃを参照すると、排出アクチュエータ１２１がランセット本体１２２に対してス
リーブ１３０をその最前方位置まで押したとき、ランセット本体１２２のガイドリブ１３
４は、スリーブ１３０の内室１５４の内部の溝１８０の端部でバックネット１８２を係合
する。排出アクチュエータ１２１によるスリーブ１３０の更なる移動は、ランセット本体
１２２がランセットキャリア２０８の顎２６２、２６４から引き抜かれることが必要であ
る。排出アクチュエータ１２１の前方移動におけるこの同じ位置で、ロック部材４３２の
凸面４４４は、上面４２２の端部に達し、排出アクチュエータ１２１の後端部を脱落させ
る。この動きによって、バー４４２が下顎２６４の下に落ちることが可能になり、下顎２
６４がランセット本体１２２の動きに応答して開くことが可能になる。
【０１１５】
　図４６Ｄを参照すると、排出アクチュエータ１２１の継続的な移動が、ランセットスリ
ーブ１３０およびランセット本体１２２を前方に押すとき、ランセット本体１２２上のウ
イング１３２ａ、１３２ｂは、レシーバ１７０の後方内部部分４０２から前方内部部分４
００まで摺動する。より広い前方内部部分４００においては、ウイング１３２ａ、１３２
ｂ（ウイングウェル１４３ａ、１４２ｂに折り畳まれている）は、レシーバ１７０の後部
ガイド壁４０８によってもはや変形せず、抑制される。従って、ウイング１３２ａ、１３
２ｂは、フラップアウトして拡張Ｖ型構成となる（図５を参照）。この拡張Ｖ型構成にお
いては、ウイング１３２ａ、１３２ｂは係合し、スリーブ１３０が後方への軸方向移動、
およびこれによる鋭い先端部１２０の露出を防止する。
【０１１６】
　排出スライド１２１がその完全な前方位置まで移動すると、フィンガ４２４は、その前
部１５６がキャップ１０８の穿刺開口１１０を通って突出するように、スリーブ１３０を
押し出す。ここで、ユーザは突出している前部１５６を係合して、ランセット１０４をラ
ンシング装置１０２から引き抜くことができる。スリーブ１３０は、針の鋭い先端部を囲
むように延びているので、ユーザが除去のためにランセット１０４を把持する際、自分自
身を刺すことはありそうもない。ランセット１０４はまた、ユーザにランセット１０４に
全く触らせないで、ランシング装置１０２から脱落されることもできる。
【０１１７】
　図４７Ａおよび４７Ｂは、ランシング装置１０２の他の実施形態を示す。このランシン
グ装置１０２は、ユーザの快適さを改善し、ランシング切開の部位から血液をしぼり出し
、装置を皮膚上で安定させるための追加の装置を有する皮膚係合キャップ５００を有する
。
　キャップ５００は、穿刺開口５０２を有し、穿刺開口５０２は、この場合、拡大した中
心部５０４によって拡張されることができる。
　キャップ５００は、不透明とすることができる剛性ベース５０６と、電気滴定材料から
構成され、透明とすることができる皮膚係合カバー５０８とを備える。複数の小さいバン
プ１０は、穿刺開口５０２の周りに配置され、片持ち梁として働く上方に延びるアーム５
上に取り付けられる。アーム５１２は、尾根状のベース５０６に取り付けられ、アーム５
１２の一部がカバーを越えて延びるように、電気滴定カバー５０８を通る角度で（図示す
るように）上方に延びることができる。
【０１１８】
　バンプ５１０がユーザの皮膚に対向して押圧されると、アーム５１２はバンプ５１０が
キャップ５００の方へ移動することができるように可撓性がある。バンプ５１０がキャッ
プ５００の方へ進むとき、それらは穿刺開口５０２に近接して切開部位の近傍に血液を集
中させる。電気滴定カバー５０８は、バンプ５１０の運動を隣接する皮膚まで拡大するの
と同様に、皮膚に適合性（compliance）を与えるのに役立つ。アーム５１２は、ストップ
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、またはバンプ５１０の内側の動きを制限する他の適切な機構（図死せず）を有すること
ができる。このことは、ランシング深さをより予測可能にし、ユーザの皮膚に加わる力に
あまり依存しないことを可能にする。
深さ調整のための追加の実施形態
【０１１９】
　図５０Ａおよび５０Ｂに、鋭い先端部１２０の浸入深さを調整する他の実施形態を例示
する。
　本実施形態においては、上述したように、スリーブ１３０は、ＡＳＴモード・アクチュ
エータ・リング１１６およびレシーバ１７０の運動によって、キャップ１０８の前端部を
通って摺動する。しかしながら、ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６が回転す
るとき、レシーバ１７０のカムトレール３６８および３７０は、レシーバ１７０がキャッ
プ１０８の方へより大きな距離を移動できるように切断される。このように、スリーブ１
３０の前端部１５０は穿刺開口１１０を通って延び、図５０Ｂに示すように、穿刺開口１
１０の平面から距離「ｄ」ほど突出する皮膚係合面５１４を与える。
【０１２０】
　スリーブ１５０は穿刺開口１１０を越えて延びるので、スリーブ１５０は、ユーザの指
を針１１８から離して間隔をおいて配置し、ユーザの皮膚に進入するために露出される鋭
い先端部１２０の長さを距離「ｄ」だけ小さくする。スリーブ１３０がさらに外に延ばさ
れると、鋭い先端部１２０がユーザの皮膚を進入する距離はより小さくなる。
【０１２１】
　図５０Ａおよび５Ｂを参照すると、スリーブ１３０はレシーバ１７０によって保持され
る。レシーバ１７０は、順次、ＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６によってカ
ムのような方法で制御される。穿刺開口１１０に対してスリーブ１３０の位置を調整する
ために、ユーザはＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６を回転させる。ＡＳＴモ
ード・アクチュエータ・リング１１６は、キャップ１０８の皮膚係合面２５４の方へ、ま
たは、離れて軸方向にレシーバ１７０（従って、ランセットスリーブ１３０）を駆動する
（ユーザがＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６をどの方向に回転させるかに依
存して）。アクチュエータ・リング１１６は、ユーザ操作可能なスイッチまたは制御とし
て動作でき、スリーブ１３０が穿刺開口１１０を越えて延びる第１の位置と、スリーブ１
３０が穿刺開口１１０から引っ込められる第２の位置（例えば図３３を参照）との間でス
リーブ１３０を動かすことによって浸入深さを調整する、その結果、ランシング装置１０
２の発射前にキャップ１０８がユーザと接触して配置されるとき、スリーブ１３０はユー
ザの皮膚にもはや影響を与えないようにすることができることが分かる。例えば、ＡＳＴ
モード・アクチュエータ・リングは第３の位置まで回転されることもできる。ここで、ス
リーブ１３０は開口１１０を超えて距離ｄと同じかより大きい距離ほど延びる。
ＡＳＴモード・アクチュエータ・リングを選択的に位置決めすることによって、ユーザは
、所望の深さの進入レベルを達成することができる。
　ユーザが所望の位置を選択することを補助するために、へこみおよび目標しるしを、Ａ
ＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６に設けることができる。
ランシング装置の追加の実施形態
【０１２２】
　図５１を参照すると、ランシングシステム１００の他の実施形態は、ランシング装置１
０２´と、ランセット１０４のようなランセットを備える。
　ランシング装置１０２´は、ランシング装置１０２と構造および動作の点で同様であり
、それらの異なる特徴のみ詳細に説明する。
　ランシング装置１０２´は、ユーザによって操作され、診断目的などのために、身体部
分から血液または他の体液の試料を採取する。ランシング装置１０２´は、穿刺開口１１
０´を有する皮膚係合キャップ１０８´を有するハウジング１０６´と、内部発射機構（
後述する）をコッキングするために用いられるコッキングハンドル１１２´とを備える。
コッキングハンドル１１２´は、Ｌ字状のコッキングフック３１６´を終端とするハウジ
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ング１０６´の内部に延びる細長いロッド３１４´を備える。
【０１２３】
　ランシング装置もまた、ハウジング１０６´内のトリガー開口２０３´を通って突出す
るトリガーボタン５２３を有するトリガーアセンブリ５１５を備える。排出スライド５１
９は、使用後に、ランシング装置１０２´からランセット１０４を排出するために設けら
れる。ハウジング１０６´は、右半分部および左半分部２０４´および２０６´をそれぞ
れ有する。
　アクチュエータ・リング１１６およびレシーバ１７０に対して実質的に上述したように
、レシーバ１７０´と作動するＡＳＴモード・アクチュエータ・リング１１６´が設けら
れている。
【０１２４】
　キャリッジアセンブリ５１７は、穿刺開口１１０´の方におよび離れて軸方向移動を摺
動するためのハウジング１０６´内に配置される。キャリッジアセンブリ５１７に含まれ
ているものは、ランセット１０４を係合する摺動可能なランセットキャリア２０８´と、
ユーザの皮膚または他の身体組織を穿刺するためにランセット１０４を駆動するために、
ランセットキャリア２０８´を穿刺開口１１０´の方へ推進する駆動ばね２１０´とを備
える。また、キャリッジアセンブリ５１７に含まれるものは、穿刺後に、ランセット１０
４をユーザの皮膚から回収するために、ランセットキャリア２０８´を後方に推進する復
帰ばね２１２´である。必要に応じて、ランシング装置１０２´は、コイルばね、板ばね
、および電気機械または電磁駆動などの他の駆動機構、あるいは、ランセットキャリア２
０８´をハウジング１０６´内で軸方向に推進する公知技術の他の適切な機構を具備する
こともできる。
【０１２５】
　ランシング装置１０２´は、キャリッジアセンブリ５１７と協働して動作する深さ調整
装置５２１を備える。後述するように、ユーザによる深さ調整装置５２１の回転は、ラン
シング装置１０２´が発射されるとき、ランセット１０４の浸入深さを調整するために、
キャリッジアセンブリ５１７をハウジング１０６´内で軸方向に摺動させる。
排出スライドおよび排出アクチュエータ
【０１２６】
　図５２および５３に、排出アクチュエータ５１６および排出スライド５１９（図５１に
示される）の構造および動作を示す。排出アクチュエータ５１６および排出スライド５１
９の構造および動作は、実質的には、上述した排出アクチュエータ１２１および排出スラ
イド１１５と同様である。
【０１２７】
　排出アクチュエータ５１６は、ハウジング１０６´内に摺動可能に取り付けられ、主本
体部の長手方向延長部に沿ってそこから上方へ延びているスパイラル５２０を有する細長
い主本体部５１８を備える。スパイラル５２０はフィンガ５２２を有し、フィンガ５２２
の構造および機能は上述したフィンガ４２４と同様である。排出アクチュエータ５１６は
、ロック部材５２４（前述の実施形態で説明したロック部材４３２の代わりに用いられる
）と連動して作動する。
【０１２８】
　ランセット１０４（図５２および５３には図示せず）を排出するために、ユーザは、穿
刺開口１１０´の方へ前方に排出スライド（図５２および５３には図示せず）を摺動させ
る。これは、図４５～４６について上述したように、順次、ハウジング内で排出アクチュ
エータ５１６を摺動させ、ランセット１０４を係合して排出する。排出アクチュエータ５
１６は、後述するように、排出アクチュエータ５１６の動作の際、ランセットキャリア２
０８´の運動を抑制するために、ロック部材５２４と連動して作動する。
【０１２９】
　図５４～５９を参照して、ロック部材５２４を説明する。
　ロック部材５２４はシリンダ５２６を有し、シリンダ５２６から上アーム５２８および
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下アーム５３０を延ばしている。上アーム５２８は、その遠位先端部近傍に当接面５３２
を画定する。下アーム５３０は、その遠位端部近傍に前面５３４および後面５３６を画定
する。
【０１３０】
　図５２Ａを参照すると、シリンダ５２６は、その主軸の周りを回転できるようにハウジ
ングに取りつけられる。
　下アーム５３０は、シリンダ５２６から延び、排出アクチュエータがその後方の「休止
の」位置にあるときに、その遠位端部は、排出アクチュエータ５１６のスパイラル５２０
内のノッチ５３８まで延びる。ノッチ５３８は、図５２Ｂ、５３Ｂに最もよく示すように
、前壁５４０および後面５４２を画定する。
　図５３Ａの平面図に示すように、この「開」構造では、上アーム５２８は、ランセット
キャリア２０８´上の係合ボス２８０´から離れている。したがって、ロック部材５２４
は、この構造においては、ランセットキャリア２０８´の前方軸方向運動を妨げる。
【０１３１】
　排出アクチュエータ５１６が前方に摺動する（図５２Ａおよび５３Ａの矢印Ａの方向に
）につれて、ノッチ５３８の後壁５４２は、下アーム５３０の後面５３６に影響を与え、
ランシング装置１０２´の中央軸線から離隔している下アーム５３０を駆動し、図５２Ｂ
および５３Ｂに示すように、ロック部材５２４に円筒状主本体部５２６の周りを時計回り
の方向Ｄ（図５３Ｂ）に旋回させ、上アーム５２８をランセットキャリア２０８´上の駆
動ばね係合ボス２８０´の前部に隣接する位置に揺動させる。
　図５３Ｂで最もよく分かるように、この「閉」構造では、上アーム５２８の当接面５３
２は、ランセットキャリア２０８´の前方移動を妨害するためのブロッキング係合の際、
駆動ばね係合ボス２８０´に当接する。
【０１３２】
　図４５～４６の実施形態と同様に、排出アクチュエータ５１６は、ランセット１０４を
排出するスリーブ１３０を係合する。排出アクチュエータ５１６がスリーブを前方にその
拡張位置の方に押し出すにつれて、ランセット本体１２２は、上述した顎２６２および２
６４に構造が同じ一対の顎によってランセットキャリア２０８´に保持される。ランセッ
トスリーブ１３０が前進するにつれて、スリーブ１３０がランセット本体１２２を軸方向
摺動するときの摩擦により、スリーブ１３０はランセット本体１２２上に力を作用させる
ことができる。この力は、ランセット本体１２２をスリーブ１３０とともにランセットキ
ャリア２０８´から引き出す傾向がある。これにより、スリーブ１３０がランセット本体
１２２に対して完全に延びるのを防止する。ランセットスリーブ１３０が前方に押し出さ
れるとき、ランセット本体１２２の除去を防止するために、ランセットキャリア２０８´
上の顎のスナップ閉鎖を十分固くすることができる。しかしながら、ランセット本体１２
２上にかけられた推進力は、ランセットキャリア２０８´に伝えられ、その後、移動する
傾向がある。
【０１３３】
　閉位置においては、図５２Ｂおよび５３Ｂに示すように、ロック部材５２４は、ランセ
ットキャリア２０８´の前方移動を防止するためにランセットキャリア２０８´から延び
ているボス２８０´を係合する。排出アクチュエータ５１６が前進し続けるにつれて、下
アーム５３０の遠位端部はノッチ５３８から押し出され、スパイラル５２０の側壁５４４
に当接し、図５２Ａに示すその開位置までロック部材の回転を妨げる。
　ランセット１０４が排出された後、排出アクチュエータ５１６は、図５２Ａおよび５３
Ａに示すように、その後方の休止位置まで戻る。
排出アクチュエータ５１６がその後方の休止位置まで戻るにつれて、前壁５４０は下アー
ム５３０を後方に押し出し、図５２Ａおよび５３Ａに示す開構造までロック部材をその円
筒形本体５２６の周りで旋回させる。
【０１３４】
　ロック部材５２４がその閉構造にあるときに、ランセットキャリア２０８´によってロ
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ック部材５２４に作用する力のほぼ全てが、円筒形本体５２６を介してハウジング１０６
´に送られ、そのハウジング１０６´とのインタフェースはベアリング面（bearing face
）として働き、これは、ロック部材５２４がその閉構造にある間変化しない。他のベアリ
ング面を同様にして設けることができ（排出アクチュエータ５１６から離して）、ランセ
ットキャリア２０８´によって作用する力のほぼ全てを、所望の割合でこれらベアリング
面の間に分配されることができる。
【０１３５】
　さらに、上アーム´５２８上のランセットキャリア２０６´の前方推進力は、矢印Ｄの
時計回り方向に（図５３Ｂに示すように）回転し続けるようにロック部材５２４を動かし
て上アーム５２８を動かす。これは、下アーム５３０を介して排出アクチュエータ５１６
上へ向けられた力を減らすか除去することができ、これにより、排出アクチュエータ５１
６が下アーム５３０を通過して前進するとき、ロック部材５２４の下アーム５３０と排出
アクチュエータ５１６の側壁５４４との間の摩擦を順次減らすことになる。
　図５３Ｂを参照すると、上アーム５２８´はシリンダ５２６の周りを時計回りの方向に
十分距離を置いて回転するので、ランセットキャリア２０６´の前方推進力は、ロック部
材５２４を矢印Ｄの時計回りの方向に回転するよう動かすことが知られている。
【０１３６】
　排出アクチュエータ５１６´およびロック部材５２４´の形態の他の実施形態を、図５
９Ａおよび５９Ｂに例示する。排出アクチュエータ５１６´およびロック部材５２４´は
、実質的には、排出アクチュエータ５１６およびロック部材５２４について上述したよう
に動作する。排出アクチュエータ５１６´は、ハウジング１０６´内に摺動可能に取り付
けられ、細長い主本体部５１８´を有する。
　ロック部材５２４´はシリンダ５２６´を有し、シリンダ５２６´から上アーム５２８
´および下アーム５３０´が延びる。上アーム５２８´は、その遠位先端部近傍に当接面
５３２´を画定する。下アーム５３０´は、その遠位端部近傍に前面５３４´および後面
５３６´を画定する。
【０１３７】
　下アーム５３０´は、その遠位端部が細長い主本体部５１８´のノッチ５３８´まで延
びるようにシリンダ５２６´から延びる。ノッチ５３８´は、図５９Ｂに最もよく示すよ
うに、前壁５４０´および後壁５４２´を画定する。係合アクチュエータ５１６´が前方
に移動するとき、シリンダ５２６´の周囲の下アーム５３０´の回転を容易にするには、
後壁５４２´および後面５３６´は、対応する凸型の輪郭面を有する。
【０１３８】
　図５９Ａを参照すると、ランセットキャリア２０８´は、上アーム５２８´の当接面５
３２´を係合するために前方に突出する突起５４５を有する。突起５４５の前端部は、Ｖ
型の輪郭を画定する斜角を付けられた前面５４６を有する。当接面５３２´は、ランセッ
トキャリア２０８´の前方移動がロック部材５２４´をシリンダ５２６´の周りを矢印Ｅ
の方向に回転させるように係合面に対して先細りになっている。これにより、下アーム５
３０´を介して排出アクチュエータ５１６´にかけられた力が減少しあるいは除去するこ
とができる。このことは、排出アクチュエータ５１６´が下アーム５３０´を通過して前
進するとき、ロック部材５２４´の下アーム５３０´と、排出アクチュエータ５１６´の
側壁５４４との間の摩擦を順次減らすことができる。
　必要に応じて、さらに、ロック部材５２４´を矢印Ｅの方向に回転させるように動かす
ばねのような付勢要素を含ませることができる。
【０１３９】
　図５９Ｃには、他の実施形態を、ロック部材５４７の形態で例示する。
　ロック部材５４７は、ガイドトラック５４９ａ、５４９ｂによってハウジング１０６´
（図５９Ｃには図示せず）に取り付けられ、ロック部材５４７がランセットキャリア２０
８´の前方移動を妨げない位置（図５９Ｇに示すように）と、ロック部材５４７がランセ
ットキャリア２０８´の前方移動を妨げる位置（図５９Ｄに示すように）との間で、ロッ
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ク部材５４７を矢印Ｆの方向に横方向に摺動させることができる。ロック部材５４７は、
ロック部材５４７および排出アクチュエータ５１６“の両方に旋回可能に取り付けられた
ロッド５４８によって、排出アクチュエータ５１６”に連結される。排出アクチュエータ
５１６“が、排出の際矢印Ｇの方向に前進するとき、ロッド５４８は、ロック部材５４７
を排出アクチュエータ５１６”から離して、ランセットキャリア２０８´との係合を妨げ
るように動かす。ロック部材５４７がランセットキャリア２０８´の前方移動を妨げると
き、ランセットキャリア２０８´によって加えられる前方への力のほぼ全ては、ガイドト
ラック５４９ａ、５４９ｂのベアリング面によって生じることができ、これにより、ラン
セットキャリア２０８´をロック部材５４７に十分近づけ、ロッド５４８にかけられるト
ルクを減らすかまたは除去することができることが注目される。
ランセット連動
【０１４０】
　図６０～７１に、連動部材５５４を例示する。
　連動部材５５４は、ランシング装置１０２´がコッキングされるとき、ランセット１０
４（図６１Ｃに示す）がランシング装置１０２´を動作可能に係合するために挿入される
ことを防止する。連動部材は、ランセットが、ランセットを使用するために動作可能な状
態で係合するのを防止する。この特徴は、ランセット１０４をランシング装置１０２´に
装填しながら、ユーザが自分自身を偶発的に刺すという可能性を減らす。
【０１４１】
　連動部材５５４は、トリガーアセンブリ５１５と協働する。ランシング装置１０２のコ
ッキング動作および発射動作に関連して、トリガーアセンブリ５１５は、図２７～３０に
示すトリガー１１４と実質的には同様に動作する。ランシング装置１０２´がコッキング
されるとき、トリガーアセンブリ５１５は、交互に上下動する方法で旋回し、トリガーボ
タン５２３は、上方へ移動して、ハウジング１０６´（図６０および６１のかくれ線で示
す）のトリガー開口２０３´を通って延びる。ランシング装置１０２´がコッキングされ
ていないとき、トリガーアセンブリ５１５は交互に上下動する方法で旋回し、トリガーボ
タン５２３は、下方へ移動する。
【０１４２】
　後述するように、トリガーボタン５２３は連動部材５５４に連結され、ランシング装置
１０２´がコッキングされるとき、発生するトリガーボタン５２３の上方移動は、連動部
材５５４に係合位置（図６０Ｂおよび６１Ｂに示す）に向かうように遥動させ、係合位置
では、連動部材５５４は、ランセット１０４のランシング装置１０２´への完全な挿入を
防止するために、ランセット１０４の挿入経路Ｐを妨害するか、あるいは経路内に差し込
まれる。
　ランシング装置１０２´がコッキングされていないとき、発生するトリガーボタン５２
３の下方移動は、連動部材５５４に非係合位置（図６０Ａおよび６１Ａに示す）に向かう
ように遥動させる。非係合位置では、連動部材５５４は、ランセット１０４のランシング
装置１０２´への挿入を妨げることはない。
【０１４３】
　図６２～６９に、連動部材５５４を例示する。
　連動部材５５４は、その前端部にブロック部材５５８と、その後端部に細長いシリンダ
５６０とを有する細長い主本体部５５６を備える。シリンダ５６０の主軸は、一般には、
主本体部５５６の主軸に対して垂直である。シリンダ５６０は、シリンダ５６０がその主
軸の周りで回転することができるようにハウジング１０６´に取り付けられる。シリンダ
５６０が回転するとき、連動部材５５４は、その係合位置と非係合位置との間を往復して
揺動する。
【０１４４】
　剛性のある片持ちばね５６２は、シリンダ５６０の中心を外れた後部から延び、主本体
部５５６から離れて間隔を置かれた遠位端部分５６３で終端する。片持ちばね５６２の遠
位端部分５６３は、片持ちばね５６２を撓曲させる位置でハウジング１０６´を係合し、
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連動部材５５４をシリンダ５６０の主軸の周りで回転させ、ブロック部材５５８をその係
合位置まで移動する。係合位置では、ブロック部材５５８の少なくとも一部がハウジング
１０６´の前端部とランセット保持アセンブリとの間に差し込まれ、ランセット１０４（
図６１Ｂを参照）の挿入経路Ｐを妨害することによってランセット１０４のハウジング１
０６´内への完全な挿入を妨げる。
【０１４５】
　図６２～６３および図６８～６９で最もよく分かるように、ブロック部材５５８は、２
つの前部対向面５６４および５６５を有する。面５６４および５６５は、その間の角度を
約１２０度で形成する。しかしながら、他の角度および構成を選択することができる。
　カム・フォロワ５６６は、主本体部５５６から上方へ延びる。
図６４に最もよく示すように、カム・フォロワ５６６は、垂直ベース部５６８と、垂直ベ
ース部５６８の上端部から延びている水平フィンガ部５７０とを有する。フィンガ部５７
０は、ボス５７２によって戴冠されている。
【０１４６】
　図６０Ａ、７０、および７１を参照すると、ランセット１０４がランシング装置１０２
´に挿入されないとき、トリガーボタン５２３および連動部材５５４の相互作用が、連動
部材５５４の位置を決定する。連動部材５５４は、トリガーボタン５２３に隣接するハウ
ジング１０６´内に配置される。トリガーボタン５２３は、図７０および７１に最もよく
示すように、カム・フォロワ５６６のフィンガ５７０を入れるために配置されたカムトレ
ール５７４を有する。カムトレール５７４内部には、ボス５７２が片持ちばね５６２の付
勢力によって係合する傾斜したカム面５７６がある。
【０１４７】
　カム面５７６の傾斜のため、トリガーボタン５２３の上方移動が、フィンガ５７０を、
挿入経路Ｐ（図６１Ｂおよび７１参照）の方へ矢印Ｃの方向に移動させる（片持ちばね５
６２の付勢力によって）。フィンガ５７０が矢印Ｃの方向に移動するとき、連動機構５５
４は、シリンダ５６０の周りを時計回りに（上から見たときに）回転する。これにより、
ブロック部材５５８がランセット１０４の挿入経路Ｐを妨害する係合位置までブロック部
材５５８を揺動させる（図６１Ｂ参照）。
【０１４８】
　同様に、トリガーボタン５２３の下方移動は、フィンガ５７０をランセット１０４の挿
入経路Ｐ（図６１Ａ参照）から離れた矢印Ｄの方向に移動させる。フィンガ５７０が矢印
Ｄの方向に移動すると、フィンガ５７０は片持ちばね５６２の付勢力を解消して連動機構
５５４を駆動し、シリンダ５６０の周りを反時計回り（上から見たときに）に回転させる
。これにより、ブロック部材５５８が挿入経路Ｐを妨害しない非係合位置までブロック部
材５５８を揺動させる（図６１Ａ参照）。
【０１４９】
　図６１Ａ～６１Ｃに、トリガーボタン５２３（かくれ線で示される）および連動部材５
５４の動作を例示する。
　図６１Ａに示すように、ランシング装置１０２´がコッキングされていないとき、トリ
ガーボタン５２３は下降した位置にあり、連動部材５５４の回転を非係合位置まで行わせ
る。ユーザは、ランセット１０４をランシング装置に挿入することができる。図６１Ｂに
示すように、ランシング装置、例えばコッキングハンドル１１２´を引くことによってコ
ッキングされているとき、トリガーボタン５２３は上昇した位置にあり、連動部材５５４
の回転を係合位置まで行わせる。係合位置では、ブロック部材５５８はランセット１０４
を挿入するための挿入経路Ｐを妨害する。連動部材５５４が係合位置にあるとき、ユーザ
はランセット１０４をランシング装置１０２´に完全に挿入することはできない。
【０１５０】
　図６１Ｃに示すように、ランシング装置がコッキングされていないときに、ランセット
１０４がランシング装置１０２´に挿入され、その後、続いてランセット装置がコッキン
グされる場合、発生するトリガーボタン５２３の上昇は、連動部材５５４がランセット１
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０４の挿入経路Ｐを妨害するその係合位置まで揺動させることを可能にする。
　しかしながら、ランセット１０４をすでに挿入している場合（図６１Ｃに示すように）
、ブロッキング部材５５８は、ランセット本体１２２の側面に当接するだけである。
【０１５１】
　上述したランセット連動は、例えば摺動可能なロック手段（slidable locking means）
またはプッシュタブロック手段（push tab locking means）を有する、他のいかなる適切
な連動手段でもあってもよいことはいうまでもない。さらに、連動部材５５４の移動を他
の適切な装置によって作動することができ、このような装置の例はトリガーボタン５２３
に限定されることがないこともいうまでもない。例えば、ランセットキャリア２０８がそ
のコッキングされた位置から移動するとき、ランセットキャリア２０８は、連動部材５５
４を挿入経路Ｐから外して動かすために、カム作用によって連動部材５５４に連結するこ
とができる。
キャリッジアセンブリ
【０１５２】
　図５１および７２を参照して。キャリッジアセンブリ５１７の構造および動作を説明す
る。
　キャリッジアセンブリは、図７３に示すように、互いに適切に接続されたキャリッジ５
８０およびキャリアカバー５８２を備え、ランセットキャリア２０８´が捕捉されている
内室５８４をその間で画定する。ランセットキャリア２０８´の対向する上部および底部
は、図７３に示すように、キャリッジ５８０の平らなガイド面５８６を係合し、ランセッ
トキャリア２０８´がキャリッジアセンブリ５１７内で軸方向に摺動することを可能にす
る。
【０１５３】
　図７４および図７５に、キャリッジ５８０をより詳細に示す。
　図７７は、キャリッジカバー５８２をより詳細に示す。キャリッジ５８０およびキャリ
ッジカバー５８２は、キャリッジカバー５８２上に、例えばスナップ５８８による適切な
方法で接続することができる。接着剤、ネジ、または他の適切な留め金具を用いることも
できる。
【０１５４】
　図７２および７３に示すように、キャリッジ５８０は、駆動ばね２１０´が取り付けら
れるボス５９０、および駆動ばね２１２´が取り付けられるボス５９２を有する。ばね２
１０´および２１２´はランセットキャリア２０８´を係合し、ばね２１０および２１２
およびランセット２０８に関して上述したのと同様に、ランセットキャリア２０８´を穿
刺開口の方に、また、穿刺開口から離して移動させる。ユーザがコッキングハンドル１１
２´を引くと、ロッド３１４´はランセットキャリア２０８´を係合するコッキングフッ
ク３１６´を引き戻し、ランセットキャリアをハウジング１０６´の後部の方へ引っ張り
、これにより、駆動ばね２１０´に張力をかける。トリガーアセンブリ５１５が作動する
と、ランセットキャリア２０８´は、この張力をかけられた位置またはコッキングされた
位置から開放されて、前方に推進し、ランセット１０４を穿刺開口１１０´の方に前方へ
駆動する。これにより、ユーザの皮膚に進入する。
　ランセットキャリア２０８´が穿刺作用で前方移動するにつれて、ランセットキャリア
２０８´は復帰ばね２１２´を係合し、張力をかける。次に、復帰ばね２１２´は、ラン
セットキャリア２０８´をハウジング１０６´の後部の方へ推進する。これにより、ユー
ザの皮膚からランセット１０４を引き抜く。ばね２１０´および２１２´、およびランセ
ットキャリア２０８´、およびコッキングハンドル１１２´の動作は、実質的には、ばね
２１０および２１２、およびランセットキャリア２０８、およびコッキングハンドル１１
２について上述した動作と同様である。
【０１５５】
　ランセットキャリア２０８´が発射されると、その前方移動は、キャリッジ５８０に配
置されたストップ５９３のような固定された突起によって制限される。突起またはストッ
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プ５９３は、固定され、ランセットキャリア２０８´に対して整列配置されていないか、
あるいは移動する。従って、コッキングおよび発射の各サイクルで、ランセットキャリア
２０８´の移動の長さを同じにすることができる。ストップ５９３は、適切な方法で、例
えばキャリッジアセンブリ５１７の上部、底部、前部、または後部に配置され位置付けさ
れることができる。突起ストップ５９３の位置は、固定され、ランセットキャリア２０８
´に対して移動せずあるいは整列配置されることに注意されたい。
【０１５６】
　キャリッジアセンブリ５１７は、ハウジング１０６´と摺動可能に配置され、図７６に
示すように、少なくとも右半分のハウジング部分２０４´上に一対のガイドトラック５９
６を有する。トラック５９６の各々は、その対向する端部にストップ５９８ａ、５９８ｂ
を有する。対応するガイドトラック（図示せず）は、同様に左半分ハウジング部分２０６
´上に設けられている。キャリッジ５８０（図７５を参照）から延びている突起６００は
、トラック５９６を係合し、ストップ５９８ａ、５９８ｂ間の距離によって画定されるキ
ャリッジアセンブリ５１７の軸方向移動の摺動を可能にする。キャリッジカバー５８２は
、左半分ハウジング部分２０６´の内部壁の対応する構造（図示せず）を係合するガイド
面６０２を有し、ハウジング１０６´内の軸方向以外の方向へのキャリッジアセンブリ５
１７の移動を防止する。
【０１５７】
　キャリッジカバー５８２はまた、キャリッジ５８０のボス５９２を復活させる開口６０
４と、キャリッジ５８０から突出しているボス６０８を受ける開口６０６とを有する。ボ
ス５９２および６０８は、整列配置し、キャリッジ５８０およびキャリッジカバー５８２
を連結する。
　図７４を参照すると、キャリッジ５８０の後端部は、それぞれ上下の部材６１０ａおよ
び６１０ｂを有する。フィンガ６１２ａおよび６１２ｂは、それぞれ、上下の部材６１０
ａおよび６１０ｂの各々から、半径方向に逆方向に延びている。後述するように、フィン
ガ６１２ａ、６１２ｂは、図７８Ａに示すように、深さ調整装置５２１を係合する。
【０１５８】
　深さ調整装置５２１の機能は、ランシング装置１０２´が発射されるとき、ユーザがラ
ンセット１０４の浸入深さを調整することを可能にすることである。図７８Ａおよび７８
Ｂを参照すると、深さ調整装置５２１は、ハウジング１０６´の軸の周りの回転のために
ハウジング１０６´内に取り付けられた深さ調整リング６１４を有する。深さ調整リング
６１４の前方の内側部分は、ねじ山６１６を有し、深さ調整リング６１４の後方の内側部
分は、円周方向に配置されたへこみ６１８を有する。ハウジング１０６´の突起（図示せ
ず）はへこみ６１８を係合し、ハウジング１０６´の軸の周りを回転するとき、深さ調整
リング６１４に任意の設定を与える。
【０１５９】
　キャリッジアセンブリ５１７は、フィンガ６１２ａ、６１２ｂが深さ調整リング６１４
の内部まで延びてねじ山６１６を係合するように、ハウジング１０６´内に配置される。
ユーザが深さ調整リング６１４を回転させると、ねじ山６１６はフィンガ６１２ａ、６１
２ｂ上に作用し、キャリッジアセンブリ５１７を、穿刺開口１１０´を往復させる軸方向
移動の摺動に駆動させる。ランシング装置１０２´の発射の際のランセットキャリア２０
８´の移動経路は、キャリッジアセンブリ５１７に対して変動しないことに注意されたい
。このように、深さ調整リング６１４が第１の方向に回転するとき、キャリッジアセンブ
リ５１７は穿刺開口１１０´に近接して移動し、ランセットキャリア２０８´全体および
その移動経路も穿刺開口１１０´に近接して移動する。その結果、ランシング装置１０２
´が発射されるとき、ランセット１０４の鋭い先端部１２０は、穿刺開口１１０´から遠
くに延び、これにより、ユーザの皮膚により深く進入する。
【０１６０】
　同様に、深さ調整リング６１４が第２の方向に回転するとき、キャリッジアセンブリ５
１７は穿刺開口１１０´から離れて移動し、ランセットキャリア２０８´全体が穿刺開口
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１１０´から離れて移動する。その結果、ランシング装置１０２´が発射されるとき、ラ
ンセットキャリア１０４の鋭い先端部１２０は、穿刺開口１１０´から短い距離を延び、
これにより、ユーザの皮膚にあまり深く進入することはない。
【０１６１】
　ランシング装置１０２´が発射されるとき、深さ調整リング６１４の操作によってユー
ザがランセット１０４の最終的な浸入深さを調整することができることはいうまでもない
。深さ調整リング６１４の外側は、回転のためユーザに利用可能であり、ユーザによる操
作を容易にするために、目標しるし６２０およびノブ６２２を有することができる。深さ
調整リング６１４が回転するにつれて、目標しるし６２０は生じた深さ設定を示すために
ユーザの目に見える。
【０１６２】
　図７９Ａおよび７９Ｂに、キャリッジ５８０´の形態における他の実施形態を例示する
。
　この実施形態は、実質的には、図７２の実施形態と同一である。細長い水平スロット２
８４´は、ランセットキャリア２０８´の後方半分部分に設けられる。スロット２８４は
、後壁２９０´を画定する。上述したように、ユーザがコッキングハンドル１１２´を引
くと、ロッド３１４´はコッキングフック３１６´を引き戻し、コッキングフック３１６
´はランセットキャリア２０８´の後壁面２９０´を係合し、ランセットキャリア２０８
´を後方に移動させる。しかしながら、本実施形態においては、キャリッジカバー５８２
´は、コッキングフック３１６´の遠位先端部を収容する細長いスロット６０９ａを有す
る。スロット６０９ａの後方端部のストップ６０９ｂは、コッキングロッド３１４´（従
って、ランセットキャリア２０８´）を後方に引くことができる距離を制限する。これは
、例えば、レシーバ１７０がキャリッジアセンブリ５１７´に取り付けられているとき有
利である。その場合、ランセット１０４がまだ取り付けられている着脱可能なタブ１２４
とともにランシング装置１０２´に挿入され、次に、コッキングハンドルを引く場合、着
脱可能なタブ１２４がレシーバ１７０の前端部を係合するように、ランセットキャリア２
０８´を十分に後方に引っ込める可能性がある。その場合、タブ１２４のレシーバ１７０
との係合は、ランセット１０４のさらなる後方移動を防止することができ、コッキングハ
ンドル１１２´がランセットキャリア２０８´をさらなる後方に引き戻すと、ランセット
１０４のランセットキャリア２０８´からの解放となる。
　ストップ６０９ｂがキャリッジアセンブリ５１７´に配置される場合、ストップ６０９
ｂとレシーバ１７０との間の距離は固定される。従って、コッキングハンドル１１２´が
ランセット１０４を分離するまでランセットキャリア２０８´を引き戻すことはないと確
信される。しかしながら、ストップ６０９ｂのようなコッキングハンドルストップがハウ
ジングに配置される場合、キャリッジアセンブリ５１７´のあらゆる位置を通ってコッキ
ングを可能にするほど十分に後方に配置することが必要である。キャリッジアセンブリ５
１７´が深さ調整リング６１４によって前方に移動するとき、ハウジング１０６´に固定
されたコッキングハンドルストップのこの後方位置は、レシーバ１７０の前端部からより
遠くなり、その結果、コッキングハンドル１１２´によるランセットキャリア２０８´の
後方移動は、ランセット１０４をランセットキャリア２０８´から分離する可能性がある
。
【０１６３】
　キャリッジアセンブリ５１７の移動に適応するために、トリガーアセンブリ５１５が、
図５１、８０、および８１に示すように設けられる。トリガーアセンブリ５１５は、実質
的にはトリガー１１４と同じ方法で動作する。その機能は、ユーザによってランセットキ
ャリア２０８´をそのコッキング位置から開放する動作の際に、ランセットキャリア２０
８´を保持することを含み、その結果、駆動バネ２１０´はランセットキャリア２０８´
を前方に推進させることができる。
【０１６４】
　トリガーアセンブリ５１５は、ハウジング１０６´内のトリガー開口２０３´によって
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捕捉されるトリガーボタン５２３と、前端部６２８および後端部６３０を有するトリガー
アーム６２６と、それらの間で横方向に向いた取付開口６３２とを備える。トリガーアー
ム６２６は、開口６３２によってキャリッジ５８０から延びているボス６０８に取り付け
られ、トリガーアーム６２６はボス６０８の周りを交互に上下動して旋回することができ
る。また、開口６３２は、トリガーアーム６２６の近位端部に配置することができる。ト
リガーボタン５２３は、トリガーボタン開口２０３´によって捕捉され、キャリッジアセ
ンブリ５１７が深さ調整リング６１４によって移動するとき、ハウジング１０６´に対し
て長手方向に移動することができないようにしていることに注意されたい。
　対照的に、トリガーアーム６２６は、キャリッジ５８０のボス６０８に取り付けられ、
キャリッジアセンブリ５１７がハウジング１０６´内で軸方向に移動するとき、トリガー
アーム６２６もまたキャリッジアセンブリ５１７と一緒に軸方向に移動するようにしてい
る。
【０１６５】
　トリガーアーム６２６の軸方向移動に適応するために、トリガーアーム６２６の前端部
６２８は、トリガーボタン５２３内の凹部６３４に摺動係合して受けられる。その結果、
キャリッジアセンブリ５１７がハウジング１０６´内で摺動するとき、トリガーアーム６
２６は、トリガーボタン５２３に対して長さを変動させて延びることができる。
　凹部６３４は、図８０に最もよく示すように、トリガーアーム６２６上のガイド面６３
５ａ～６３５ｄのそれぞれに整合係合して対応する内部ガイド面６３３ａ～６３３ｄを有
する。ガイド面６３３ａ～６３３ｄおよび６３５ａ～６３５ｄの係合によって、トリガー
アームがトリガーボタン５２３内で軸方向に摺動することを可能にする。これにより、キ
ャリッジアセンブリ５１７がハウジング１０６´内を摺動するとき、トリガーアーム６２
６が長さを変動させて延びることが可能になる。この目的を達成するための望遠鏡のアー
ム構造のような他の機構を用いることができる。
【０１６６】
　スリップばね６３６または他の適切な付勢機構は、ハウジング１０６´に連結され、ト
リガーアーム６２６の後端部６３０を下方に、前端部６２８を上方に動かす。その結果、
トリガーボタン５２３はトリガー開口２０３´を通って延びる。この位置では、トリガー
アーム６２６の後端部６３０からぶら下がっているラッチ６３８は、ランセットキャリア
２０８´を係合し、コッキングされる位置でそれを保持することができる。ユーザがトリ
ガーボタン５２３を押すと、クリップばね６３６の付勢を解消し、トリガーアーム６２６
が、その前端部６２８が下方へ移動し、後端部６３０が上方に移動するように旋回し、最
終的には、ラッチ６３８をランセットキャリア２０８´から離して持ち上げ、駆動ばね２
１０´がランセットキャリア２０８´を穿刺開口１１０´の方へ推進させることによって
ランシング装置１０２´を発射する。
【０１６７】
　トリガーアーム６２６はキャリッジアセンブリ５１７と一緒に移動するので、トリガー
アーム６２６とランセットキャリア２０８´の前端部との相対的な軸方向位置を、固定す
ることができる。ランセット１０４がランシング装置１０２´内に挿入されるとき、上述
したように、ランセット１０４は、ランセット１０４の後端部をランセットキャリア２０
８´に挿入し、かつ、ランセットキャリアをコッキングされる位置まで後方に押し込むよ
うに、ランセットキャリア２０８´を係合する。トリガーアーム６２６は、ランセット１
０４がランセットキャリア２０８´に挿入されるときまたはその直後に、トリガーアセン
ブリ５１５がコッキングされる構成になるように位置付けられる。これにより、トリガー
アセンブリ５１５のコッキング（および、ハウジング１０６´を通って延びているトリガ
ーボタン５２３の位置された視覚的指示）は、ユーザがランセット１０４をランセットキ
ャリア２０８´にうまく挿入した後に発生する。
　トリガーアセンブリ５１５のコッキングが早期に発生する場合、ユーザはランセットが
うまく挿入されたという誤った認識でランセット１０４を挿入するのを停止することがで
きる。トリガーアーム６２６の位置がキャリッジアセンブリと一緒に移動しない場合、ト
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リガーアセンブリ５１５のコッキングは、キャリッジアセンブリ５１７の軸方向位置に依
存してランセット１０４のランセットキャリア２０８´への挿入に対して異なる時間に発
生させることができる。
ランセットの他の実施形態
【０１６８】
　図８２～８４に、ランセット６５０の形態におけるランセット１０４の他の実施形態を
例示する。
　ランセット６５０は、全長（鋭い先端部６５４を除外する）が細長いランセット本体６
５６内に入れられる針６５２を有する。スリーブ６５８は、針６５２の鋭い先端部６５４
を保護的に囲む前方位置（図８２に示す）と、鋭い先端部６５４がスリーブ６５８の前端
部を越えて突出する後方位置（図８３に示す）との間にランセット本体６５６の一部を軸
方向に摺動する。
【０１６９】
　図８４を参照すると、ランセット本体６５６は、ランセット本体６５６の中間部近傍に
、それぞれ、ランセット本体６５６の左右の横側面から延びている一対のロック部材また
はウイング６６０ａ、６６０ｂを有する。ウイング６６０ａ、６６０ｂの各々は、ランセ
ット本体６５６から半径方向に外へ延びる短く固いベース部６６８ａ、６６８ｂと、拡張
構成のランセット本体６５６の主軸から一般には前方方向であるが４５°の角度で離れて
延びているウイング先端部を有する平面屈曲部材６７０ａ、６７０ｂとを有する。ウイン
グ６６０ａ、６６０ｂは、ランセット本体６５６の一部として成型されることができる。
【０１７０】
　ウイング６６０ａ、６６０ｂは、図８４に示す拡張位置から、平面屈曲部材６７０ａ、
６７０ｂが前方に折り畳まれる格納位置まで平面屈曲部材６７０ａ、６７０ｂを折り畳む
ことによって格納構成にすることができる。格納位置では、図８３に示すように、各屈曲
部材６７０ａ、６７０ｂは、実質的には、ウイングウェル６７２ａ、６７２ｂのその対応
するものの中に配置されている。平面屈曲部材６７０ａ、６７０ｂは、それらがウイング
ウェル６７２ａ、６７２ｂに横方向の力の影響を受けて折り畳まれることができる点で、
可撓性および剛性があるが、その力が除去されたときは、それらの外方に延びている位置
に戻る。
【０１７１】
　スリーブ６５８は、一般には管状であり、ランセット本体６５６を受けるための円筒状
輪郭を有する細長い内室６７４を有する。内室６７４の円筒状輪郭は、スリーブ６５８の
長さを延長するスリーブ内室６７４の対向する側面上の一対の広いく浅い横方向の溝であ
るウイング係合面６７８ａ、６７８ｂの包含によって改良される。スリーブ６５８は管状
であるが、スリーブ６５８は異なる断面形状またはスロットによって製造されることがで
きる（スリーブ６５８を製造するために用いられる材料を減らすために）。
　追加の実施形態においては、スリーブ６５８は、図９３Ａ～９３Ｃに示すように、多角
形、円形、および卵形のうちの１つである断面積を有する。
【０１７２】
　ウイング６６０ａ、６６０ｂが拡張構成（図８２に示すように）にあるとき、それらの
ウイング先端部は、内室６７４の直径より大きい距離に広がる。スリーブ６５８が、その
保護拡張位置からランセット本体６５６に対して後方に移動するとき、ウイング６６０ａ
、６６０ｂは、拡張する場合、ランセットスリーブ６５８の後端部を係合し、スリーブ６
５８のさらなる後方移動を妨害し、その結果、スリーブ６５８をその保護拡張位置に固定
する。
【０１７３】
　しかしながら、ウイング６６０ａ、６６０ｂがそれらの格納構成にあるとき（すなわち
、図８３に示すように、ウイングウェル６７２ａ、６７２ｂに折り畳まれている）、それ
らは内室６７４の直径を越えて延びることはない。その結果、スリーブ６５８は、障害な
くランセット本体６５６を軸方向に摺動することができる。スリーブ６５８がウイング６
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６０ａ、６６０ｂを摺動するとき、ウイング（現在は、ウイングウェル６７２ａ、６７２
ｂに折り畳まれている）の各々は、図８３に示すように、細長いガイド面またはウイング
係合面６７８ａ、６７８ｂの長手方向延長部に沿ってすれ合う。
【０１７４】
　ウイング６６０ａ、６６０ｂは、変形可能な剛性のある材料で製造できるが、ウイング
６６０ａ、６６０ｂが長時間折り畳まれた位置のままであると、それらが剛性をなくし、
従って、ランセット６５０がそのランシング装置１０２から排出され、スリーブ６５８が
その拡張保護位置の方に押されるとき、それらの拡張位置に戻ることができなくなる、と
いうことはまれなケースであるが可能性がある。これは、例えば、ランセット１０４がラ
ンシング装置１０２へ装填されて、それから長期間ユーザによってさらなる使用をしない
でおかれた場合、特にランシング装置１０２が高温に曝される場合に発生し得る。また、
ランセット６５０が繰り返し用いられる（ランシング装置１０２に挿入され、排出され、
再挿入される）と、ウイング６６０ａ、６６０ｂは、剛性をなくし、従って、ランセット
６５０がランシング装置１０２から排出されるときに、それらの拡張位置に戻ることがで
きない。
【０１７５】
　ウイング６６０ａ、６６０ｂが、それらの拡張位置に戻らない場合、排出の際、スリー
ブ６５８がその拡張位置に固定されなくなる、という可能性がある。これが起こらないこ
とを保証するために、図８２～８４の他の実施形態は、それぞれランセット本体６５６の
左右の側面に、ランセット本体６５６の前端部近傍で、ウイング６６０ａ、６６０ｂの第
１の組から離れて軸方向に間隔を置いて形成された第２の一対のロック部材すなわちウイ
ング６８０ａ、６８０ｂを備える。ウイング６８０ａ、６８０ｂは、構造の点ではウイン
グ６６０ａ、６６０ｂと同様であるが、ウイング６６０ａ、６６０ｂの材料よりも可撓性
がない材料よりなる。ウイング６８０ａ、６８０ｂの各々は、ランセット本体６５６から
半径方向に外へ延びている短く固いベース部６８２ａ、６８２ｂ（図８４参照）と、ベー
ス部６８２ａ、６８４ｂから一般には前方方向であるが、ランセット本体６５６の主軸か
ら離れて鋭角に延びている平面屈曲部材６８４ａ、６８２ｂとを備える。第２の一対のウ
イング６８０ａ、６８０ｂは、ランセット本体６５６の一部として成型されることができ
る。
【０１７６】
　平面屈曲部材６８４ａ、６８４ｂは、ウイング６８０ａ、６８０ｂのウイング幅は、５
ｍｍ未満の直径を有するスリーブ６５８では、スリーブ６５８の内室６７４の直径に等し
いかそれ以下であるようにサイズ設定をされ、構成される。ランセット６５０の使用およ
び動作の際、第２の一対のウイング６８０ａ、６８０ｂは、スリーブ６５８の内室６７４
内に存在することができる。しかしながら、図８２に示すように、ウイング６８０ａ、６
８０ｂのウイング幅Ｗは、内室６７４の直径に等しいかそれ以下であるので、それらは、
内室６７４に配置されるとき、比較的リラックスした状態（ウイング６６０ａ、６６０ｂ
と比較して）のままであり、ほとんど変形を受けない。その結果、ランセット６５０が長
期間ランシング装置１０２内に残っているときでも、ウイング６８０ａ、６８０ｂは、そ
れらの剛性を保持する。
【０１７７】
　ランセット６５０がランシング装置１０２から排出されるとき（上述したように）、ス
リーブ６５８は、それが針の鋭い先端部６５４を囲む場合、その拡張位置まで前方に押さ
れる。スリーブ６５８がランセット本体６５６に対して前方に摺動するにつれて、第２の
一対のウイング６８０ａ、６８０ｂは、スリーブ６５８の後端部のネック６８６を通過す
る。ネック６８６の直径は、拡張構成のときは、内室６７４の直径より小さく、また、ウ
イング６８０ａ、６８０ｂのウイング幅より小さい。ウイング６８０ａ、６８０ｂは、平
坦屈曲部材６８４ａ、６８４ｂの後部対向面がネック６８６を係合するとき、ランセット
本体６５６の縦軸の方へ押され、その結果、ウイング６８０ａ、６８０ｂを折り畳み、ネ
ック６８６を通って通過できるように構成される。
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【０１７８】
　一旦、スリーブ６５８が完全に前方に移動して、ウイング６８０ａ、６８０ｂがネック
６８６を通過すると、図８２に示すように、ウイング６８０ａ、６８０ｂは、それらのリ
ラックス位置に戻る。ネック６８６の直径はウイング６８０ａ、６８０ｂの幅より小さい
ので、ウイング６８０ａ、６８０ｂの先端は、スリーブ６５８の後端部を係合し、スリー
ブ６５８をその拡張位置に固定する。
【０１７９】
　ウイング６８０ａ、６８０ｂの屈曲は、ランセット６５０の排出の際には、短い間隔で
発生するので、ウイング６８０ａ、６８０ｂはそれらの剛性を失って、スリーブ６５８を
その場所に固定するほど十分なウイング幅まで延びない。ウイング６６０ａ、６６０ｂが
機能しないということがありそうもない場合には、ウイング６８０ａ、６８０ｂは、スリ
ーブ６５８が針の鋭い先端部６５４を保護しているその拡張前方位置から完全に外れて摺
動することを防止することは、あらゆる可能性においても操作可能である。
【０１８０】
　パッケージランセット６５０の１つの可能な構成は、それが最初に製造されるときは、
脆弱なタブ１２４（図５を参照）と同様の脆弱なタブが、第２の一対のウイング６８０ａ
、６８０ｂを包む位置でスリーブ６５８を保持するが、それは第１の一対のウイング６６
０ａ、６６０ｂの前方である（そして、傍の位置に固定されている）ことに注意されたい
。
　このように、脆弱なタブがランセット６５０をランシング装置１０２に挿入する前に、
ユーザによって取り除かれると、ウイング６６０ａ、６６０ｂは、スリーブが鋭い先端部
６５４を保護する拡張前方位置から移動するのを防止する。
【０１８１】
　ロック機能を実行するための様々な構造を用いることができる。これら他の構造は、限
定はされないが、ウイングウェルに折り畳まれるよりはむしろ旋回する旋回部材、収納位
置に押し込まれることができるランセット本体からランセット本体内のウェルまで外へ延
びるスタッド、またはバーブを含む。例えば、図８５～８７には、一対のバーブ６９２ａ
、６９２ｂを有する他の実施形態が、ランセット６９０の形態で示される。　一対のバー
ブ６９２ａ、６９２ｂは、異なる構造および方向を有するが、ウイング６８０ａ、６８０
ｂのようなロッキング機能を行う。
【０１８２】
　ランセット６９０は、形態および機能の点で、ランセット１０４と同様である。ランセ
ット６９０は、細長いランセット本体６９８に収容される針６９４（図示せず）を有する
。スリーブ７００は、鋭い先端部を保護的に囲む拡張位置と、鋭い先端部の一部がスリー
ブ７００の前端部を越えて突出する後方位置との間で、ランセット本体６９８の一部を軸
方向に摺動する。
【０１８３】
　ランセット本体６９８は、９０度間隔で半径方向に延びている４つの細長いガイドリブ
７０２ａ～７０２ｄを画定するほぼ十字形の断面積を有する。
　スリーブ７００は、ランセット本体７０２ａ～７０２ｄの４つのガイドリブを係合する
ための十字形の開口部７０４を有する後端部を備え、これにより、スリーブはランセット
本体６９８を軸方向に摺動することができる。
【０１８４】
　リブ７０２ａおよび７０２ｂから延びているものは、それぞれ、ウイング７０６ａおよ
び７０６ｂである。ウイング７０６ａ、７０６ｂは、実質的には、上述したウイング６６
０ａ、６６０ｂとして働く。ウイング７０６ａ、７０６ｂは、それぞれ、リブ７０２ａお
よび７０２ｂの各々から延び一体に形成される傾斜した平面屈曲部材として構成される。
【０１８５】
　バーブ６９２ａ、６９２ｂは、それぞれ、リブ７０２ｃおよび７０２ｄと整合配列され
る。バーブ６９２ａ、６９２ｂは、後方に対向しているＶ点では、Ｖ型構成で形成される
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可撓部分７０８ａおよび７０８ｂを有する。可撓部分７０８ａ、７０８ｂの後部端は、ス
リーブ７００がランセット本体６９８に対して後方に移動するとき、バーブ６９２ａ、６
９２ｂを受ける十字形の開口部７０４の部分７１０ａ、７１０ｂより広い幅を画定する。
しかしながら、スリーブ７００の内室は、変形しないでバーブ６９２ａ、６９２ｂを収容
するようにサイズ設定される。
【０１８６】
　ランセット６９０が最初に製造されるとき、バーブ６９２ａ、６９２ｂが、スリーブ７
００の内室内に存在するように、スリーブ７００をランセット本体６９８に対して位置付
けることができる。スリーブ７００は、収容されるバーブ６９２ａ、６９２ｂに対してサ
イズ設定され位置付けられる対向する長手方向係合面７１２ａおよび７１２ｂ（図８６お
よび８７を参照）を備える。これにより、スリーブ７００は、ランセット本体６９８に対
して軸方向に摺動することが可能になる。ランセット６９０がランシング装置１０２から
排出されるとき、例えば、スリーブ７００が前方に押され、最終的には、バーブ６９２ａ
、６９２ｂがスリーブ７００の背後の十字形の開口部７０４の部分７１０ａおよび７１０
ｂを強制的に通過する。
　開口部７１０ａ、７１０ｂは．バーブ６９２ａ、６９２ｂより狭いが、各可撓部分７０
８ａ、７０８ｂの後部対向面が、開口部分７１０ａ、７１０ｂを係合するとき、バーブ６
９２ａ、６９２ｂが圧搾され、その結果、バーブ６９２ａ、６９２ｂを把持し、開口部分
７１０ａ、７１０ｂを通過可能となるように、バーブ６９２ａ、６９２ｂが構成される。
【０１８７】
　一旦、スリーブ７００が前方に完全に移動すると、バーブ６９２ａ、６９２ｂは開口部
分７１０ａ、７１０ｂを通過し、図８５～８７に示すように、可撓部分７０８ａ、７０８
ｂがそれらのリラックス位置に戻る。開口部分７１０ａ、７１０ｂの幅はバーブ６９２ａ
、６９２ｂの幅より小さいので、バーブはスリーブの端部を係合し、スリーブをその拡張
位置に固定する。
排出ロック部材の他の実施形態
【０１８８】
　図８８～９２を参照して、排出ロック部材７５０が設けられたランシング装置１０２´
の他の実施形態を説明する。
　排出ロック部材７５０は上述した排出ロック部材５２４の機能と同様の機能を行う。す
なわち、ランセット１０４がハウジング１０６´から排出されるとき、ランセットキャリ
ア２０８´の前方移動を妨げる。排出ロック部材７５０は、構造および機能の点で、上述
した排出アクチュエータ５１６と同様の排出アクチュエータ５１６´と連動して動作する
。
【０１８９】
　図８８を参照すると、排出ロック部材７５０は、ワイヤ状の金属（プラスチックまたは
他の材料が使われることができる）より製造され、互いに対して略直角で各々が共通の水
平面に置かれる２つの細長い部材７５４および７５６によって形成されるＶ型のブロック
部分７５２を画定するように構成される。部材７５４の遠位端から垂直に延びているもの
は、細長いガイドアーム７５８である。部材７５６の遠位端から垂直に延びているものは
、細長いアンカーアーム７６０である。アンカーアーム７６０は、Ｚ型のアンカー部７６
２で終端する。排出ロックアームは、キャリッジ５８０に取り付けられる。
【０１９０】
　図８９～９２に、排出ロック部材７５０、キャリッジ５８０、およびランセットキャリ
ア２０８´の相互関係、および排出アクチュエータ５１６´が示される。排出ロック部材
７５０は、キャリッジ５８０上に取り付けられ、アンカー部７６２がキャリッジ５８０（
図９１および９２に示す）上のノッチ７６４を受けることによって固定され、ガイドアー
ム７５８がキャリッジ５８０内の垂直ノッチ７６６によって摺動可能に係合される。
この構成において、ブロック部７５２は、ランセットキャリア２０８´の経路内に差し込
まれ、図８９および９２に示すように、その縦軸に沿ったランセットキャリア２０８´の
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前方移動は妨げられる。明確にするため、キャリッジ５８０は、図８９に例示されていな
い点に注意すること。
【０１９１】
　図９０および９１を参照すると、ランシング装置１０２´の装填、コッキング、および
発射動作の間、排出アクチュエータ５１６´は、その後方の中立位置にある。ここで、排
出アクチュエータ５１６´の右手側の係合面７６８は、ランセットキャリア２０８´の経
路からそれを押し出すようにブロック部７５２を係合する。この移動が起こると、ノッチ
７６６はガイドアーム７５８の移動を可能にする間隔を与える。しかしながら、この構成
では、部材７５６がアンカーアーム７６０の縦軸の周りを僅かに回転するので、排出ロッ
ク部材７５０上のポイント７６８（図８８）でトーション（torsion）力がかけられる点
に注意すること。
【０１９２】
　ランシング動作が完了すると、ユーザは上述したように、排出アクチュエータ５１６´
を作動させ、ランセット１０４（図８８～９２には示さず）を取り外し、図９２に示すよ
うに、排出アクチュエータ５１６´の前方移動が起こる。排出アクチュエータ５１６´が
矢印Ａの方向に前進すると、係合面７７０はもはやブロック部７５２を係合しない。ポイ
ント７６８にかけられたトーション力は、ばねのような方法で、その中立、張力をかけら
れていない状態で部材７５６を回転させる。このように、ランセットキャリア２０８´の
経路を妨げる矢印Ｂの方向にブロック部７５２を移動し、これにより、ランセット１０４
の排出の際のランセットキャリア２０８´の前方移動を防げる。
【０１９３】
　排出ロック部材７５０の利点は、その中立位置がランセットキャリア２０８´を妨害し
ていることである。従って、排出アクチュエータ５１６´が前方に移動するとき、排出ロ
ック部材７５０のばね状の動作は、ブロック位置への信頼性および速い移行を与える。
　上述の実施形態は、本発明の理解を容易にするために説明したものである。本発明は、
開示された実施形態に限定されることはなく、これに反して、添付された特許請求の範囲
の趣旨および範囲内に含まれる種々の改良および均等の装置を含むことを意図し、その範
囲は、法律によって許可されるような改良および均等の構造をすべて包含するように、幅
広い解釈によるものとする。
【符号の説明】
【０１９４】
　１００…ランシングシステム、１０２…ランシング装置、１０４…ランセット、１０６
…ハウジング、１０８…キャップ、１１０…穿刺開口、１１２…コッキングハンドル、１
１４…トリガー、１１５…排出スライド、１１６…ＡＳＴモード・アクチュエータ・リン
グ、１１７…深さ調整装置、針…１１８、１２０…鋭い先端部、１２１…排出アクチュエ
ータ、１２２…ランセット本体、１２４…タブ、１２６…フランジ、１２８…ステム、１
３０…スリーブ、１３２ａ，１３２ｂ…ウイング、１３４…ガイダンスリブ、１３６…円
錐後端部、１３８…ネック、１４２ａ，１４２ｂ…ウイング、１４４…ベース部、１４６
…平面屈曲部材、１４８…ウイング先端部、１５０…前端部、１５２…後端部、１５６…
前部、１５８…後部、１６０ａ，１６０ｂ…ガイダンスリブ、１６２ａ～１６２ｄ…前端
部、１６４…環状フランジ、１６６…取付ショルダ、１６８…排出ショルダ、１７０…レ
シーバ、１７２ａ，１７２ｆ…下方の平面部、１７２ｃ，１７２ｄ…上方の平面部、１７
２ｂ，１７２ｅ…横方向の平面部、１７４…シリンダ、１７８ａ…左側の傾斜コーナー、
１７８ｂ…右側の傾斜コーナー、１５４…内室、１８０…上下の溝、１８２…バックスト
ップ、１８４…ウイング係合面、２００…前部開口、２０１…アクチュエータ開口、２０
２…ＡＳＴモード・アクチュエータ開口、２０３…トリガー開口、２０４…右半分、２０
６…左半分、２０８…ランセットキャリア、２１０…駆動ばね、２１２…復帰ばね、２１
４…ガイド、２１８ａ…フランジ、２２０…ショルダ、２２２…細長いスロット、２２４
…細長い部材、２２６…半環状後部フランジ、２２８…遠位取付部分、２３０ｂ…半環状
フランジ、２４０…細長いスロット、２４４,２４６…駆動ばねボス、２４８,２４９…支
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持ボス、２５０,２５２…復帰ばねストップ、２５３…トリガーピボットウェル、２５８
…本体、２６２…上顎、２６４…下顎、２６０…マウス
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